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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Contents









intro　─妹と観察対象─

１章　─宝石歌姫と宝石歌姫─

２章　─南の島と最終調整─

３章　─正義と悪と─

outro　─妹と未来─






intro　─妹と観察対象─









（Asuka's view）




　その朝、池いけ袋ぶくろ駅東口いけふくろう像前は大混雑だった。

　山やまの手て線や埼さい京きよう線が止まっているわけでも、駅構内で大きなイベントが行われているわけでもない。行われていたのは普通の待ち合わせだ。

　ただ、その待ち合わせをしている人間がかなり特殊で、かつその体勢が特殊どころの騒ぎでは無かった為ため、大きな注目を集めてしまったのだ。

　待ち合わせをしている人間の中のひとりはアメリカの宝石歌姫ビジユカンタトリス、『光帝』ことリアーナ・ライムス。

　髪自体が発光しているようなきらびやかなブロンドに、目鼻立ちのくっきりとした圧倒的な美び貌ぼう。

　そして、その美び貌ぼうさえも霞かすませてしまうくらいにメリハリのある抜群のプロポーションの持ち主。ただ立っているだけでも目立つ。

　そんなリアーナが事もあろうか、いけふくろう像の上で仁王立ちしているのだから注目を集めないわけがない。

　さらにもうひとり。リアーナとはある意味真逆の、淡い月明かりをそのまま髪にしたような優しいブロンドに、知的ながらも意志の強さを感じさせる深い蒼あおの瞳ひとみ。

　すらっとした身体からだつきは聖女のようでもあり、また騎士のようでもある。その名、イギリスの宝石歌姫ビジユカンタトリス、『純潔の獅し子し姫』ことクレア・ワイズだ。

　彼女もまた、ただそこに立っているだけで周囲の視線を惹ひきつけてしまうほどの存在感を放っている。

　しかし、今回はそれだけでなく腰にまさに中世の騎士を思わせるごつい剣を差しているので、その注目度は桁けた違いだった。異質度も桁違いだ。

　そして、そのふたりが待ち合わせをしている相手が、はっきり言えば見た目は平凡な日に本ほん人男子。

　知名度や注目度ではふたりにはまったく釣つり合っていない──しかし、それには現状ではという注釈が入る。いや、すでに現状でも一部の界かい隈わいにおいてはふたりを上回る注目度を集めていると言えるのがこの男子──神かん凪なぎタケルだ。

　来たる祭典に向けてリアーナ、クレアの両宝石歌姫ビジユカンタトリスと親交を深めるというミッションを政府のお偉いさんから受け、恐る恐るといった感じでふたりに声をかけた。

　そして、そんな三人を柱の陰から見つめている少女がいた。

　日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス、姫ひめ咲さき明あ日す香か──神凪タケルの実妹である。

「とりあえずおはようのちゅ～で出かけることは許したけど、やっぱ納得いかないのよね」

　祭典で勝利するためにリアーナ、クレアとの信頼関係をタケルが築く必要があることは理解できる。

　むしろ作戦の中心にタケルがいることは嬉うれしいし誇らしい。だから、理性の部分ではこのミッションが必要なことは十分に分かっているのだ。

「けど、感情は別だし。やっぱ納得いかないし」

　よりによって、今回の作戦責任者である東雲しののめ暁あかつきは、明日香の目の前でタケルにリアーナとクレアをたらし込んでこいなんて事を言った。

　もちろんタケルにそんな甲か斐い性しようが無いことは明日香も理解している。

　少しでも甲斐性があれば、今の自分とタケルの関係はどちらの方向に進むかは置いておいて、何かしらの進展があったはずだ。

　けど、どんなに誘惑をしたところで、結局はめちゃめちゃスキンシップの激しい兄妹きようだいという関係で止まってしまっている。

　タケルの鉄の精神力を褒めるべきか、甲か斐い性しようの無さをなじるべきか。

　そして、少しだけ不安もあったりするのだ。

　もしかすると、自分はタケルにとって魅力の無い女の子なんじゃないかって。

　タケルのリアクションや身体的な反応を見て、多分そんなことは無いと思っているけど、それでもやっぱり不安になってしまうのだ。

　タケルが雰囲気に流されず鉄の精神力を発揮し続けることが出来るのは、単にタケルにとって自分が魅力的で無いからなのではないのだろうかと。

「そんなことないし。絶対ないし」

　口先で強がってみても、少しだけ胸に引っかかる不安は消えない。そして、妹がこんなにも切ない想おもいを抱えているというのに、

『今日は一日よろしくお願いします。おふたりに満足していただけるように精一杯エスコートさせていただきます』

　大好きな兄は他ほかの女に向かって笑顔を浮かべてそんなことを言うのだ。

　何度も言うけど理性ではわかっている。これはただのミッションで、言ってしまえば仕事なのだと。

　わかってはいるけど、イライラするし、ムカムカするし、タケルの楽しそうな表情を見ると胸が痛くなるし、今すぐリアーナとクレアと入れ替わりたいって思う。

「大体、ふたりとはデートするくせにわたしとしないとかあり得ないよね」

　考えてみれば、最近は家で一緒にいる時間は多いけれど、一緒に外に遊びに行くことはほとんどなかった。

「うんうん、あり得ない。ってことで、今日、兄さんが帰ってきたらデートの約束をしないと」

　そう思うと少しだけ気持ちが晴れた。今日、タケルがリアーナ、クレアと過ごす時間以上のことを自分とのデートの時にすれば良いのだから。

「けど、兄さんとデートかあ。どこに行って何をしようかしら？」

　ちょっと考えただけでも何十通りかのプランがすぐさま脳裏に浮かび、それを想像しただけでふんにゃりと頰ほおが緩む。

「ってダメダメ。今はちゃんと監視をしていないと」

　ここ最近、歌姫カンタトリス業界でのタケルの評価はまさにうなぎのぼりだ。

　甲斐性のないタケルが間違いを起こすことは無いと思うけど、相手側がどんな手に出てくるかはわからない。

「だから、兄さんが誘惑されて他国に引きぬかれないように、このわたしがちゃんと監視してないと。これは日に本ほん政府のためでもあるのよ、うんうん」

　自分にも言い聞かせるようにそんなことを呟つぶやいて、明あ日す香かのストーキングな一日が幕を開けたのだった。






１章　─宝石歌姫と宝石歌姫─









「ええと、どこに行きましょうか？　何かしたい事とか見てみたい物とかありますか？」

　堂々と胸を張りながら隣を歩くリアーナさんにとりあえず訊きいてみる。

　いけふくろう像前での騒動を何とか治め、かと言ってリアーナさんとクレアさんを同時に相手するのは僕には荷が重すぎるので、ひとりずつ順番に時間制にしてもらったのだ。

　その順番を決めるのにも、もう一騒動あったのだけど、それはもう記憶の彼方かなたに封印した。思い出すと頭が痛くなるから。

　ってことで、気持ちを切り替えて、最初の相手であるリアーナさんをちゃんとエスコートしないとな。

「池いけ袋ぶくろだとやっぱりサンシャインとかが有名ですし、買い物をするんだったら色んなお店が揃そろってますよ。乙女ロードと呼ばれているちょっと濃い目のお店が集まっているところもありますし」

　これがメアリーさんやシルヴィさんだったら乙女ロードに即決しそうだ。もしくは池袋を出て秋あき葉は原ばらとか中なか野のに行きたいなんて言い出すかもしれない。

　けど、リアーナさんはまったく読めない。どんな趣味の持ち主かわからないし、いけふくろうの像の上で待っていたことからも、行動がめちゃくちゃだ。

「まず、最初にひとつよろしいかしら？」

　リアーナさんがぐいっと胸を張ったまま僕の方を見る。背は僕よりも低いのに、ものすごい威圧感だった。

　伊だ達てに『光帝』と呼ばれていないよな。その眩まばゆいばかりのブロンドの髪や圧倒的ボリュームを誇る胸と相まって、本人から発せられるオーラで言えば宝石歌姫ビジユカンタトリスの中でも随一と言えるだろう。

「な、なんですか？」

「さっき、私はあなたに足を舐なめなさいと言いましたよ？　どうして舐めないのです？」

　心底不思議という感じでリアーナさんがそう言った。それが常識でしょ？　と言わんばかりに。

「い、い、いやいやいやいや、普通足は舐めないでしょ！　っていうかふたりっきりのプライベートな空間でならともかくあんな駅中で！」

「なるほど、それも一理ありますね。ではプライベートな空間に連れて行きなさい」

「は、はい？」

「プライベートな空間ならともなくなのでしょう？　なら、あなたが私の足を舐められるプライベートな空間に連れて行きなさいと私は言っているのです。言っている意味、わかるわよね？」

　言ってる意味はわかるけど、もっと根本的な部分で意味がわからないよ！　しかも、この人はなんでこんなとんでもない提案をドヤ顔で出来るんだ!?

　まるで明あ日す香かや学院長がまともに思えるくらいの飛ばしっぷりだった。

「あ、あの、なんで僕がリアーナさんの足を舐めること前提なんでしょうか？」

「忠誠心の証あかしかしら？　この光帝ことリアーナが相手をしてあげると言うのだから、まずはその忠誠の証を見せるのは当たり前のことでしょ？」

　心の底からそれが当然の事だとばかりにさらっと言う。ものすごい自尊心と自信だった。

　そして多分、それが普段はまかり通るような環境にいるのだろう。恐るべしリアーナさん。とは言っても、さすがに足を舐めるのはちょっとなあ。

「それとも、あなたは私に忠誠を誓わないというのですか神かん凪なぎタケル？」

「い、いえ、忠誠っていうか、敬意は凄すごく払っているんですけど。リアーナさんは凄い人ですし、奏士トルヴエールとして演奏させて貰もらえるのは光栄だと思ってます」

「なら私の足に口付けをするのも当然の行為でしょ？」

　いやいや真顔で当然の行為でしょとか言われても。っていうか、もしかすると、

「リアーナさんとの調律って足だったりします？」

　そういえば、今までリアーナさんが調律しているところを意識的に見たことなかったからな。もしそうであれば、足に口付けするってのはリアーナさんにとって本当に当たり前の行為なのかもしれない。

「そんなはずないでしょ？　そんな変態的で破廉恥な行為、観衆の目の前で出来るはずないじゃない。馬ば鹿かですの？」

「それをあんたはさっきから僕に強要してるんだっ！」

　全力でツッコんでしまった。っていうか変態的で破廉恥な行為って認識があったのかよ！　びっくりだよ！

「だからこそ、あなたの私への想おもいが試せるってものでしょ？　祭典という重要な場でコンビを組むのですから、それくらいの忠誠心を見せて欲しいものだわ」

　なるほど、リアーナさんの場合、奏士トルヴエールとの関係っていうのは主従関係なのか。ってことは、基本的には下手に出た方が良いってことだよな。まあ自尊心がめちゃくちゃ強いのはここまでの会話でわかるし。

「ええと、リアーナさんへの想いはしっかりとあるんですが、さすがに足に口づけをするのは、その、ちょっとハードルが高いので、今日のところはこれくらいで許して貰もらえませんか？」

　そして僕はリアーナさんの前に片かた膝ひざをつくと手を取り、その甲に口付けをした。

　我ながらキザで恥ずかしいと思うけど、リアーナさん相手ならこのくらいわかりやすい態度を見せたほうが良いだろう。予想通りリアーナさんの表情が少し和らぐ。

「ふん、まあいいでしょう、今日のところはそのくらいで許してさしあげます。光栄に思うことね」

「ありがとうございます。それで、今日はどこに行きましょうか？」

　色々と脇わき道みちに逸それまくったけど、ようやく最初の質問へと戻ってこられた。

「池いけ袋ぶくろには美お味いしいラーメン屋が沢山あると聞いてますわ」

「え？　リアーナさんってラーメン好きなんですか？」

「ええ、小こ池いけさん並に好きと言っても過言では無いわね」

　小池さんが誰だれだかわからないけど、どうやらラーメン好きに関してはかなりの自信があるらしい。

「この前も貂ちよう蟬せんにラーメンの美味しい食べ方を教えてさし上げたくらいですし。あの時の貂蟬の驚きよう愕がくした顔、忘れられないわね」

　おお、これはかなりのラーメン通みたいだな。

「じゃあ、美味しいラーメン屋さん巡りでもしますか」

「ええ、受けて立ちましょう」

　何を受けて立つのかはわからないけど、リアーナさんはご満悦の様子なのでとりあえず良しとしておくか。

　──という浅はかな考えを、僕は二十分後に激しく後悔するのだった。







「さあ、遠慮なく召し上がりなさい、神かん凪なぎタケル。そして、このリアーナ・ライムス特製トッピングを心より称賛しなさい！」

　椅い子すの上に立ち、心からのドヤ顔で僕にドンブリを勧めてくるリアーナさん。僕の顔にはきっと驚きよう愕がくの表情が浮かんでいるだろう。

　目の前に置かれたドンブリの中には濃厚系の醬しよう油ゆとんこつラーメン。チャーシューに角煮、メンマ、半熟卵、のりに揚げにんにくと、ここまではトッピングもバッチリだ。

　僕の大好きなメニュー──なんだけど、その中央にリアーナさんの手によって追加トッピングされた具材が最悪だった。

　このラーメン屋さんの人気デザート、卵たっぷり濃厚プリンをそのまま投入し、さらにその上に自家製の食べるラー油を乗せるという暴挙っぷりだ。

　それぞれ単体で食べれば……と言うよりもど真ん中に入れられたプリンさえなければ間違いなく美お味いしいはずなのに。

　これは嫌がらせなのか？　そんなことを考えながらリアーナさんを見あげると、

「……じゅる」

　夢心地な表情で垂れ落ちそうな涎よだれを啜すすっていた。

　ああ、マジなんだ！　この人、マジでこのトッピングを素晴らしいと思っているんだ！

　だからこそ逆に辛つらい。嫌がらせだったらこっちもそれに対応した反応が取れるけど、そこに悪意が無いとなると反応に気を遣うもんな。

　貂ちよう蟬せんさんもきっとこんな感じの心境だったんだろうな……。驚愕の表情の意味がやっとわかったよ。

「さあ、遠慮せずにお食べなさい！　このリアーナスペシャルを心より満喫することを許可します！」

「は、はい。いただきます」

　僕はなるべくプリンのまわりを避けるようにしながら、箸はしをドンブリの中に入れた。

　そして麵めんを摘つまんで掬すくい上げようとしたところで、

「お待ちなさいっ！」

　頭上からリアーナさんの制止する声が降ってきた。再び視線をあげる。と言うかいつまでこの人は椅子の上に立っているんだろう。

　そして、実はさっきからスカートの中の黒いパンツが丸見えだ。いけふくろう像の時も丸見えだったので、もう見慣れたけど。

　なんかリアーナさんと過ごしている時間の半分くらいはパンツ相手に会話をしているような気がするぞ。

　むしろリアーナさんの顔よりも少し股こ間かんに食い込んだレースの黒のパンツの方が強烈に僕の脳裏に焼き付いていると言っても過言ではない。

　そんなリアーナさんが、それ以上に強烈な発言をした。

「混ぜなさい」

「は、はい？」

「より美お味いしくリアーナスペシャルを食べるためのアドバイスですわ。そんなみみっちく端っこの方を啜すするんじゃなくて、中央のプリンに箸はしを突き立て、そして力の限り混ぜあわせなさい。濃厚な醬しよう油ゆとんこつにさらに濃厚なプリンの甘みとカラメルの苦味、そしてアクセントとしてのラー油の辛味が混じりあい、極上のハーモニーを味わうことが出来るでしょう。幸せものね、あなた」

　──う、うう。せっかく被害を最小限に抑えようと思ったのに。

　しかも、この発言もリアーナさんにしてみれば心からのアドバイスに違いないので、抗あらがうことも出来ない。

　ごくっと生なま唾つばを飲み込む。そして、意を決してカラメルと食べるラー油のかかったプリンを箸はしで崩し、かき混ぜる。












　美お味いしそうな匂においの醬しよう油ゆとんこつスープに甘い匂いが混ざり込み、名状しがたい異臭が鼻をついた。

　もともと濃度の高いスープが一層ドロドロになり、もはやラーメンと呼べるシロモノではなくなっていた。

　僕の本能がこれは危険な物体だと訴えかけ続けている。出来れば食べたくない。けど、

「ふっふふん～♪」

　僕がこれを食べて、そして称賛することを期待している、目をキラキラと輝かせたリアーナさんを前にしてその選択肢を選ぶことは不可能だった。

　──い、いくしかないかっ！

　僕は心の中で気合いを入れ、一気に麵めんを啜すすった。その瞬間、脳に電流が流れた。

（な、なんだこれはっ!?）

　口の中に広がる甘みと辛味と塩気と獣臭さ。お互いがまったく調和されずにぶつかり合い、食材の長所が打ち消され短所だけが悪目立ちする。

　そんな最悪のハーモニーを口の中で奏でていた。一言で言えばまずい！　ってか、クソマズイぞこれ！

　いや、わかっていたけど！　わかっていたけど、少しだけ期待をしていたのだ。実は奇跡的に美味しくなる神調合なのでは無いかと。

　ちょっと前に流は行やったちょい足しグルメでも、一瞬あり得ないって組み合わせが意外と美味しかったりしたからさ。

　でも、これはダメだ。ダメ過ぎる。けど、

「どうかしら？」

　相変わらず椅い子すの上で胸を反らしながら、ドヤ顔でリアーナさんが訊きいてくる。良い事をして、褒めて褒めてとアピールしてくる子供のような無邪気な表情だった。

「お、おいしいですっ！」

　胃からこみ上げてくる酸っぱいものを何とか堪こらえながら僕はそう答えた。

「でしょ？」

　一気にリアーナさんの表情が和らぐ。

「どうやらあなたとは意外と気が合いそうね。なかなか見どころがありますわ」

　そう言ってリアーナさんは満足気にウェーブのかかった黄金色の髪を搔かきあげた。

　一応、好感度はあがったってことかな？

　無理して食べて良かった。残りを全部食べることを考えると色んな意味で胃が痛いけど。

「では、とっとと食べてしまいなさい。特別にこの光帝が二杯目もご馳ち走そうしてあげるわ。とても光栄なことね。感謝して私の前に跪ひざまずいてもいいのよ？」

　地獄はまだまだ続きそうだった。





　　◇◇◇






　あれからリアーナさんオススメのトッピングラーメンを五杯もご馳ち走そうされ、僕の体力と精神力と引き換えにリアーナさんの満足度が最高潮まで達したところで、ようやく解放された。

　そして今、クレアさんと合流し、どこへ行くかの相談をしているのだけど、

「うっぷっ……」

　普通の美お味いしいラーメンでさえ五杯も食べれば胃がかなり圧迫される。それが今回食べたのはリアーナさん特製ラーメンなのだ。油断をした瞬間、マーライオンのように全すべてをリバースしそうなくらい僕の胃袋事情は最悪だった。

（クレアさんとはなるべく穏やかに過ごせるような場所に行こう。公園とか）

　という僕の思惑はあっけなく崩れ去った。

「私は食事を所望します」

　まるで中世の騎士のような凛り々りしさと共に手に持った剣の先を僕の方へと向けて、クレアさんはそう言った。

「しょ、食事ですか!?」

　思わず声が裏返る。まさかここで被かぶるなんて思ってもいなかったのだ。

　けど時間を考えればまだお昼を少し過ぎたあたり。それに初めて会った同士が親交を深めるのに、食事は王道中の王道だよなあ。

「私は今日、日に本ほんでの食事を楽しみにここまで来ました。何か不都合でもありますか？」

　鋭い眼光のままに訊きいてくる。ここで回答を間違えたら目の前に突きつけられた切っ先が即座に翻りそうな、そんな威圧感がそこにあった。

「い、いえ、特に不都合は無いですっ！」

　本当は不都合だらけだけど、何とかそれを堪こらえる。

「では、食事に参りましょう」

　クレアさんは剣を腰の鞘さやに挿すと、柔らかく微笑ほほえんだ。やっぱ綺き麗れいな人だなあ。

　明あ日す香かのような可愛かわいさやメアリーさんのような可か憐れんさ、リアーナさんのような豪華さとはまるで違う、たとえるなら野生に咲く白しら百ゆ合りのような気高い美しさがそこにはあった。

　作り上げられた美ではなく、ただそこに自然に存在する美、みたいな。

「それで、何か食べたいものとかありますか？　行ってみたいお店とか」

「ええ、女王陛下からお勧めのレストランを聞いて来ました」

「ええ！　イギリスの女王陛下からですかっ!?」

　それって、めちゃくちゃ格式の高いお店なんじゃ!?　なんせ十六カ国の主権国家の君主であり五十四の加盟国からなるイギリス連邦の元首でもあるのだ。

　そんな女王のオススメともなれば、並大抵のお店では絶対にないはずだ。

　貧困な僕のイメージから導きだされるのは最低でもミシュ○ンガイドで三ツ星を獲得しているようなレストランとか。

　そんなお店がどこにあるのか、そもそもどんなお店なのかもまったく見当がつかないけど。っていうか、そういうお店って事前に予約しておかないと絶対に入れないような。

　もしかしてあれか？　宝石歌姫ビジユカンタトリスならＶＩＰとしてすんなり入れちゃったりするのか？　けど、僕のこの恰かつ好こうじゃ絶対に入れないような気もするぞ。カジュアルすぎるし。

　一気にテンパッて思考が空回りする。

「え、ええと、そのお勧めのレストランっていうのは、なんてお店なんですか？」

　場合によっては一回家に帰って着替えないといけないかもしれない。

　少し緊張しながら訊きくと、クレアさんは目をキラキラさせながら、

「松まつ野の屋やというお店です。なんでも牛ぎゆう丼どんという絶品料理を食べさせてくれるとか！」

「松野屋かよっ！」

　思わず全力でツッコんでしまった。つか女王！　自国の宝石歌姫ビジユカンタトリスに教えるお勧めの店がなんで牛丼チェーン店なんだよ！　色々とおかしいでしょ、色々と！

「松野屋では何か問題があるのですか？」

　クレアさんが少し心配そうに訊いてくる。その顔にはせっかく松野屋で牛丼を食べるのを楽しみにしてきたのに、という文字がハッキリと書かれていた。

「あ、い、いえ、問題は特に無いですけど、その、本当に松野屋でいいんですか？」

「当然です。私はヒースローから成なり田たまでずっと、牛丼を口にする瞬間のことを想像しながらフライトしてきたのですから。さあ、早く私を松野屋にエスコートしてください」

「わ、わかりました。け、けど、がっかりしないでくださいよ？」

「がっかりなどしません。全能なる女王陛下の推薦です。そこに間違いなどあるはずがありませんから」

　心から主君である女王陛下を信奉する表情でクレアさんは言い切る。

　これは、かなり期待値があがっているんだろうなあ。

　クレアさんは宝石歌姫ビジユカンタトリスだ、日ひ頃ごろから良い物を食べてそうだし、松野屋に行って期待値と現実の落差に直面した時の反応がちょっと怖かった。







「うわーなんですかこれ、めっちゃ美お味いしいんですけど！　メチャウマなんですけど！」

　クレアさんが生卵＆カルビソースという通っぽいトッピングをした牛丼を口に含んだ途端、立ち上がり叫んだ。

　どうやらめちゃくちゃ満足してくれたようだ。けど、こっち方面のギャップはまったく予測していなかったよ！

　真面目まじめで忠義心に厚い女騎士的な雰囲気、話し方だったクレアさんがいきなり立ち上がって子供みたいに叫ぶなんて。

　しかも、口調が砕けまくってるし、すごく無邪気な雰囲気だ。

「神かん凪なぎタケル！　これすごい！　牛ぎゆう丼どんすごい！」

「僕は今のクレアさんのテンションの方がすごいと思いますけど」

「あっ！」

　ようやく上がりすぎた自分のテンションに気がついて、クレアさんはコホンとわざとらしく咳せき払ばらいをすると、静かに席に座った。

　そして何もなかったかのように澄まし顔でもう一度牛丼を口に運ぶと静かに咀そ嚼しやくする。

「なかなか素晴らしい味付けです。さすが女王陛下のお勧めだけあります」

「あの、さすがにそれじゃ誤魔化せないと思いますけど」

「私はさっきから静かに牛丼を食べていただけですが、誤魔化すとか貴方あなたは何をおっしゃっているのですか？」

「何をってさっきまでクレアさんがメチャウマとか──」












「察しの悪い人ですね。この場にいるのは貴方あなたを含めて全部で三人。たった三人なら証拠隠滅として──」

　クレアさんが小声でそう呟つぶやいた後、カチャリ、と腰に差さった剣を鳴らした。

　そして僕の方を見て、「ふふっ」と小さく笑う。

「え、あ、あ、あの……じょ、冗談ですよね？」

「はい、冗談です」

「で、ですよね～」

　全身から殺気が放たれていたので思わず本気かと思っちゃったよ！

「はい。そういう事は貴方を大使館に連れ込んでから実行します」

「治外法権を利用するつもりだ！」

「それも冗談です。けど──」

　そしてクレアさんは少しだけ僕に顔を近づけて、

「貴方は何も見なかった。いいですね？」

　低い声でそう言った。

「は、はい」

　僕がこくこくと何回も頷うなずくと、クレアさんは満足したように笑みを浮かべて、再び牛ぎゆう丼どんを食べる作業へと戻った。

　以降、最初みたいに大きく取り乱すことは無かったけど、牛丼を口に含む度に「うわあ」とか「ほわあ」とか「ふにゃあ」とか不思議な感嘆詞を漏らしながら幸せそうに小さく身体からだを震わせるクレアさんは、凄すごく可愛かわいくみえた。

　最初の頃ころは話しかけるだけで思わず剣で斬きりかかられるくらいの警戒心だったことを考えれば、それなりに心を許してくれたってことになるのかな？

　とりあえず第一段階は突破した、ということにしておこう。







　松まつ野の屋やを出て明治通りを上かみ池いけ袋ぶくろ方面に向かって歩く。特に目的があるわけでもなく、食事の後の腹ごなしの散歩だ。

　どうせだったらサンシャイン60通りなどメインとなる通りを散歩した方が良いんじゃないかと提案したところ、あまり人通りの多いところは好まないとの事だった。

　確かに休日のこの時間は混こんでいるからなあ。

「それにしてもさすが松野屋、素晴らしい料理でした。シェフを宮廷料理人として迎えても良いくらいです」

　僕の隣を歩くクレアさんが興奮気味にそんな事を言った。

「あれだけの料理を即座に作り上げるのです。さぞかし名のあるシェフなのでしょう」

　あれ、ただのバイトですよ。マニュアル通りに作れば誰だれでも簡単に作れて、日に本ほん中じゆうどこのお店に行ってもほとんど同じ味を楽しむことが出来ますよ。ファストフードですし。

　とは、目を輝かせながら感動しているクレアさんにはとても言えない。

「そんなに美お味いしかったですか？」

「ええ、あんな素晴らしい料理をカジュアルな店舗で気軽な値段で食べられるなんて日本人は恵まれています」

　確かに、恵まれている部分はあると思う。どこで何を食べても大抵は満足できる味のものが出てくるからな。

「イギリスではどうなんですか？　松まつ野の屋やみたいなお店は無いんですか？」

　そう言った瞬間、クレアさんの顔から表情というもの全すべてが消え去った。

　能面のような顔の中で、深い湖のような美しい蒼あおの瞳ひとみがどんよりと濁った。

「それは嫌味ですか？　それとも持たざるものをからかって優越感に浸っているのですか？」

　硬く冷たい声でクレアさんが言う。

「ち、違いますよ！　普通にイギリスの食文化に興味があっただけで」

　これは完全な偏見だけど、アメリカ人だったらハンバーガーとかホットドッグとか、イタリア人ならパスタにピザ。インドはカレーだし、フランスは格式高そうなフランス料理、中ちゆう国ごくは麻まー婆ぼー豆どう腐ふや回鍋肉ほいこーろーなどの中華料理、トルコはケバブと伸びるアイス、みたいな国に対する食文化のイメージは何となくある。

　けど、よくよく考えてみたらイギリス料理って何があるのかわからなかった。紅茶とお菓子が美味しい国ってイメージはあるけど。

「イギリスの料理を一言で表現するならば──」

　そこでクレアさんは一度間をおいて、恨みがましい目で僕のことを睨にらんでから、

「まずい」

　ぼそりと無感情のままにその一言を放った。それは、どんなに過剰に装飾した言葉よりも如実にクレアさんの本心を語っていた。

「焼けばカチカチになるまで焼きすぎる、茹ゆでればグニグニになるまで茹で過ぎる、揚げたら揚げたで焦げるまで揚げ続け、基本的に味付けは客任せ。ハッキリ言って雑！　世界的にイギリス料理はまずいというイメージを持たれ、自国民でさえ自虐的にイギリスの料理はまずいと発言しているにも拘かかわらず、それを改善しようとする大きな動きは起こらない。私はイギリスという国を、女王陛下を心から敬愛しています。しかし料理、その一点に関してだけはどうしても我慢なりませんっ！」

　溜たまりに溜まりまくった鬱うつ憤ぷんを晴らすかのようにクレアさんが熱い口調で話す。

　これって、もしかして触れてはいけないスイッチを押してしまったのでは！

　と焦る気持ちが湧わき上がる一方、感情をむき出しにしてくれるのが嬉うれしくもあった。

　そして、クレアさんとより親密に心を通わせるには食で押していくのが良いのかもしれない、なんて思った。松まつ野の屋やでの牛ぎゆう丼どんでこれだけ心を開いてくれたわけだしな。

　正直、僕の胃袋はすでに限界値を超えているけど、この際仕方がない。

「じゃあ、松野屋以外の他ほかのごはん屋さんにも行ってみませんか？　松野屋以上に気に入るお店が見つかるかもしれませんし」

　その僕の提案にクレアさんがすぐさま表情を明るくし、

「そうですね、それはとても良い提案です。では、エスコートしてください」

　そして、今度は僕の肘ひじのあたりにそっと手を添えてくれたのだった。





　　◇◇◇






「うぷぷっ……」

　松野屋の後、僕はクレアさんに日に本ほん的なものを食べてもらおうと、蕎そ麦ば屋でざる蕎麦をすすり、出来立てのご飯やお惣そう菜ざいなどを自由に選べるカフェテリア形式の食堂で家庭的な和食を食し、ファミレスでデザートまで堪たん能のうするという食い倒れの旅に出たのだった。

　当然、その前にラーメンを五杯も食べている僕の胃袋は『狼おおかみと七匹の子こ山や羊ぎ』に出てくる狼のラストシーンかと思うくらいにパンパンに膨らんでいた。

　最後の方なんてまるで拷問かと思うくらいの苦しさだったしな。

　まあ、クレアさんがどの料理も一口食べる度に目を輝かせて幸せそうな笑みを浮かべてくれたから、楽しかったとは思うけど。

　そしてクレアさんとの持ち時間も終わり、再びリアーナさんと合流した僕達は、リアーナさんに連れられて池いけ袋ぶくろから地下鉄丸まるノの内うち線に乗り、後こう楽らく園えん駅で下車した。

　改札を出て、すぐに目の前に広がるのはＩＣＣのグランプリシリーズでも来武ライブ会場として使用されることがある東とう京きようドームだ。

　ぐるりと東京ドームシティを抜けて歩いていけば、水すい道どう橋ばしの方へと足を延ばすことも出来るんだけど、

「後楽園で何をするんですか？」

　クレアさんも特に聞かされていないみたいで、僕の質問に同調するように視線をリアーナさんへと向けた。

　リアーナさんは相変わらず豪快に胸を張って、そして東京ドームを指さした。

「愚問ですわね。私たちがこの場に降り立ったとすれば、目的地はひとつしか無いでしょう？」

「東京ドーム、ですか？」

「ええ」

「もしかして野球に興味がって、この時期はもうやってないか。ええと、今日は──」

　何の公演が行われるのかと案内板を見てみると、どうやらロック界の大御所、英えいさんこと木き沢ざわ英えい一いちさんのライブが有るらしい。

「へえ、リアーナさんって英さんに興味あるんですね」

　まあ英さん、めちゃめちゃ格好いいし渋いし、器もでかいし、数々の伝説を残しているし興味を惹ひかれるのもよくわかるけど。

「英さん？　それはどなたですの？」

「どなたって今日、東とう京きようドームでライブをする日に本ほんロック界のカリスマですよ。好きだからチケット取ったんじゃないんですか？」

「ああ、その方のライブなら中止にしてもらいました」

　リアーナさんはさらっとそんな事を言った。

「って、ええ───っ！　中止っ!?」

「ええ。ちょっと私が東京ドームを使いたかったので今日は遠慮していただきました」

「え、遠慮って！」

　簡単に言うけど、それにかかる費用とかファンや英さん本人の気持ちとか、なんか色々と大変なことになってそうだけど！

「私が交渉したら納得して譲ってくれましたよ。ま、当然のことですけど」

　ふぁさっと豪華な髪を搔かきあげてリアーナさんが言う。その言葉通り、譲るのが当然と考えている表情だ。

　まあ、宝石歌姫ビジユカンタトリスなのだから当然って言えば当然なのかもしれないけど、でも、あの英さんのライブを中止にさせるとか。スケールが大きすぎて思わず身震いする。

「っていうか、英さんのライブを中止させてまで、何をするつもりなんですか？」

「ここに歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールがいる。なら、することは幻創曲レチタテイーヴオの演奏に決まってるでしょ？」







「うわあ……」

　ドーム内に入って、思わず声をあげてしまう。

　英さんのライブが行われる予定だったのでグラウンドにはステージが設置され、それを囲うようにアリーナ席が設けられている。

　スタンド席も含めれば四万人以上の観客が入るのは間違い無いだろうけど、当然ながら今はお客さんはひとりも居ない。

　この広い会場に僕たち三人しかいないのだ。贅ぜい沢たくな眺めだった。

「ちょうど良かったですわね。ステージも音響の準備もしてあって」

　リアーナさんがステージの中央に立って気持ちよさそうにスタンド席の方を見回す。

　ここいっぱいにお客さんが入ったら、それは壮観な景色なんだろうなあ。

　同じ規模のお客さんの前で来武ライブをした経験はあるけれど、対戦を見せる来武ライブと、純粋な音楽パフォーマンスを見せるライブではステージ上からの景色は違って見えるだろう。

「さて、ではさっそく始めるとしましょう！」

「ええと、始めるって何をですか？」

「さっきも言ったでしょう。あなたは何を聞いているのですか？　歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールがここにいる。ならばやることは幻創曲の演奏です。あなたがこの光帝の楽曲を奏でるに価するか、私自らがテストしてあげると言うのです。光栄に思いなさい！」

「でも僕、ギター持ってきてないですよ」

　まさか、いきなりセッションをするなんて思ってもいなかったからな。後こう楽らく園えんに移動する前に言ってくれれば、家に取りに帰ったのに。

「ギターならそこらじゅうにあるでしょ？　ここはライブ会場なのだから。まさか自分のギターじゃないと演奏できないなんて腑抜けたことは言いませんよね？」

「それは言いませんけど、他人の楽器を勝手に使っちゃって良いのかな」

　なんて考えていると、

「はい、どうぞ」

　わざわざクレアさんが舞台袖そでに用意してあったギターを持ってきてくれた。

「すみません」

　クレアさんからギターを受け取って肩にかける。

　自分のギターよりもややずっしりと肩にかかる重量感がちょっと新鮮だったけど、問題なく弾けそうだ。ぶっちゃけ僕のギターよりも良いギターだ──

「ってこれ、英えいさんのギターじゃないですかっ！」

　めちゃめちゃわかりやすくステッカーが貼はってあるし！　うわー良いのかな、大御所のギターを勝手に使っちゃって。

　かと言ってクレアさんに他ほかのギターを持ってきてくださいとか言えないし。

「さあ、じゃあさっそく弾いてみてください」

　リアーナさんはそう言って僕の頰ほおに軽く口付け調律をし、目を閉じる。

　全身で僕から発せられる音を受け止めようと構えているような、そんな緊張感が一気に高まった。

　この辺の切り替えの凄すごさはさすが宝石歌姫ビジユカンタトリスだ。あっという間に雰囲気が激変する。

　──こうなったら、もう弾くしかないよな。

　僕はゆっくりと肺の中にあった空気をすべて吐き出して意識を整えると、右手のピックで鋭く弦を叩たたいた。

　演奏するのはリアーナさんの代表的な幻創曲である『ＳＵＰＥＲ　ＳＴＡＲ』。

　全身をスポットライトを浴びているかのように発光させ、高速移動と共にレーザー攻撃を行うという非常に強力な幻創曲だ。

　楽曲の方向性としては非常にハイスピード、そして高い演奏スキルを要求されるヘヴィメタル。タッピング奏法まで求められる、僕にとってはかなり難易度の高い楽曲だ。

　とはいえ、ここでリアーナさんをがっかりさせるわけにはいかない。

　いくら親密度を上げたところで、奏士トルヴエールとして信用してもらえなかったら何の意味もないのだから。

　今まで演奏してきた楽曲の中でも最速のフレーズをリズミカルに、そして正確に響かせる。

　頭を前後に振りリズムを刻みながら、リアーナさんの創つくりだした世界を音で構築していく。

　やがて、空を切り裂く稲妻のように鋭いシャウトがドーム内の空気を震わせた。

　マイクを通していないのに、リアーナさんのその声はアンプを通した僕のギターの音すら圧倒しようとする。

（──うわ、これはすごいっ！）

　その声量もさることながら、更に凄すごいのはその圧力だ。リアーナさん自身から発せられているオーラと言い換えても良い。

　そして、リアーナさんと一緒に演奏をする感覚は、僕が初めて経験する感覚だった。

　たとえば明あ日す香かとの演奏はふたりで寄り添いながら同じ目的地を目指すようなイメージがあり、たとえば花か穂ほとの演奏はお互いに気持ちよくなれる瞬間を探しだすような感覚があり、たとえばシルヴィさんとの演奏は互いの本音を素直にさらけ出し、より素直な表現へたどり着くような印象がある。

　それぞれ受ける感覚は違うけど、互いに協力しあってひとつの幻創曲を作り上げるという一体感は同じだ。

　けど、リアーナさんの歌はその根底から違っていた。

　言うなれば、それは真正面からぶつかり合う戦争。いや、そんな対等なものではない。

　最上段から叩たたきつけるような、そんな威圧感で僕のことを屈服させようとしてくる。

　協力ではなく従属。私の曲を演奏するのであれば全すべてを受け入れて従え。全身に光を纏まとい、傍若無人に歌い上げるその姿はまさに光帝だ。

　それがリアーナさんの演奏スタイルなんだろう。奏士トルヴエールはただ従っておけば良いと。そして、リアーナさんと良い関係性を築くにはそのスタイルに合わせるのが一番なのかもしれない。

　──けど、それだったら僕が演奏する意味はどこにもない！

　演奏技術で言えばリアーナさんの奏士トルヴエールの方がきっと何倍も上なんだから。だから、僕がリアーナさんに認めてもらうには、それ以外の部分で勝るしかない。

　と言っても、いつも通り、自分らしく演奏することしか僕には出来ないんだけど。

　僕なりにリアーナさんの作る歌を、創つくる世界を理解し、共感し、解釈し、再構築する。

　そのために何百回と楽譜スコアに目を通し、暗記するまで何度も何度も歌詞スペルを読み込み、無意識に口ずさむくらい音源を聴きまくった。

　リアーナさんの創る世界は常に輝き、力強い。自信に溢あふれ、成功に満ちている。いつだってひとりでその頂点に君臨している。

　才能の高さで言えば宝石歌姫ビジユカンタトリスの中でもさらに飛び抜けているだろう。

　学院長の汎はん用よう性や明あ日す香かの柔軟性とは違う、リアーナさんの示す才能は純然たる強さだ。

　故に光帝。光り輝く絶対君主。

　けど、絶対君主だからこそ、みんながそれに従ってしまうほどの能力を、威圧感を持っているからこそ、そこに脆もろさがあると思う。

　歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールは決して縦列の関係ではない。並列の関係になればこそ、ひとりでは出せない力を出すことが出来るのだ。目指すは１＋１＝２ではなく、１＋１＝∞。

　それは花か穂ほや明日香、シルヴィさんたちと一緒に演奏して、自分自身で摑つかみとった経験。

　そして僕の唯一の自信の拠より所であると言っても過言ではない。

「…………」

　リアーナさんの圧力に屈しないように、かと言って反発をするのでもなく、寄り添うように、あるいは共に同じ目的地を目指して歩むパートナーのように、その歌声ルーンにギターの音色を添える。

　より明確に、より詳細に、より美しく、リアーナさんの目指した世界を創つくりだせるように、気持ちを込めて音を鳴らす。

　ふと、リアーナさんは少し驚いたような表情で僕の方を振り返って見て、それから面白がるように口端を吊つり上げた。

　そして再び視線をセンター後方にある大型ビジョンに移し、そこに向かって両手を突き出した。

「はぁぁぁぁぁぁぁああああ！！！！！！！！！！」

　シャウトすると同時にリアーナさんを包み込んでいた光が大きく膨らみ、それが突き出された両の手のひらに集まると同時に視界が白色で塗りつぶされた。

　それは強烈な光の放流。真っ白な視界の中で、更に純粋な、白色の中の白色が一直線に大型ビジョンに向かって伸びていくのが見えた。そして、

　──ドガァァァァアアアアアアアアアアアアアアン！！！！！！！！！！！

　ドーム全体を震わせる轟ごう音おん。やがて白一色の視界の中に色彩が戻ってくると、そこには衝撃の光景が広がっていた。

　大型ビジョンが見事なまでに木っ端微み塵じんに破壊されていたのだ。

「ふん。まあ、なかなかですわね」

　リアーナさんは汗ひとつかいていない涼しい顔で僕の方を見てそう呟つぶやいた。





　　◇◇◇






　硬く無骨で気高い──例えばダイアモンドの原石を細心の注意を払いながらひたすら磨き続けるような、クレアさんとの演奏はそんな感覚だった。

　防御に特化したクレアさんの魔法は基本的に保守的で排他的だ。だから奏士トルヴエールに対するスタンスも根底は拒絶。

　こっちの演奏に対して目に見えてわかるリアクションはほとんど無く、時折小さな反応があるくらいだ。

　正直、奏士トルヴエールとしては一番やりにくい相手だった。自分の演奏が必要とされているという実感がまったく湧わかないからだ。

（──けど、だからこそ燃えてくるんだけどね！）

　そこまで頑かたくなな対応をされるともっと反応させてみたいと思う。自分の奏でる旋律でクレアさんを気持ちよく囀さえずらせたいと、そんな欲求がこみ上げてくる。

　基本の姿勢が拒絶とは言え、幻創曲は歌姫カンタトリスの素の願望を譜面化したもの。つまり裸の願望はすでに提示されていて、演奏はその願望に直に触れるようなものだ。

　だから、幻創曲の譜面からクレアさんの素のままの欲求を汲くみ取りそれを刺激する。

　少しでも僕の解釈が、演奏がクレアさんの願望イメージと違えば、それはまったくもって無視される。

　けど願望と演奏が一致した瞬間、クレアさんの清せい楚そな表情が微かに快楽に震える。

　まるで知恵の輪を解くような、白一色のパズルを組み立てるような、毎回札をシャッフルされる神経衰弱をするような、そんな繊細な、けどちょっと官能的な作業を僕達はひたすら繰り返した。







「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　演奏が終わり、僕は肩で息をしながらギターを外す。正直言って、クレアさんとの演奏はめちゃめちゃ疲れた。他ほかの歌姫カンタトリスに比べて精神的疲労度が半端ない。けど、

「確かに、なかなかの実力みたいですね」

　クレアさんからその一言を引き出せただけで、そんな疲労は一気に吹き飛んでしまった。

　仕事をやりきった充実感がこみ上げてくる。

「それにしても」

　ふと、なぜかクレアさんが赤い顔をして僕を睨にらんできた。そして、

「私の身体からだにこんな事をして、責任を取ってくれるのですよね？」

　拗すねたような口調でそう言った。

「せ、責任!?　責任って、な、何のですか？　っていうか、こんな事って!?」

「あ、あなたの演奏はなんて言いますかエッチです！　心の中を覗のぞきこんできて、柔らかい部分に触れていくような、感情を強く昂たかぶらせるような、それでいて時折激しく下腹部を突き上げるような……」

　そして、赤い顔のまま目を伏せて、

「だ、だから、子供が出来たかもしれません！」

「できないから！」

　どういう思考回路だよ！　イギリスの性教育どうなってるんだよ！

「え？　出来ないのですか!?」

　クレアさんが衝撃の表情を浮かべる。

「出来ません。出来るはずがありません」

「でも女王陛下はこうおっしゃいました。強く下腹部を突き上げるような刺激を男性から受けながら、頭が真っ白になるような快感が全身に走った時、子供が出来ると」

「そ、それは間違っているわけではないですけど」

　っていうか、女王陛下、説明が抽象的すぎ！　そもそも女王陛下に何を聞いているんだこの宝石歌姫ビジユカンタトリスは！

「間違っていないのだったら子供が出来るのですね？」

　クレアさんはそう言って、自分のお腹なかのあたりを優しくさする。慈愛の表情を浮かべながら。

「い、いや、そうではなくて、子供を作るためにはそれ用の行為がちゃんとあってですね、その行為も女王陛下が言うように男性が女性の下腹部を突き上げて、お互いに頭が真っ白になるような快感を得られると言いますか」

　って、僕はこんな美しい女性相手に一体何を言ってるのだろう！

「なるほど、そうなのですか。私は処女なので、そう言った性の知識は皆無に等しいのです。勉強不足で申し訳ありません」

　そう言って、天使のような純粋無む垢くな笑顔を浮かべるクレアさん。そしてその笑顔のまま、

「では、実際にどうすれば子供が出来るのか、詳しく説明してもらってもいいですか？」

「よくないですから！」

　東とう京きようドーム内に僕の叫びが響き渡ったのだった。





　　◇◇◇






「ただいまー」

　クタクタに、と言うよりもお腹なかがタプタプになったままの身体からだを引きずって帰宅する。

　しかし、今日はほんとハードな一日だった。

　初対面の人ふたり（しかも宝石歌姫ビジユカンタトリス）と親交を深めるってだけでもかなりのプレッシャーがあったのに、いきなり幻創曲を演奏するはめになったからなあ。

　何とかふたりを失望させないだけの演奏は出来たようで、一安心だけど。

　そして一番ハードだったのはやっぱりこれだよなあ。

　ぽんぽん、と服の上から叩たたいてみたお腹は未いまだに膨らんだままだ。

　午前中からリアーナさんと一緒にラーメンを五杯、その後、クレアさんとは松まつ野の屋やを皮切りに、ファミレス、蕎そ麦ば屋、食堂と四つのごはん屋をめぐり、全部合わせて九食、単純計算で三日分の食事をしたことになる。

　さすがに今日はこれ以上入らないから晩御飯はいらないよと明あ日す香かに言おうとしたところで、

「お帰りなさい、兄さん。兄さんが帰ってくるの待ってたよ」

　エプロン姿の明日香が僕を出迎えたのだった。

　手にはお玉、そして満面の笑み。キッチンの方からは良い匂においが漂ってきていた。

　けど、その匂いは今の僕にとってはある種拷問と言うか、わざわざ晩御飯の用意をしてくれていた明日香には申し訳ないけど、

「あ、あのな、明日香。実は僕、今日は朝から──」

「兄さんのために全力で晩御飯作ったから、絶対に食べてね♪」

　僕の言葉は明日香の妙に迫力のある言葉で上書きされた。

「そ、それがだな──」

「兄さんのために全力で晩御飯作ったから、絶対に食べてね♪」

「あ、あの──」

「兄さんのために全力で晩御飯作ったから、絶対に食べてね♪」

　ニコニコと笑顔のままで、けど、有無を言わせない迫力を伴ったまま、明日香は同じセリフを三回繰り返した。

　な、なんだろう、この圧力は。別に明日香を怒らせるような事はしていないはずだぞ？

　まあ、今日一日リアーナさんとクレアさんに付き合ったことに対して明日香が良い感情を持っていないのは知ってるけど、それは明日香も（表面上は）納得したことだし。

　そんな僕の疑問を、明あ日す香かはニコニコと笑みを浮かべながら解消してくれた。

「リアーナとはラーメン五杯、クレアとは四回、楽しそうに一緒にご飯してたと言うのに、わたしが作った晩御飯だけ食べられないとか、そんな事を兄さんが言うわけないよね？」

　満面の笑みの中で目だけが笑っていなかった。

「って、なんで明日香がそれを知ってるんだよっ！」

「なんでってわたしが兄さんのことを何でも知ってるのは当然じゃない？」

　ふふん、と胸を張ってなぜか誇らしげに明日香が言う。

　いや、当然じゃないから！　色々とおかしいから！　怖いから！

　ほんと、どうやってその情報を仕入れたんだこの妹は！　恐るべしすぎる！

「で、妹大好きな兄さんは、兄大好きな妹が愛情を込めて作った晩御飯を、もちろん食べてくれるよね？」

　計算され尽くした角度で可愛かわいらしく首を傾かしげながら、上目遣いで聞いてくる。

　思いっきり甘える声が、優しく鼓膜を刺激した。

「うぐっ」

　僕の胃袋はもう限界だ。むしろ限界はすでに超えているというのが正解かもしれない。

　それくらいにパンパンに膨らんだままだけど、

「今日はね、兄さんの好物ばっかり作ったんだよ。夕方からじっくりと時間をかけて、兄さんに美お味いしいって言ってもらえるように頑張って作ったんだ。だから──」

　ずいっと更に僕との距離を詰めて、ぎゅっと手を握って、

「もう一回言うね。兄さんのために全力で晩御飯作ったから、絶対に食べてね♪」

「う、うん……」

　僕の脳内には、頷うなずく以外の選択肢は出てこなかった。





　　◇◇◇






「すまないね。わざわざご足労いただいて」

　リアーナさん、クレアさんとの親交を深めよう作戦から三日後、僕と明日香は暁あかつきさんに呼ばれ総理大臣官邸の特別応接室へとやってきた。

　ここを訪れるのも三回目だけど、やっぱり慣れないなあ。どうしたって緊張でソワソワしてしまう。

　めちゃめちゃ場違いなところに来てしまったって感覚は、きっと何回通ったところで薄れることは無いだろう。隣に座る我が妹は平然としたものだけど。

「それで、今日の用件はなんですか？」

「最終決戦の場である祭典に向けての作戦会議ってところかな。そろそろエントリーさせる歌姫カンタトリスも決定しないといけないからね」

　そう言いながら、暁あかつきさんはテーブルの上に履歴書のような資料をバサッと置いた。

「宝石歌姫ビジユカンタトリスである明あ日す香かくん、リアーナ、クレア、メアリーは確定として、後のふたりをどうするか、奏士トルヴエールであるタケルくんの意見を聞くのが一番良いと思ってね」

　資料には、宝石歌姫ビジユカンタトリスを除いた各国の有力歌姫カンタトリスの情報が詳細に記載されていた。

　日に本ほんの有力な歌姫カンタトリスである瑞みず穂ほさんや千ち早はやさんはもちろん、アメリカのナンバー２との呼び声も高いケリーさん、イギリス貴族の家柄でもあるキャロラインさん、そしてフランスのスポーツ選手としても有名なフェリシアさんなど、僕からしてみれば格上すぎる名前がずらっと並んでいる。

「え、えっと、この人たちの中から僕が出場者を選ぶってことですか？」

「そうして貰もらえると助かる。明日香くんたち宝石歌姫ビジユカンタトリスと日ひ頃ごろ行動を共にしているタケルくんにしてみれば、少々物足りない人選だとは思うが」

「と、とんでもないですよっ！　ちょっと前まで只ただの学生だった僕にしてみれば、みんな雲の上の存在ですって！」

　物足りないどころか恐縮すぎる。

「んもう、兄さんは自己評価が低すぎ。その連中を全部ひっくるめたとしても、今は兄さん一人の方が価値は全然上よ」

「それはさすがに買いかぶり過ぎだって」

「それがそうでもないんだよ。今のタケルくんの価値は明日香くんが言うとおり非常に高いものとなっている。実際、各国の連中が隙すきあらばタケルくんに接触しようとしているからね。我々もそれを監視するのに結構な労力を払っているのだよ」

「ええと、もしかして僕、監視されていたりします？」

「監視ではなくて警護、だね。タケルくんに迷惑がかからないよう、なるべく気づかれないように気をつけてはいるつもりだけど」

「ってマジですかっ!?　こっそり警護されていただなんて、まったく気が付かなかったですよ」

　つーか、いつの間にか自分に警護がついていたなんて、想像の斜め上過ぎるし！

「まあ、タケルくんは明日香くんと一緒に居ることが多いから、こっちとしては二人まとめて警護できるんで、一石二鳥で助かってはいるんだけどね」

「わたし的には警護なんていらないのに。有事の際には逆に足手まといになる可能性だってあるし」

「あはは、相変わらず厳しいなあ明日香くんは。ま、実際に魔法の撃ち合いなんかになったら足手まといになるのは間違いないだろうけどね。けどまあ、そこまで深刻な事態にならないための警護だと思ってくれると嬉うれしいかな。って話が逸それたね。元に戻すけど、祭典にエントリーさせる残りふたりの歌姫カンタトリス。タケルくんは誰だれが良いと思う？」

　暁あかつきさんが真剣な眼まな差ざしで僕の顔を覗のぞき込んでくる。

　凄すごいプレッシャーだ。まさかこんな重要な選択を迫られることになるなんて。

「っていうか、本当に僕が選んでいいんですか？　こういうのってアメリカとかイギリスとかの偉い人の思惑が絡んでくるんじゃ」

「まあ普段だったらそういう事もあるけど、今回は事が事だからね。現場の意見を最優先にするってことで皆納得してくれているよ。だからタケルくんの目から見て、一番勝算があると思える歌姫カンタトリスを選んで欲しい」

「そう言われると、かなりプレッシャーなんですけど」

「あはは、ごめんごめん。別にタケルくんに勝敗の責任を負わせようってわけじゃないんだ。ただタケルくんが最善と思える歌姫カンタトリスを選んで欲しいってだけで──んまあ、仮に祭典で負けたとして、その責任は責任者である俺にあるし、もっと言えば俺を責任者にした上の連中にあるってわけだ。上の人間ってのは責任を取るためにいるもんだからね」

　そう言って暁さんが人を喰くったような笑みを浮かべてウインクした。こういうとぼけた態度を取らせたらホント絵になるなこの人は。

「だから余計なことは考えないで、純粋にタケルくんが良いんじゃないかって思う歌姫カンタトリスをふたり選んで欲しいんだ」

　となると、やっぱり僕の脳裏に浮かんできた歌姫カンタトリスはあのふたりだった。

　単体としての実力で見れば、この資料にある歌姫カンタトリスたちには敵かなわないかもしれない。

　けど相性であったり理解の深さであったりと様々な要素からみれば、一度も一緒に演奏をしたことがないこの歌姫カンタトリスたちよりも断然、力を発揮できるのはあのふたりだ。

「──花か穂ほと、シルヴィさんじゃダメですかね？」

　花穂は明あ日す香かとタッグを組んだことがあるし、シルヴィさんはメアリーさんの妹であり相性は抜群。学院祭の時には『多重幻創』なんていう離れ業までやってみせたのだ。

　チーム戦ということを考えればその要素もプラスに働くだろう。

「ふむ、やっぱりそこが無難なところなのかな」

　暁さんは僕のその答えを最初から予想していたようにそう呟つぶやいた。

「明日香くんはどう思う？」

「最善でしょうね。まだまだトップクラスとは言えないまでも、へなぽ娘とぺったん娘が大きく成長しているのは前回の『フィフスジャッジメント』を見れば明らかだし、あのふたりだったら兄さんとの相性もかなり良いし。ま、一番良いのは当然わたしだけど」

　最後の部分を強調しながらも、明日香は花穂とシルヴィさんを選出することに賛成してくれた。

「明日香くんも同意見ってことは、やっぱそれが最善かな。んじゃあ、その方向で話をまとめてみるよ。一応、正式な決定が出るまでは本人たちへはもちろん、他言無用って事でひとつよろしく」

「はい、わかりました」

　本当に僕なんかがこんな重要な選択をしてしまっても良いのかって気持ちは残ってるけど、花か穂ほとシルヴィさんと一緒のチームになれるのは素直に嬉うれしかった。

「じゃあ、今日のところはこんなもんかな。また進展したら連絡するよ」

「はい、よろしくおねがいします」

　暁あかつきさんにそう挨あい拶さつして席を立とうとしたところで「ああ、そうだそうだ」と暁さんがぽんと手を叩たたいた。

「もうひとつ、伝言を預かっていたのを忘れていた。フランスのメアリー・マルソーが週末に来日するみたいなんだ。なんでもタケルくんと約束があるとか」

　なにか知っているかい？　と暁さんが目線で問いかけてくる。

「あっ！」

　そういえばこの前、電話で約束したんだっけ。メアリーさんとも一緒に遊んで親交を深めるって。

　メアリーさんの声音から本気だろうなとは思っていたけど、まさかこんなに早く行動するなんて。

「どうやら心当たりがあるみたいだね。わざわざ俺が言うまでもないけど、メアリー・マルソーは祭典での大切な戦力だ。どんな約束をしたのかは知らないけど、くれぐれも機嫌を損ねるようなことはしないでくれよな？　ま、タケルくんなら大丈夫だろうけど」

　そう言って、暁さんは少しいたずらっぽく僕にウインクしたのだった。





　　◇◇◇






「本当にここで良かったんですか？」

　迎えた週末。僕はメアリーさんと一緒に電車に二時間ほど揺られ、地方の遊園地へとやってきていた。

　遊園地に行きたいと言うメアリーさんに、千ち葉ば県にある世界的に有名な夢の国に行きましょうと提案したところ、どうせだったらこっちの方が良いとメアリーさんが言ってきたのだ。

　大自然に囲まれた広大な敷地内にはたくさんの大型絶叫系マシーンが設置されている。

　アトラクションの数に対してお客さんの数は少ないので、待ち時間がほとんど無く個人的には好きなんだけど、女の子的にはこういった絶叫系で遊び倒すぞという遊園地よりも、雰囲気から徹底的に作りこまれた夢の国の方が好きそうな気もするんだけど。

「夢の国はパリにもあるからそっちで十分。それよりも私はアレを楽しみたい」

　そう言ってメアリーさんが指さしたのはこの遊園地の中でも最大規模のジェットコースターだ。

　かなりの高度からものすごい角度で落下してくる、男の僕でも乗るのにちょっと勇気がいるような、高レベルのアトラクションだった。

「もしかしてメアリーさん、絶叫系が得意だったりします？」

「好きだとは思う。けど、得意かどうかはわからない」

「って言いますと？」

「ジェットコースター、ほとんど乗ったことないから」

「そうなんですか。だったら、最初はまず控えめのヤツから試してみませんか？　いきなりアレにチャレンジするのはハードな気が」

「ううん、ここに来たら最初にアレに乗るって決めてたから。昨日も何回もホームページをチェックしてイメージトレーニングしてきたから大丈夫」

　力強く、意思の篭こもった声でメアリーさんは言った。

　まあ、メアリーさんは宝石歌姫ビジユカンタトリスで激しいバトルを何回も経験しているんだ。ジェットコースターくらいどうって事ないか。

　むしろ僕の方が気をつけないとな。メアリーさんの前でカッコ悪い姿見せられないし……って、なんかそう考えるとチビったりしないかなとちょっと不安になってくる。

　こんな本格的な絶叫系なんてもう何年も乗ってないし。

　──だ、大丈夫だよな？







　という僕の心配はまったく予想外の形で杞き憂ゆうに終わった。

「私はフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリス、電でん子しの翠すい玉ぎよくことメアリー・マルソーよ。それなのにダメだとあなたは言うの」

　メアリーさんが珍しく──と言うより、僕が知る限り初めて自分の肩書きを笠かさに着るように言う。必死だった。

「すみません、規則は規則ですから、ダメなんですよ」

　けど、対応する係員は困ったような表情を浮かべながらそう繰り返した。

「うぅぅ……」

　メアリーさんが唸うなりながら、泣きそうな顔で僕の方を振り返った。

「諦あきらめましょう、メアリーさん。身長制限に引っかかっちゃったんだから仕方ないですよ。ごねても係員さんに迷惑掛かるだけですし」

　この遊園地の目玉とも言えるこのジェットコースターはその過激さ故、安全性の面を考慮して身長１４５センチ以上でないと乗れないというのだ。

　そして、メアリーさんは残念なことに１４５センチに達していなかった。

「タケルくん、諦あきらめたらそこで試合終了なの」

「その言葉は名言ですけど、どう足あ搔がいても急激に身長が伸びることは無いですから」

「むぅぅぅ……」

　ほっぺを膨らませて拗すねたように唸うなるメアリーさん。こんな時になんだけど、そんなメアリーさんの姿を可愛かわいいと思ってしまった。思いっきり甘やかしてあげたい気持ちがこみ上げてくるけど、規則は守らないといけないからな。

「残念ですけどこれは諦めて、もうちょっと大人しめのアトラクションに乗りましょう」

「……うぅぅぅ……わかった」

　恨めしそうにジェットコースターを見上げた後、メアリーさんは渋々と頷うなずいてくれた。

「タケルくん、私は今日この日の屈辱を、悔しさを決して忘れない。そして、毎日牛乳を飲んで背を伸ばし、いつの日か絶対にリベンジしてみせる。絶対にだ」

　メアリーさんの瞳ひとみが燃えていた。

「そうですね。じゃあ、その時はまた一緒に遊びにきましょう」

「うん、約束」

　そう言って、ようやくメアリーさんは笑顔を見せてくれた。







「で、どれに乗れば良いと思う？」

　ジェットコースター乗り場から離れ、園内の案内板前までやってきたところで、メアリーさんが訊きいてくる。

「そうですね。これなんかどうですか？」

　僕が案内板の一箇所を指さすと、柔らかそうなメアリーさんの頰ほおが少し膨らんだ。

「それ、カルーセル」

「はい」

　日に本ほんではメリーゴーラウンドと呼ばれることが多い、回転木馬だ。

「ファンタジー世界をモチーフにした作りで、さっきちらっと見ましたけど結構いい雰囲気でしたよ。普通の馬じゃなくてユニコーンとかペガサスとかで。メアリーさんには良く似合うんじゃないかなって」

「タケルくんが微妙に私のことを子供扱いしている気がする」

　メアリーさんのさくらんぼのような唇がツンと尖とがる。

「そ、そんなことないですって！」

　本音を言えば幼い感じのする容姿のメアリーさんにはぴったりだって思っているけど！

　そして、ユニコーンの背に跨またがって可愛かわいらしくはしゃいでいるメアリーさんの姿を凄すごく見てみたいけど！

「ほ、ほら、メアリーさんって妖よう精せいっぽい神秘的な可愛さがあるから、あの世界観に見事にマッチするんじゃないかなって思って」

「……そ、そうかな？」

「はい！」

　メアリーさんが淡雪のように白い頰ほおを微かすかに朱に染めながら僕のことを見上げてくるので、思わず全力で頷うなずいてしまった。

「わかった。タケルくんがそう言うなら乗ってあげてもいい」

「本当ですか！　じゃあ行きましょう！」

　勢いよくカルーセルの方に向かって身を翻した僕の手をメアリーさんが引き止めるようにして握る。そして、

「けど、ひとつ条件がある。タケルくんも私と一緒に乗ること」

　それこそ妖精のような魅惑的な微笑を浮かべながら、そんな事を言ったのだった。







「……こ、これは、結構恥ずかしいですね」

「ん？　そう？　私は結構満足」

　僕の腕と腕の間にすっぽりと収まるような形でメアリーさんがユニコーンに跨がっている。

　ってことは、当然、僕も同じユニコーンの背に跨がっているわけで。正直、かなり恥ずかしい状況だった。

「それに、このアトラクションを勧めたのはタケルくんの方」

「それはそうなんですけど」

　予定ではユニコーンに跨がり子供のようにはしゃぐメアリーさんを眺めて楽しむはずだったのに。

「せっかく乗ったんだからタケルくんも楽しまないと」

　そう言って僕の身体からだに体重を預けるようにするメアリーさん。

　楽しむという意味では十分に楽しんでいるんだけど。

　襟ぐりから覗のぞく白い首筋と鎖骨とか、そこから立ち上る甘い香りだとか、身体に密着している部分に伝わってくる柔らかな弾力とか。

　もちろん、そんなこと口に出して言えないけど。

　なんてことを考えていると、アトラクションの開始を知らせるベルが鳴り響き、メルヘンチックな音楽と共に円形の床がゆっくりと回り始めた。

　ゆるやかな上下運動を繰り返しながら、ユニコーンが疾走する。

「わわ～」

　ぎりぎり耳に届くくらいの大きさだったけど、メアリーさんが嬉うれしそうな声をあげた。

　そのリアクションが、なんかもう反則だった。

　基本は無表情系で冷静沈着。なのに、時々出てくるリアクションは無邪気で可愛かわいらしいんだからな。

　宝石歌姫ビジユカンタトリスの中ではかなりまともな性格をしているし、戦闘中も冷静で頼りになる。こう考えるとかなりスペックが高いんだよなメアリーさんって。

「タケルくん、なんかみんな見てるみたい」

　メアリーさんの視線を追ってカルーセルの外側を見てみると、柵さくに沿ってぐるりと囲うように他ほかのお客さんたちが僕達──と言うよりも多分メアリーさんを見ていた。

　その気持ち、凄すごくよくわかる。きっとめちゃくちゃ可愛く見えているだろう。

　そして、その視線の中には怒気を孕はらんでいるものもあった。まっすぐ僕に向けて。

　その気持ちもよくわかる。どう考えても邪魔だもんな僕の存在。

「ねえねえタケルくん、手、振ったほうが良いかな？」

　メアリーさんが振り返って少し興奮したように訊きいてくる。

「振ってあげれば喜んでくれると思いますよ」

「そ、そうかな？」

「はい」

「わかった。じゃあ、手、振ってみる」

　そしてメアリーさんがまわりのお客さんたちに向かって手を振った瞬間、大きな歓声が沸き起こった。

「わ、なんかすごい」

「けど、メアリーさんなら来武ライブでこれとは比べ物にならないくらいの歓声を受けてるじゃないですか」

「それはそうだけど、でもこれは違う感じ。今の私は歌姫カンタトリスとしての私じゃないから、だから、これはちょっと嬉しい」

　そして表情の変化に乏しいメアリーさんには珍しくにっこりと素直に笑って、僕にもたれ掛かるように全部の体重を預けてきた。

　お客さんたちの一部の僕に向けられた視線はますます鋭くなっていくけど、まあそれも仕方ないだろう。

　なんせ、これだけの役得なのだから。甘んじてそれは受けましょう。







「今日はすごく楽しかった。ありがとう」

　メアリーさんと一緒に色んなアトラクションを楽しみ、気がついたら日は西に傾いていた。楽しい時間が過ぎるのはあっという間だ。

「僕の方も楽しかったです。メアリーさんの意外な一面が見れましたし」

「い、意外な一面ってなに？」

　メアリーさんが少し慌てたように言う。そんな仕草がまた新鮮で可愛かわいくて、ちょっとイジワルしたくなってしまう。

「内緒です」

「むう、タケルくんがいじめる」

「いじめてないですよ。別に悪い意味での意外な一面じゃなくて、よりメアリーさんに親近感が湧わいたって言いますか」

「……親近感、それならいいけど」

　照れたようにぽつりと呟つぶやく。ほんと、可愛らしい人だ。

「これで、今度の来武ライブでのコンビネーションはバッチリですかね？」

「うん。タケルくんの演奏だったら私も安心して歌えると思う。楽器の練習はいっぱいしてもらわないとだけど」

「あはは、それは頑張ります」

　明あ日す香か、花か穂ほ、シルヴィさんの楽曲はそれなりに演奏しなれているけど、メアリーさん、リアーナさん、クレアさんの楽曲に関してはまだまだ未熟だ。

　各国の宝石歌姫ビジユカンタトリスの奏士トルヴエールとして選んでもらったんだ。足を引っ張ることは絶対に出来ない。

　気合い入れて練習しないとな！

　ぎゅっと拳こぶしを握り締めると、そこにメアリーさんの小さな手が重ねられた。

「タケルくんなら大丈夫。自信を持っていい。だから祭典当日は来武ライブを楽しみましょう」

　僕のプレッシャーを払いのけるように、メアリーさんが優しい笑みを浮かべた。

　やっぱり凄すごい人だなこの人は、と僕は感心したのだった。





　　◇◇◇






「ここをこうして、で、こうすれば上う手まい具合にリンクできるかな？」

　夜、僕は部屋の床にあぐらをかいて、ギターを抱えながら大量の楽譜スコアと格闘していた。

　歌姫カンタトリスひとり分の幻創曲だけでも最低十曲くらいあるのが、今回はなんと六人分だ。単純にそれぞれの楽曲を覚えるだけでも大変なのに、

「今回は同時演奏できる楽曲のリンクも考えないといけないんだもんな」

　難解なパズルを解いているようで、脳みそがオーバーヒートしそうだった。

　コード進行の似ている曲はそれなりにある──というか、たとえば花穂と明日香、メアリーさんとシルヴィさんなど同じ国同士の歌姫カンタトリスだと自然と曲の展開も似てくる。

　まあ日に本ほんの楽曲で言えばカノンや王道進行、小こ室むろ進行と呼ばれる三つのコード進行が多く使われているし、メアリーさん、シルヴィさんは日本のサブカルチャーに影響を受けてるから明あ日す香かたちの楽曲との相性も良い。

　けど、クレアさん、リアーナさんの楽曲に関してはちょっと特殊なんだよな。特にリアーナさんは自由過ぎる。

　かと言って、この二人を外して考えるのは間違っているだろうし。

　能力の高さで言えばＩＣＣランキング二位のリアーナさんが一番だろうし、防御という面を考えればクレアさんがずば抜けている。

　けど、メアリーさんとシルヴィさんの多重電想は強力な武器になるし、花か穂ほを宝石歌姫ビジユカンタトリスと対等に渡り合わせるためには僕の演奏が確実に必要になる。

「まあ、明日香はとりあえず放っておいて良いとして」

「おい兄、それはどういう意味だ」

　明日香が僕の目の前にしゃがみこんでジト目で睨にらんでくる。

「ほら、明日香はソリストだから他ほかの歌姫カンタトリスに比べれば放っておいても大丈夫かなあって」

「ああん？」

　ジト目のまま明日香が毒づいた。

「確かにわたしはソリストだから他に比べれば奏士トルヴエール無しの影響は小さいですよ。けど、それとこれとは話が別でしょ？　なのに兄さんは最初からわたしのことを蔑ないがしろにするって言うの？」

「い、いや、蔑ろにしてるわけじゃなくて、どちらかと言えば信頼してるみたいな」

「そういう言葉のマジックにはもう騙だまされませんー」

「別に言葉のマジックでもないんだけどな。明日香のことを信頼してるのは本当だし、僕にとっては自慢の妹だから」

　それは間違いなく本心だ。明日香はどこに出しても恥ずかしくない自慢の妹だ。

「うっ……」

　明日香の顔が赤くなって、頰ほおがふにょりと緩む。けど、それをすぐさま引き締めて、

「だ、だったらその自慢の妹をもっと大切にしても良いと思うんだけど？」

「これでも結構大切にしているつもりだぞ？」

「全然足りてません。わたしの期待値に対する兄さんの愛情が」

　明日香は僕の顔をじっと見てから、にやっと小悪魔のような笑みを浮かべる。確実に何かを企たくらんでる顔だ。

「これから祭典までの間、一緒にお風ふ呂ろに入る回数を週に一回から五回に増やすこと。そしたら祭典の来武ライブに関してはわたしのことをとりあえず後回しにしてもいいよ」

　悪くない取引だろ、と明あ日す香かの表情が雄弁に語っていた。

「五回って！　週の半分以上じゃないか！」

「何よー。兄さんはわたしと一緒にお風ふ呂ろ入るの、そんなに嫌なの？」

「嫌……じゃないけど、色々と大変なんだよ」

　精神的にだったり、倫理的にだったり、体表面的にだったり。

「毎回、兄さん必死だもんね。ずっと前かがみになってるし」

　明日香が楽しそうに笑う。

　まったく、こっちの気も知らないで。っていうか、明日香だって何だかんだ言って未いまだに照れまくりのくせに。

「三回、それが僕が最大に譲歩できる回数だ」

　僕の精神が何とか抑えられるギリギリのラインといっても良い。

「う～ん、仕方ないなあ。ここは三回で折れてあげるとしましょうか」

　明日香はそう言って、してやったりの表情を浮かべたのだった。





　　◇◇◇






　薄暗い十五畳ほどの会議室にその七人は集まっていた。

　年も恰かつ好こうも性別も人種もバラバラの七人。しかし、纏まとっている雰囲気だけは統一感があった。皆、只ただ者ものではない空気感を持っているのだ。

「ここまでは我々の目もく論ろ見み通りに事が運んでいるみたいだな」

　円卓を囲うようにして座る七人の内、上座に座る初老の男が口を開く。他六人の視線が一斉にそこに集められた。

「しかし、懸念点がまったく無いわけでもない」

「どうやらそうみたいですわね。ＣＩＡ、ＤＧＳＥ、ＤＩＨ、なにやら小こ賢ざかしい動きを見せているようで」

　初老の男の右隣に座る妙齢の女性が続く。整った顔立ちの中で鮮やかな赤の唇がサディスティックな笑みを作った。

「けど、それも些さ細さいな問題ですわ。所しよ詮せん、国という定義と利権としがらみに縛られた愚鈍な連中。どうせ大したこと出来ないのは今までの歴史が証明していますわ」

「それよりも起こした猫の方は問題ないんですかねえ？　俺の目には洗脳が解けて、東雲しののめ詩し乃のと一緒に何やら企たくらんでいるように見えるんですけどねえ」

　さらに女性の右隣に座る男が続いた。その口元には人を喰くったような笑みが浮かんでいるが、視線は鋭く冷たい。

「仮に何かを企んでいたところで結果は変わらんじゃろ。魚の小骨ほども気にならんくらいの些さ細さいな問題じゃ」

　男の発言を受けて、その向かい側に座る老人が発言する。頭髪のすべてはすでに雪のように真っ白になり、顔には深いシワが刻まれている。

　しかし、全身から発せられるエネルギーの強さは他ほかの六人と比べても見劣りはしない。

　老いて尚なお、強烈な生命力を放っていた。

「そういうことだ。あの子はただの捨て駒ごま。我々に従おうが裏切ろうが、祭典で勝とうが負けようが、たどり着く先にあるのは二度目の死以外は無いのだからな」

「そう考えると可哀かわい想そうな人よね、あの人も。無理やり生かされ続けた挙句、こっちの都合で叩たたき起こされ便利に使われ、素直に従っても裏切っても何の意味もなく殺される。国際的英雄アイドルになんてならなくて良かったと心から思いますわ」

「まあ、そのおかげで二度と会えないはずだった子供たちにもう一度会えたんだ。むしろ感謝してもらっても良いと俺は思いますがね」

「何はともあれ、我々の本懐を遂げる為ためには『独唱者』の存在が必要なことに変わりはない。あちらから何か要望があれば無条件で叶かなえてあげなさい。それよりも『人形』の方の準備はどうなっている？」

「万事滞り無く。試作機プロトタイプが東雲しののめ詩し乃のを目の前にした途端、人間らしい反応をするようになったのには少々驚きましたけどね」

「彼女ナスターシヤにとって東雲はある意味母親みたいなものだからね。そういう反応があっても不思議ではないさ。実験体としてもう少し観察してみたい気もするけど、もう色々と限界が近いからね、あの個体は。いつまで持つことやら」

「すでに量産機が造られている以上、あれはすでに用済みだ。いつ壊れたところで何の問題もない」

「やれやれ、クロイツの人間には愛情ってものが無いのかね。大切に育ててきた子供みたいなものだろうに」

「人形はどこまで行ってもただの兵器だ。それ以上の感情を持ち合わせる道理がない」

　何の感情もこもっていない冷たい言葉に、男は肩をすくめた。

「他になにか問題点、確認しておくことなどはあるかね？」

　上座の男がそう言って、ぐるりと視線を動かす。他の六人からこれ以上声があがることはなかった。

「では本日の会議はこれまでとする。我々の本懐が遂げられる日はもうそこまで迫っている。各々、最後まで決して気を抜かぬよう最善を尽くしてくれたまえ。全すべては我々七人会議の手の内に」

「──全ては我々七人会議の手の内に」

　すべての声が重なった。





　　◇◇◇






（Himiko's view）




「祭典の会場が決定したわよ」

「そんな事よりもお姉さま、今は私と名な波なみくんとの自転車デートの話をあいたっ！」

　ぱこん、と乾いた音がして、小さく悲鳴が上がる。

　タケルと明あ日す香かの母親であり、今回の祭典のラスボスとも言える姫ひめ咲さきヒミコが手に持ったハリセンで東雲しののめ詩し乃のの頭を叩たたいたのだ。

　神楽かぐら特とつ区くにあるマンションの一室でのことである。

「まったく、あんたは一いつ旦たん自分の世界に入り込むとなかなか戻ってこないんだから」

「お、お姉さまが私の話が一番盛り上がるタイミングで急に現実的な話をするのが悪いんです！」

「話がと言うよりも、あんたの妄想が、でしょ？」

「妄想じゃなくて現実です。少なくとも私の中では名波くんは現実の存在ですから！」

　ガチな目をする詩乃にヒミコは軽く肩をすくめる。

「わかったわよ。仕事の話が終わった後にあんたの脳内彼氏とのノロケ話はいくらでも聞いてあげるから、とりあえず学院長スイッチを入れなさいな」

「わかりました。終わったら絶対に聞いてくださいよ」

「はいはい、一晩中でも付き合うわよ。で、話を戻すけど、祭典の会場が決定したわ」

　そう言いつつヒミコがテーブルの上に地図が印刷された紙を広げた。

「ここは？」

「日に本ほんの南東三千五百キロくらいの位置にある島よ。面積は二平方キロメートルくらい。小型飛行機の発着場所とそれに隣接した研究施設がある以外は深い自然に覆われた美しい島よ。そこで行われている実験に関してはとても美しいなんて言えないけど」

　ヒミコの言葉に詩乃の表情が曇る。胸が軋きしむような痛みは、あの日から何年経過しても取れそうには無かった。

「人形の実験はまだ続いているのですね。けど、どうしてそのような場所を会場に？」

　詩乃自身も経験しているように、人形の実験、研究には人道的でないことも行われている。むしろ、その実験のほとんどが非人道的と言えるものだろう。

　だからこそ、そのような一般的には知られていない小さな島に最低限の施設だけを作って極秘裏に実験を行ってきたのだ。

　そのような場所を、今回の祭典のような非常に大きな関心の向くイベントの開催地に指定するのは詩し乃のには不自然に思えた。

「状況がすでに整ったってことでしょ。その施設を破棄しても良いくらいの」

　ヒミコはそう言って舌なめずりをする。腹を空すかせた山猫のような瞳ひとみが爛らん々らんと輝いていた。

「私たちと戦って勝利できるだけの戦力はすでに整っていると？」

「量産型はこの前の学院襲撃時でもそこそこ役に立ったからね。数だけで言えばこの前の比にはならないだけの量産型を用意しているはずだし、七人会議の秘ひ蔵ぞっ子こたちもそれなりに育ってきてるんでしょ。この前、映像で見たけどセプテンバーエリミネーションだっけ？　その時にタケルたちと戦った龍尾の子なんて中々に面白そうな力を持っていたし」

　口調は軽く楽しそうに、けど、表情に宿る剣けん吞のんさはまるで薄れない。

　状況が難しくなれば難しくなるほど、ヒミコの口調は軽くなっていく。だから、詩乃は背中に冷たいものが流れるのを感じていた。

「祭典、手を抜くわけにはいきませんかね？」

　思わず口をついて出た詩乃の言葉にヒミコは首をふる。

「そんなことをしたら一発でこっちの目もく論ろ見みがバレるわね。現時点でも何か怪しいと薄々感じているでしょうし。ま、ぶっちゃけこっちの目論見がバレるのは構わないのよ。けど、その結果、向こうの行動が変わってしまうのだけはＮＧ。だからあたしたちは全力で戦わないわけにはいかない。本気で命の奪い合いをするくらいに」

「そして、お互いがボロボロになる必要があるのですね」

「そうね。とてももう一戦は戦えないくらいにボロボロに。で、その上で、矢面には絶対に立たずに会議室の中だけで悪巧みをしている、いけ好かない連中をみんなまとめてぶっ飛ばす！　宝石歌姫ビジユカンタトリスをナメんじゃないわよって思い知らせてやんないとね」

　それは口で言うほど簡単なことでは無い──どころか、普通に考えれば不可能に近いことだというのは詩乃はもちろんヒミコも理解している。

　けど、ここで引くわけにはいかないのだ。

「まったく、相変わらずお姉さまは無茶苦茶ですね」

　やれやれと肩をすくめながら小さく息を吐き出す詩乃に、

「あたしはこういう生き方しか出来ないからね。だから、最後まで自分らしい生き方を貫き通すだけよ。もう一度、親として子供たちにカッコイイ背中を見せる機会を得ることが出来たわけだし、ラッキーっちゃラッキーよね」

　そう言って、ニカっと笑って、

「だから、頼りにしてるわよラ・カンタトリス」

　ワシャワシャと詩乃の頭を撫なでた。






２章　─南の島と最終調整─









「ふう、着いた着いた」

　日に本ほんからプライベートジェットに乗って三時間ほど。

　僕と明あ日す香か、花か穂ほ、そして暁あかつきさんの四人は、歌姫至上連合ＣＳＵ側から指定された祭典の決戦地である太たい平へい洋ように浮かぶ島へとやってきた。

　飛行機から降りるなり濃密な植物の匂においが鼻を突く。照りつける日差しは日本のそれよりも強く、十二月だと言うのに気温はそこそこ高い。

　まあ、日本よりもだいぶ南に位置しているので当然のことなんだけど、なんだか新鮮な感じだった。

「へえ、結構良さそうな施設じゃない」

　明日香が滑走路に隣接するような形で作られた施設を見上げながらそう言った。

　施設は白色のコンクリート造りで、かなり大きな五階建ての建物だ。研究施設のようであり、ちょっとした高級リゾートホテルのようでもある。

　なんでも、この施設が祭典終了までの僕たちの宿泊施設になるようだ。だから一週間ほどこの施設で暮らすことになる。

「けど、なんでこんな島にこんな建物があるんですかね？」

　隣で花穂が首を傾かしげた。

　それは、確かにその通りだよなあ。

　ＣＳＵ側から提示されるまでは──と言うより今日、実際にこの場所に来るまではこんな島があるなんて知らなかった。それはここが観光地では無いということだ。

　では、そんな場所にこんな立派な施設を建てて普段は何をしているのか？　どうしてＣＳＵ側はここを祭典の会場に指定したのか？　疑問はたくさんあった。

「一応、ＩＣＣ所有の研究施設ってことになっているね。とは言っても、俺達はこんな施設があることなんて知らなかったけどね。防衛省情報本部ＤＩＨ所属の身としては非常に情けないことだけど」

　そう言って暁さんが首筋のあたりを搔かく。

　暁さんクラスでも知らなかったとなると、ＣＳＵ側の国の極秘で何かをしていた施設ってことか。

　ここで普段は何が行われていたのか、想像したくなかった。あまり表立って言えないことなのは間違いないだろうから。

「まさに敵地のど真ん中ってわけね」

「大丈夫、ですかね？」

「普通に考えれば敵側に有利な何かが仕掛けられている、と思っておいた方が良さそうだけど、歌姫カンタトリス同士の来武ライブでどちらかが一方的に有利になるような仕掛けなんて特に思いつかないんだよなあ」

　暁あかつきさんはそう言いながら、ぐるりと周囲を見回した。

「それに、好きなだけこの会場を調べてもらっても構わないと言われてますしね。何も企たくらんでないのか、多少調べたところで露呈しないようなものが仕込まれているのか」

「単に安全面を考慮しての事なんじゃないの？　歌姫カンタトリス同士の、それもほとんどが宝石歌姫ビジユカンタトリスって面子めんつでのガチバトルなんだから、市街地の近くなんかじゃ絶対に開催できないでしょうし」

　明あ日す香かが脳天気な声でそう言う。

「ああ、確かにそれはそうかもな。市街地近くで宝石歌姫ビジユカンタトリス同士が魔法をぶっ放しあったら、それこそ街が壊滅状態になってしまう」

「ＩＣＣが所有しているこの島なら思いっきり魔法を使っても問題ないってことですね。普段の大会では使用できないような魔法でも」

　花か穂ほが少し興奮気味にそう続けた。

「ま、あんたのエロエロ魔法は控えた方が良いと思うけど。女子として」

「え、エロエロじゃありませんっ！　どちらかと言えばエコエコですっ！　自然の力を活用したエコ魔法です！」

　確かに扱っているのは植物だから自然の力を活用しているのかもしれないけど、あれはどう見てもエロエロだよなあ。

　後からフィフスジャッジメントの時の映像を見たけど、あまりのエロさに正直ちょっと引いたし。

「なにやらタケルさんの方から良からぬ空気を感じるのですが、何か失礼なことを考えてませんか？」

「か、考えてないよ、うん、考えてない！」

　そんなやり取りをしていると、背中の方から、

「タケルっ！」

　と鈴のような声が聞こえてきた。振り返ると軽くウェーブのかかった銀色の髪がぴょこぴょこと跳ねながら駆け寄ってくる。シルヴィさんだ。

「タケルも今日到着したんですね。元気でしたか？」

　僕の側そばまで来ると、弾む息も整えずに訊きいてくる。その頰ほおは興奮で朱に色づいていた。

「はい、元気ですよ。シルヴィさんたちも今日からなんですか？」

「そうです。タケルがどうしても私のことをパートナーに指名したいと言うのでフランスから来てあげました」

　まっ平らな胸をえへんと反らしてシルヴィさんが続ける。

「本当は断っても良かったんです。けど、タケルがどうしてもって言うから仕方なくです。仕方なく来てあげました。だからタケルは私に感謝すると良いです」

「シルヴィ、いくらタケルくんに恩を売りたいからと言って噓うそはダメ」

　シルヴィさんの後ろから、メアリーさんも姿を現す。

「タケルくんがシルヴィのことをパートナーに指名していると政府から聞いた時、シルヴィはその場で何回もピョンピョン飛び跳ねながら喜んでた。それから毎日カレンダーの日付に×を付けては今日が来るのを楽しみにしてた。全然仕方なくじゃない」

「お、お、お姉ちゃん！　よ、余計なことは言わないで良いんですっ！」

　羞しゆう恥ちからかシルヴィさんが全身を真っ赤に染めると、目をバッテンにして両腕を振り上げる。

「さらに私は知っている。シルヴィが毎晩ベッドの中でタケルくんの名前を呼びながら何やら怪し──」

「どどん波────────────────────────！！！！！」

　シルヴィさんが必死の形相で叫びながらメアリーさんに対して人差し指を突き出す。真っ赤だった肌は湯気が立ち上りそうなくらいに更に茹うだっていた。

「お、お、お、お姉ちゃん！　そ、それ以上言ったらどどん波じゃ済まないですよ！　魔貫光殺砲です！　日に本ほんのＪＫの間で流は行やっているまがい物のマカンコウサッポウじゃなくて、ラディ○ツさんごと孫くんを貫いた本物の魔貫光殺砲をお見舞いしますよ！」

　そしてメアリーさんに向けていた人差し指に中指を添えて、二本の指を突きつける。

　中々に細かい演出だった。

「わかった。このタイミングで海王星に行ってる余裕は無いからこの辺でやめておく」

　メアリーさんも真顔のままそう返す。

　なんか楽しそうだっていうか、本当に仲の良いふたりだな。

「これで歌姫カンタトリスが四人揃ったってことね」

　シルヴィさんとメアリーさんのやり取りを呆あきれ気味の顔で見ていた明あ日す香かがようやくといった感じで口を挟んだ。

「リアーナとクレアも施設の中に着いてる。だから、こっちのメンバーは全員揃そろってる」

「へえ、リアーナさんとクレアさんももう来てるんですね」

「私たちに残された時間は少ないから。少しでもみんなで合わせる時間が必要」

「そうですね。今回はチーム戦だから連携が非常に重要になってきますし」

　明日香、花か穂ほ、シルヴィさんは友達だから（不安な部分は大いにあるけど）それなりに連携は取れるだろうし、メアリーさんは一番臨機応変に対応してくれそうだ。

　リアーナさん、クレアさんは正直不安だらけだけど、歌姫カンタトリスとしての能力は抜群だ。この前、軽く合わせただけでもその能力には度肝を抜かれたのだから。

　だから、この面子めんつを僕が上う手まくコントロール出来れば、相手もかなり強力なのは間違いないけど、勝ち目は十分にあるはずだ。

　そのためには、残りの時間、ガンガン特訓していかないと。

「それじゃあ、まずはみんなで昼飯でも食いながら親交を深めるとしますか」

　暁あかつきさんが纏まとめるようにそう言って、僕達は頷うなずいた。





　　◇◇◇






「ええと、最初に今回の祭典のルールを軽くおさらいするんで、食事をしながらで良いから聞いておいてほしい」

　施設内の食堂に全員が集まり、ひと通りの料理が並んだところで暁さんが口を開く。

　花か穂ほとシルヴィさんは緊張したように居住まいを正し暁さんの方に顔を向けるけど、明あ日す香かたち四人は視線で軽く暁さんを促し、料理に手を付ける。

　この辺も場数の差なんだろうな。完かん璧ぺきに落ち着いてる宝石歌姫ビジユカンタトリス組と緊張感漂う花穂＆シルヴィさん。

　そして僕は確実に花穂＆シルヴィさんグループに所属していた。

　暁さんはそんな僕達三人に笑みを浮かべながら食事をするよう勧めると、話を続けた。

「まずは来武ライブステージについて。これまでのＩＣＣのグランプリシリーズでは各会場のステージで来武ライブを行ってきたわけだが、今回はこの島の大部分、つまりこの島自体をステージと見なして来武ライブを行うことになる」

　通常であれば会場によって差はあるものの、大体直径十～二十メートルほどの円形か正方形のステージで戦うことになる。

　それに対して、今回は二平方キロメートル近い広さがあるわけだ。ステージの大きさから言って、今までとはまったく異なる戦い方になるのは間違いないだろう。

「そして戦闘形式も通常の一対一、もしくは二対二ではなく、双方すべての歌姫カンタトリスが同時にステージに立ち自由に移動を行い、敵とエンカウントしたら対戦するというサバイバルゲーム的な形式になっている。こんな状況になることはまず無いと思うが、上手いこと立ち回れば相手の歌姫カンタトリス一人に対し六人で戦う、なんて状況も作り出せるかもしれないってことだ。逆に言えば、自分ひとりの時に相手の複数の歌姫カンタトリスに囲まれる可能性もあるってことだから、単騎での突入などは極力避けるように。まあ、基本的には一対一の局地戦が六箇所で行われることになるとは思うけどね」

　けど、そうなった場合、戦力的に劣るこっちは少し不利な状況になってしまうだろう。

　その不利を跳ね返せるような状況を作り出せるよう、上う手まく立ちまわる必要があるってことだよな。

　その重要なポイントとして奏士トルヴエールである僕の役割も大きいってことを考えると、思わず手のひらに汗をかいてしまうほどの緊張感があるけど。

「そして来武ライブでの敗北──戦闘続行不能な状態に陥るか敗北宣言をした場合、ステージから離脱ということになる。当然、勝った側はそのままステージに残れるので、誰だれかひとりが敗北することで、全体としては数的不利な状況に陥ってしまうわけだ。相手の面子めんつを考えるに、二対一の状況を作られたら勝ち目は薄いと思うので、まずは負けないという事を念頭に置いて行動してほしい」

　そうなんだよな。通常のグランプリシリーズであれば、ひとり負けたとしてもそれはただの一敗で他ほかの来武ライブに影響を与えることはない。

　けど、今回のルールではひとりの敗北は全体に大きな影響を与えてしまうのだ。

　だから広大なステージの中で、全体のバランスを見ながら臨機応変に対応していく事も必要になってくるってわけか。

　真正面からまともにぶつかるのではなく、戦略的にどう動くのかを考えるのも重要って事だよな。

「まあ、何はともあれ、普段は敵同士で争っていた面々が共に戦うんだから、まずはお互いの理解を深める必要があるだろう。ここの屋上に簡単な来武ライブ演習用のステージが用意してあるから、昼食後、そこで軽めの演習から始めていこうか」

　暁あかつきさんのその言葉に、皆は静かに頷うなずいたのだった。





　　◇◇◇






「ふぅ……」

　昼食から四時間ほど後、僕は施設屋上に造られたステージの上でひとつ息を吐いて、額に浮かんだ汗を拭ぬぐった。

　来武ライブ演習用として用意されたこのステージの造りはカンタトリス音楽院の野外演習場とよく似ていて、懐かしい思いがこみ上げてくる。

　そして今、明あ日す香か、花か穂ほ、シルヴィさん、メアリーさん、リアーナさん、クレアさんの六人の歌姫カンタトリスとのセッションを順番に終えたところだった。

　こうして六人と実際にセッションしてみると、その凄すごさを改めて実感する。

　明日香、メアリーさん、リアーナさん、クレアさんの宝石歌姫ビジユカンタトリスは言わずもがな、花穂とシルヴィさんの実力もかなりのものだ。

　これなら十分に勝てる見込みもあるかな、と手て応ごたえを感じつつ皆の方を見たところで、僕は思わず頭を抱えてしまった。

「皆さん、まあまあですわね。ま、ひと通り見てみて、実力が一番優れているのは間違いなく私ですので、このチームのリーダーはこの私、光帝ことリアーナ・ライムスでよろしいですわね？　光栄ねあなた達、この私に率いてもらえるなんて」

「面白いこと言うじゃない、リアーナ。なんであんたがリーダーなのよ。なんだったら勝負してどっちの力が上か決めてみる？　今年は直接対決が無かったくせにあんたの方がランキング上ってのもずっと納得いってなかったし」

「いいでしょう、姫ひめ咲さき明あ日す香か。受けて立ちましょう！　それと、この光帝に話しかける時はまず跪ひざまずきなさい！　頭ずが高い！」

「はあ？　光帝なんて中二ネームを自分で付けてるヤツがなに言ってんのよ。むしろあんたが跪きなさいって。クレア、あんたからも何か言ってあげなさいよ」

「それでしたら、私に一度も勝利していない姫咲明日香が、ランキングで私よりも上位にいるのもおかしな事だと思いますが？」

「って何でそっちのツッコミなのよ！　っていうか勝利してないのはあんたも一緒でしょ？　いつだって引き分け狙いのしょぼい戦い方しちゃってさ」

「私は女王陛下の鉄壁の盾。私の戦いは決して負けないための戦い。つまり、私を倒せなかった時点で勝負は私の勝ちです！」

　宝石歌姫ビジユカンタトリス同士が、お互いのプライドをかけて一触即発だったのだ。

「みんな子供みたいな言い争いはやめるべき。もっと大人になった方がいい」

　冷静なメアリーさんがみんなをたしなめるも、

「一番子供っぽい身体からだをしているあんたに言われたくないわよ」

　その瞬間、メアリーさんの表情が固まった。一見冷静な表情の中でエメラルド色の瞳ひとみに火が灯ともる。

「私の身体は別に子供っぽくない。ジェットコースターの身長制限だってすぐにクリア出来るようになるし。それに一番子供っぽい残念ボディーはシルヴィの方」

「って、いきなりさらっと私の悪口を言わないでくださいお姉ちゃん！　それに私は残念ボディーじゃないです！　大器晩成なだけです！」

　騒動の中にシルヴィさんまで加わっててんやわんやな状態だ。っていうかメアリーさん、身長制限のこと、凄すごく根に持ってるんだな。

「あはは……、なんか大変そうですね、これを纏まとめるの」

　僕の隣で花か穂ほも一緒にため息を吐つく。

　各国を代表する宝石歌姫ビジユカンタトリス同士。人気も実力もずば抜けているってことは、当然プライドも高い。基本的に自分がトップの立ち位置にいる人達なのだから。

　それがこうして一箇所に集められたりしたら、自然に張りあう形になるのはある程度予想していたけど、まさかここまであからさまとは。

　まあ、リアーナさんの唯我独尊な性格と、明あ日す香かの勝気で自信家な性格は間違いなく相性が悪いだろうし、クレアさんはクレアさんでちょっとずれたマイペースだからなあ。

　メアリーさんはそれなりに冷静さはあるのだけれど、やっぱり宝石歌姫ビジユカンタトリスが相手となると、ムキになる部分もあるらしい。

　花か穂ほの言うとおり、これを纏まとめるのは簡単じゃなさそうだ。

　って言っても、この場にいる奏士トルヴエールは僕ひとり。纏めるまではいかなくても、クッション的な役割を必然的にこなさなきゃならなそうだ。

　そのくらいのことが出来なければ、同時演奏なんて絶対に無理だから。

「でも、ちょっと羨うらやましいな～って気持ちもあったりするんです」

　ふと、花穂がワイワイ言い争いをしている明日香たちを見ながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「羨ましい？」

「はいです。ああやって相手を目の前にして自分の気持ちを素直に言い合えるのって、羨ましいです」

「ああ、なるほど。花穂はまわりに気を遣って自分を抑えちゃうタイプだもんな」

　歌姫カンタトリスとしては非常に珍しいタイプだと思う。

　その分、普段は隠してる欲望とかがだだ漏れになる、トランス状態での乱れっぷりが凄いんだけど。

「けど、いつまでもシャイな性格のままじゃダメですよね。なんせライバルは多いんですから」

　そう言って、花穂が僕の顔をじっと覗のぞきこんだ。

「そうだな。世界にはもちろん、日に本ほんにだって瑞みず穂ほさんや千ち早はやさんなど有力な歌姫カンタトリスはたくさんいるからな。けど、花穂ならきっとそんなライバルたちに勝てる優秀な歌姫カンタトリスになれると思うよ」

　僕がそう言うと、花穂は「はあ……」と大きなため息を吐ついて、

「そういうリアクションが返ってくるとは思ってましたけど。やっぱり、私ももっと自分の気持ちを出していかないと」

　なぜだか恨みがましそうな顔で僕を睨にらんだ後、むんっ、と気合いを入れたのだった。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




「らいたいれすね、根本的におかひいんでふよ！」

　テーブルを挟んで正面に座り、顔を真っ赤にした花か穂ほがろれつが回らない口調で絡んでくる。その目は完全に据わっていた。

「おかしいのはあんたの方よ、へなぽ娘。なんでウイスキーボンボンくらいで酔っ払ってるのよ」

「私は別に酔ってまへんっ！」

「あー、はいはい、酔ってない酔ってないねー」

　明あ日す香かは適当に花穂を宥なだめながら、こめかみに指をあてた。

　花穂が大切な話があると真面目まじめな顔をして明日香の部屋を訪れたのが今から五分前。

　まあ、大切な話をするにもまずは軽くリラックスしてからと紅茶と冷蔵庫の中にあったウイスキーボンボンを出したのが一分前。

　花穂がウイスキーボンボンを口に入れたのが三十秒前。

　そして現状、この有様だった。

「う～、ひっく、ひっく……」

　大切な話どころか、普通に会話をするのも難しそうだ。

「とりあえず、そんな状態じゃまともにお話は出来そうにないから、今日のところは部屋に帰ったら？」

　これから一週間ほど、同じ屋根の下で寝食を共にするのだ。嫌でも話し合いをする時間はたくさんある。

　──へなぽ娘がしたがっている話の内容は大体わかるし。

　だから、正々堂々とまともな状態で話をしたいし、その上でちゃんと自分の気持ちを明確にしておきたかった。

　それにこっちからも訊ききたいことはたくさんあったし。

　どうやって兄さんのパートナーになったのかとか、わたしが入学する前の学校生活はどんなんだったのかとか、この前の特訓でどんな毎日を送っていたのかとか。

　悔しいけど、へなぽ娘の存在がある意味兄さんの救いであったことは間違いないし、兄さんの心の中で山やまの辺べ花穂という女の子の存在は大きなウエイトを占めている。

　それに負けないくらい姫ひめ咲さき明日香という女の子の存在も兄さんの中では大きいはず、という自負もある。

　だからこそ、ひとりの女の子として、目の前の女の子には絶対に負けられないのだ。

「ほら、立てる？　っていうかあんた、今後はウイスキーボンボン食べるの禁止。他ほかにもブランデー入りの生チョコとかケーキとかも禁止だからね」

　軽く注意しながら花穂を立たせようと花穂の横に回ったところで、

「兄妹きようだいらのに、妹らのに兄が好きなんて、おかしいれす」

　ボソリとそんなことを呟つぶやいた。

「うっ」

　どストレートの言葉に思わず呻うめいてしまう。

　まったく、こやつは酔った勢いでなんて球を投げてくるんだか。

「明あ日す香かさんとタケルさんは兄妹きようだいなんれすよ？　それをちゃんとわかってるんれすか？」

　やや虚うつろな目で、けど、そこには真剣な光を宿して花か穂ほが明日香の顔を覗のぞきこむ。

　明日香はごくりと唾つばを飲み込んでから、しっかりと花穂の顔を見ながら頷うなずいてみせた。

　言われるまでもなく、そんなことは誰だれよりも自分が一番理解しているから。

「兄妹は、どこまでいっても兄妹なんれすよ？」

「ええ、そうね。わたしと兄さんは兄妹よ。わたしが生まれた時から兄妹。家族」

　それはどうやっても曲げられない事実で、覆しようのない真実だ。

　だからそれは認める。受け入れる。っていうか、そこで悩んだり迷ったりすることなんて何年も前に卒業した。

　そんなネガティブな要素は、ポジティブな要素に変えてしまえば良いのだ。

「わたしと兄さんは最初から家族なの。ま、仮に──本当に仮の話だけどあんたが兄さんと家庭を築いたとして」

「そんな、タケルさんと家庭だなんて～」

　花穂がふんにゃりとだらしない顔で身体からだをクネクネさせる。

「だ・か・ら・仮にって言ったでしょ！　なに勝手に想像してニヤニヤしてんのよ！　何度でも言うけど、仮に家庭を築いたとして、行き着く先は家族なわけよ。けど、わたしと兄さんはすでに最初からその関係性にある！」

　どうだ、とばかりに明日香は胸を張ってみせた。

「あんたの最終形態がわたしにとってはスタート地点なわけ。だから、わたしと兄さんが結ばれた暁には家族なんてものを超越した特別な関係になってしまうわけよ！」

「はあ、おめでたい妹脳れすね。その理論は無茶苦茶なのれす」

　無茶苦茶なのは百も承知。でも、それくらいの気持ちでいなければ、きっと色んな事に対して心が負けてしまうから。

　兄さんのことを本気で好きになるって決めた以上、常識なんてクソくらえだ。

　強い意思をこめて明日香は花穂のことを見つめた。

「そして兄も兄なのれす。兄妹なのに、相手は妹らのに、妹のことが──」

　花穂は複雑な色を灯ともした瞳ひとみで明日香の顔をじっと見つめ返す。

「妹のことが──」

　小さな呟き。そして静寂。

　明日香と花穂は互いに無言のまま、少しの間、見つめ合った。そして、

　──ガコンッ！

　花か穂ほはそのまま前のめりに倒れ、盛大におでこをテーブルに打ち付けた。

「って、ええ───っ！」

　さっきまでの緊張感が台無しだった。

「す～、す～、す～」

　穏やかな寝息が花穂の口から規則正しく漏れる。

「お、おい！　一番良い所で寝るな、このへなぽ娘！　妹のことが何なのかハッキリ言いなさいよー！」

　ガタガタと花穂の肩を揺らしてみるけど、

「ああん、タケルさん、そんな、激しすぎますよ～。ぐへへ……」

「ああもう、まったく！　なにがぐへへよ！　ほんとこのムッツリ娘は幸せそうな顔しちゃって！」

　ぜんぜん起きる気配の無い花穂に明あ日す香かはため息を吐ついた。

「そのだらしない寝顔、写メって兄さんに見せるぞこら」

　そんなことを言いながらも明日香は花穂の身体からだを抱きかかえると、ベッドに寝かせる。

「まったく、寝るんだったら自分の部屋に戻ってから寝なさいっての。ベッド広くないんだから」

　そしてもう一度ため息。その顔にはしょうがないなあという笑みが浮かんでいた。

　本当であればもっとシリアスな展開になったかもしれない。少なくとも、女の子として一番のライバル関係であるのは間違いないことだ。だというのに、

「す～、す～、ふにゅ、にゅ～」

　まったくの無防備で、油断しきった寝姿を晒さらしている。涎よだれまで垂らして、憎めないにも程がある。

「ほんと、しまらないんだから」

　そう呟つぶやいた明日香の表情もやっぱりしまらないものだった。





　　◇◇◇






（Sylvie's view）




「このチャンス、絶対にものにしてみせます」

　施設生活初日の夜、シルヴィは自分に割り振られた部屋で机に向かっていた。

　机の上にはノートが広げられ、そこには結構上手な絵で自作漫画が描かかれている。

「一つ屋根の下で男女が一緒に過ごすというこのイベントでは確実にフラグが立つはずです。そして、古今東西、ありとあらゆる恋愛を取り扱ってきた名作漫画が私の教科書なのですから、このイベントで発生するどんなお約束にも私は対応できるのです。これは間違いなく私に風が吹いています」

　そんな呟つぶやきと共に可愛かわいらしい絵がカリカリとノートに描かかれていく。

　ヒロインと思わしき女の子は銀髪で少し幼さの残る容よう貌ぼう。胸の部分が過剰に膨らんでいることに多少の疑問を抱くが、多分シルヴィ本人をモデルとしているのだろう。

　そして、そんなヒロインと一緒に描かれる男の子は確実にタケルがモデルだ。

　そのスムーズな手つきから、この二キャラは相当に描き慣れている事がうかがえた。

「旅行先でのイベントで最初に起こり得るラッキースケベ系イベントと言えば、間違いなくお風ふ呂ろでばったりです！　私がひとりでお風呂に入っているところに、タケルが男湯と女湯を間違えて入ってきてしまうのです」

　一コマ目では大きめのお風呂にゆっくりと浸つかっているシルヴィの絵。そして二コマ目でガラリと開くお風呂の戸がアップになる。中に入ってきたのは当然タケルだ。

「『あっ、し、シルヴィさん!?』『た、タケル！』『あ、あれ？　な、なんでシルヴィさんがここに!?』『なんでってここは女湯です。壁のタイルがピンクなので間違いありません』『す、すみません。間違えました！　僕、ちょっと寝起きで頭がぼーっとしてて』『し、仕方ないですね。タケルだったら特別に許してあげます』『ありがとうございます。本当にすみませんでした』『い、いえ、いいです』『…………』『…………』『…………』『ど、どうしてタケルは私のことをじっと見てるですか？　こ、こういう時はなるべく女の子の方を見ないようにしてすぐに出て行くのがマナーだと思います』『すみません、それはそうなんですけど……で、でも、シルヴィさんがあまりにも可愛かわいらしすぎて』『（ぽっ）』『まるで物語に登場するエルフのように可か憐れんな容姿、極上のシルクみたいな輝きを持つ髪、甘い香りの漂うミルクのように白く潤った肌、そして男の目を惹ひきつけて離さない妖よう艶えんで豊満なわがままボディー。シルヴィさん、僕は、僕はもうっ！』『た、タケル、そんなに私の身体からだをみたらダメです！』『でも、シルヴィさんがイケないんですよ。そんなに可憐で純粋無む垢くな容姿をしていると言うのに、男心を惑わすたゆんたゆんのおっぱいをしているのですから！　そんなおっぱいをしていたら目を逸そらすなんて事は無理です』『確かに私のおっぱいはたゆんたゆんのばいんばいんです！　タケルが興味津々になってしまうのはわかります！　男としてそれは仕方のない事です！　私の身体が魅力的すぎるのですから！　で、でも──』『でももへったくれも無いです！　シルヴィさんが魅力的すぎて僕はもう限界です。シルヴィさん！』『た、タケル！　ま、まだ心の準備が──』」












　カリカリカリカリカリカリカリカリカリカリ…………。

　ものすごい勢いでノート上に漫画が描かき綴つづられること三十分。

「──はっ！」

　現実に戻ったシルヴィは顔を真っ赤にしてノートの上に具体的に描かれた妄想と言う名の願望を消した。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……ちょ、ちょっとだけ暴走してしまいました。いきなりこの展開はアダルティすぎます。物語にはきちんとした段取りが必要です。でないと、ご都合主義と言われてしまいますし。お風ふ呂ろのシーンではお互いに恥ずかしがりながらも一緒の湯船に浸つかって、背中あわせで会話するぐらいがちょうど良い感じです。そして、背中を通して感じるお互いの心臓の鼓動でさらにドキドキ、みたいな展開で」

　カリカリカリカリカリ──と高速で漫画が描き直されている。シルヴィの表情はうっとりと幸せそうだった。

「さて、お風呂イベントの予習はこのくらいで良いです。これでいつタケルが間違って女湯に入ってきても対応はバッチリです」

　自作漫画が会心の出来だったらしく、シルヴィはノートを眺めながら満足そうに何度も頷うなずいた。

　五分くらい何度も自作漫画を読み返した後、ノートのページを捲めくり、

「次のシーンは自分の欲求を抑えきれなくなったタケルが夜中に私の部屋を訪ねてくるシーンです。このシーンでいよいよ私とタケルは──」

　鼻息あらく空白のページにペンを走らせる。

　シルヴィの妄想劇場はまだまだ続きそうだった。





　　◇◇◇






「どうだいタケルくん、調子の方は？」

　初日の夜、お風ふ呂ろあがりにロビーラウンジのソファーに座り、自販機で買った牛乳を飲んでいると暁あかつきさんがやってきて隣に座った。

「なかなか思うようにはいかないですね」

　僕は昼間のみんなの姿を思い出して、小さくため息を吐ついた。

　それぞれの歌姫カンタトリスの能力の高さは疑いようはない。なのでマンツーマンでの演奏の練習をしている時の手て応ごたえはかなりのものがあった。

　もちろん敵側も母かあさんや学院長を含め全員が宝石歌姫ビジユカンタトリスなので相当に手て強ごわいのはわかっているけど、それでも勝てるんじゃないかなと思えるくらいに強い手応えがあるのだ。

　けど、これが同時演奏になるとなかなか上う手まくいかなかったりする。

「やっぱりライバル意識が高いんですかね。同時演奏の時はどうしても歌姫カンタトリス同士の間でぎこちない空気が流れちゃうんですよね」

　魔法自体は発動しているので状況としては最悪ではない。

　それぞれの歌姫カンタトリスが僕の演奏に合わせようとしてくれているのもわかる。けど、幻創曲レチタテイーヴオ同士がぶつかり合うというか、上手いこと調和してくれないのだ。

　理想としてはセプテンバーエリミネーションの時の明あ日す香かと花か穂ほや、学院祭の時のシルヴィさんとメアリーさんのようにお互いの幻創曲が融合し、さらに効力を高め合うような状態になってくれる事なんだけど、現状はマイナスに作用し合っていると言えるだろう。

「なるほどね。予想はしていたけど、簡単にはいかないか」

「最後まで最善を尽くそうとは思いますけど、六人同時は厳しいかもしれませんね。それぞれの魔法の威力が落ちる上に使える曲も限定されてしまうので」

　複数曲を同時演奏するとなると、最低限、何フレーズか同じコード進行の箇所が必要になってくる。

　明日香と花穂、シルヴィさんとメアリーさんなどふたりに絞れば結構な数の幻創曲を重ねることが出来て戦略にも幅が出せる。

　けど六人同時となると、重ねられる楽曲はせいぜい二パターンくらいの組み合わせしかないのだ。これはどうやっても覆しようがない。

　そして来武ライブは相手があってのものだ。相手の魔法にあわせて臨機応変に対応していく必要があることを考えると、六人同時演奏は現状のままだとかなり厳しそうだった。

「であれば、最終的に三人に絞るのもひとつの手かもしれないな」

　暁あかつきさんが顎あごに手を当てながらそう呟つぶやいた。

「三人に、ですか？」

「ああ。特権数で言えば現在、俺達と敵は並んでいるわけだろ？　だから、我々としては祭典で特権を三つ獲得できれば良い。つまり、二敗まではしていいわけだ」

「なるほど。つまり同時演奏するのは確実に勝てる三人に絞ってしまうって事ですね？」

「そういう事だ」

　暁さんは首肯した。

　それは、確かに有りかもしれない。残り時間を考えると、このまま成功率の低い六人同時演奏を試していくよりも、最大で三人同時演奏にまで絞ってしまう。

　その三人を誰だれにするかという問題はあるけれど、どんな組み合わせになったとしても、三人なら同時演奏できる楽曲の選択肢は確実に増える。

「それが現実的かもしれないですね」

　僕としては最後まで六人同時演奏を試してみたい気持ちもある。子供っぽい理屈かもしれないけど、やっぱりみんなに勝って欲しいし、そのためのフォローをしてあげたいと思う。

　けど、僕達に残された時間を考えると、現実的な選択肢を考える必要もありそうなのは事実だった。

「となると、それを前提にした作戦を立てる必要があるな」

「そう、ですね」

「六人の歌姫カンタトリスの内、三人が勝利し、ふたりは敗北しても良いという戦い方をする。そして残りのひとりは決着がつくまで絶対に負けない事が必要になってくるわけだ。もちろん、負けて良いふたりも簡単に負けてもらっては困る。すぐに負けてしまったら、相手側の歌姫カンタトリスに合流されてしまうからね」

　そう、それが今回の戦いの難しいところだ。一対一の対戦形式ではなくサバイバルゲーム的なチーム戦。

　敗者はすぐさまステージから退場となるけど、勝者はそのままステージに残り戦いを続けることが可能だ。だから誰かが敗北をする事は、そのままチームが大きく不利になることに直結するわけで。

　最終的に負けて良いとしても、少なくとも足止めはしなければならない。

「勝たなくても良いが最後まで負けない役割を担うのはクレアが最適だろう。負けない戦いをさせれば全歌姫カンタトリス中最強とも言えるだろうから」

「そうですね。クレアさんに相手側のもっとも攻撃能力の高い歌姫カンタトリスを最後まで引きつけておいてもらえれば、こっちとしては戦いやすくなりますね」

「そして、負けても良い歌姫カンタトリスは実力的に花か穂ほくんとシルヴィになるかな？」

「ええ」

　それ以外は元宝石歌姫ビジユカンタトリスの母かあさんも含めて敵味方全員宝石歌姫ビジユカンタトリスだ。花か穂ほとシルヴィさんがレベルアップしたとはいえ、実力的にはやっぱり劣っている。

「でだ、タケルくんには最初は花穂くんとシルヴィの援護をお願いしたい。このふたりはタケルくんの演奏が入ることによって大きく力を伸ばすからね。逆に言えば、タケルくんの演奏が無いと宝石歌姫ビジユカンタトリスの相手は厳しいものがあると言える」

「花穂とシルヴィさんが敵側の歌姫カンタトリスふたりを足止めしている間に、明あ日す香か、メアリーさん、リアーナさんで勝利を目指すってわけですね」

「ああ。リアーナはムラッ気はあるが能力的には飛び抜けているし、明日香くんは誰だれを相手にしても最良の属性で戦える。且つソリストなのでかなり優位に戦えるだろう。メアリーには冷静さと経験がある。上う手まいこと電想劇場エレクトリカルシアターの展開まで持っていければ勝利できる可能性は高いはずだ」

　作戦としては妥当なところだろう。

「そして、もしその三人の戦局が硬直、もしくは不利な状況になったとしたら花穂くんとシルヴィへの援護を止め、明日香くん、リアーナ、メアリーへの演奏へと切り替える」

　見方によっては、それは花穂とシルヴィさんを切り捨てる事と同義なのかもしれない。けど結果的に勝つ、という事を目指すのであれば、それは理に適かなっていた。

「明日香、リアーナさん、メアリーさんの三人同時演奏と、花穂、シルヴィさんの二人同時演奏を用意しておく感じですね？」

「うん、そうなるね」

「あー、でも、祭典ってこの島の広大なフィールドがステージになるんですよね？　しかも、それぞれが局地戦を行う。となると、僕の動き方ってどうなるんですか？　来武ライブ始まっちゃうと全体の状況もわからないと思いますし」

「一応、ステージ全体の状況は俺が把握できるようなシステムが用意されているらしい。で、それをタケルくんに伝えることになると思う。タケルくんの動きとしては一応、演奏する歌姫カンタトリスに付いて行ってもらう形になると思う。やっぱり奏士トルヴエールが側そばに居てくれた方が歌姫カンタトリスたちも気合いが入るからね。ただ、音自体はスイッチを切り替えることで各歌姫カンタトリスのイヤホンに直接流せるようになっているから、実際に目の前に居なくても歌姫カンタトリスのフォローをすることは可能だ」

「なるほど、わかりました」

　実際に遠距離演奏でどのくらいちゃんと出来るかは、本番までの訓練で試していくしかないだろう。

　目の前で歌っている姿が見えないとなると、色々とやり辛づらさはあるだろうしな。

「じゃあ、そんな感じでちょっと進めてみてくれないかな？　明日香くん、リアーナ、メアリーの同時演奏の用意をしつつ、まずは花穂くん、シルヴィとの連携を深めることを優先するような感じで」

「はい、わかりました」

　僕は頭の中でいくつもの幻創曲の組み合わせを考えながら、しっかりと頷うなずいた。
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　ってことで翌日の日中。僕は花か穂ほとシルヴィさんとのコンビネーションを高めるために、屋上の演習用ステージへとやってきた。

　相手が誰だれになるかわからないけど、宝石歌姫ビジユカンタトリスふたりを相手にそれなりの時間戦い続け、負けない必要があるのだ。

　実力的に劣るふたりをどうやって負けさせないで時間稼ぎが出来るか、その為ための作戦を考え、実行する必要があるんだけど、

「私がタケルと一緒にズバッとやってドカッと倒しますので花穂はその辺で見てると良いです」

「いえいえいえ、パートナー経験の長い私の方がタケルさんとのコンビネーションは良いですから、シルヴィさんはちょっと見学でもしていたらどうですか？」

「むむっ」「むむむっ」

　なぜかお互いに意地の張り合いになって、火花を散らしていた。

　間に明あ日す香かが入るよりも、花穂とシルヴィさんのふたりだけの方が相性が良いかなと思っていただけに、この展開はちょっと想定外だ。

「パートナー歴の長さは別に相性の良さの証明にはならないです。むしろ長い時間一緒にパートナーを組んでいた上で連敗記録を作ったふたりの相性はあまり良くないと言えるかもしれないです」

「ふふん、そんな過去の話をされても困ります。この前のフィフスジャッジメント、見ました？　あの決勝で私とタケルさんが見事勝利を収めたのを。誰かさんは二回戦で敗北してわんわん泣いてましたが」

「な、泣いてなんかいません！　そ、それに私の相手は宝石歌姫ビジユカンタトリスのモニカでしたから。花穂たちみたいにアーシア相手なら勝てました！　それにパートナーがタケルならモニカ相手でも勝てたと思います！」

「それはどうですかね？　アーシアちゃんたちもかなりレベルアップしてましたし簡単に勝てるような相手じゃないです。少しばかり成長したからってシルヴィさん増長しすぎです」

「それはこっちのセリフです！」

「むむむ」「むむむむ」

　ふたりでぐぐっと顔を近づけて睨にらみ合う。

　う～ん、今回の十人の中でふたりだけ宝石歌姫ビジユカンタトリスでは無いって部分が、お互いのプライドを刺激しあってマイナスの方向に働いてしまっているのか。

　どっちの方が力が上かってところで妙に張り合っちゃってるな。宝石歌姫ビジユカンタトリスは仕方ないとして、この相手だけには負けたくない的な。

　どっちが上、では無く、どっちも素晴らしい才能を持っているのになあ。だからこそ、きちんと協力さえすれば宝石歌姫ビジユカンタトリスとも渡り合える可能性があるわけで。

「た、タケルはどうなんですか!?」

「どっちの方がより優れたパートナーだと思っているんですか？」

　必死な顔で僕の方を見る。って言われても、

「僕にとってはふたりともとても大切なパートナーだと思ってますし、それぞれがそれぞれの得意分野で優れてるかなって。だから、ふたりを今回の出場選手に選んだわけですし」

「うっ」「あうっ」

　そう言った瞬間、シルヴィさんと花か穂ほは嬉うれしそうな困ったような、なんとも複雑そうな表情を浮かべて、

「そ、そういう言い方はズルいと思います！」

「そうです。タケルは卑ひ怯きようです！」

　さっきまでケンカをしていたくせに一瞬で息を揃そろえてそんなことを言ってくる。

「卑怯って言われても本当のことですから。シルヴィさんはシルヴィさんの良さがありますし、花穂は花穂の素晴らしさがある。僕はどっちの能力も最大限に引き出して、相乗効果を生み出して、そして敵の宝石歌姫ビジユカンタトリスと渡り合いたいと思ってます。だから、一緒に協力してくれると嬉しいんですけど」

　僕がそう言うと、花穂とシルヴィさんは「う～」とか「む～」とか唸うなった後、

「タケルのお願いであれば」

「協力するのはやぶさかじゃないですけど」

　多少の不満はありつつも、そう言ってくれた。

「それで、今日はどんな練習をするんですか？　シルヴィさんとコンビを組むにしても、闇やみ雲くもにやっていたら結果的にマイナスになってしまうかもしれません」

「花穂が足を引っ張る可能性がありますからね」

「それを言うんだったらシルヴィさんの方ですよー」

　そして再び「むむむ」と睨み合う。

　う～ん、このふたりのライバル心を上う手まいこと煽あおりながらも、きちんと連携できると良いんだけどな。かなりやる気があるのは間違いないし。

「大体、花か穂ほの魔法は慎みがないです。あんな変態魔法を使っている人と一緒に行動したら、私まで痴女だと思われてしまいます」

「痴女じゃないです！　どちらかと言えば淑女です！　上品です！」

　いやあ、それはさすがに無理があると思うぞ。淑女よりは圧倒的に痴女寄りだと思うし。

「だ、だいたいシルヴィさんの魔法だってアレじゃないですか！　かなりイタい感じのばっかりじゃないですか！　そ、それにシルヴィさんと一緒だと私までぺったんこに見られちゃいます」

「む、胸の話は今は関係ないです！　それを言うのは卑ひ怯きようです！　そ、そ、そ、そ、それに、私はいつまでもぺったんこじゃないですし！　こ、この前測ったら０・１ミリ成長してましたから！　この調子でいけばあっという間に五メートルですから！」

　それもさすがに無理があると思うな。それにシルヴィさんはあまり成長しない方が正直可愛かわいいと思うし──なんてことを言ったらシルヴィさんに何をされるかわからないけど。

　っていうか、

「はいはい、そこまでです。すぐにケンカをしない」

「だってシルヴィさんが、私が足を引っ張るとか痴女とか言うから！」

「花穂が私の胸に謂いわれ無き誹ひ謗ぼう中傷をするから！」

「はい、だからお互い様です。ほら、仲直りの握手」

「う～」「ふか～」

　って動物かこのふたりは。どうにかこのふたりの高いモチベーションを来武ライブの方に集中させたいんだけど。

　となると、やっぱり餌えさで釣るのが一番かな。なんか、ほぼ動物化してるし。

　とは言っても、僕の用意できる餌なんてたかが知れてるけど、それでも試してみるか。

「ええと、じゃあ、ふたりで協力して祭典で対戦相手に勝ち──いや、試合終了までの間に負けなかったら、僕がふたりに何でもご褒美をあげますから集中しましょう」

「タケルさんが」

「なんでもっ!?」

　その瞬間、ものすごい勢いで花穂とシルヴィさんが僕の方を振り向いた。

「はい。と言っても、僕が叶かなえられないようなお願いは無理ですけど。すごく高価なものとか」

「だ、大丈夫ですっ！　私は物なんておねだりしませんから。タケルさんの身体からだひとつあれば叶えられるご褒美です」

「わ、私もです。だから絶対に叶えてください」

　ふたりの瞳ひとみが熱く燃えていた。ものすごい迫力だった。一体、ふたりはどんなご褒美を想像しているのだろう？

　もしかして、ちょっと早まったかなあ？

　けど、これでふたりがやる気を出してくれたのは間違いなさそうだし、とりあえず良しとするか。

「ええと、それじゃあ練習に集中してくれますね？」

「「はい！」」

　まるで何年も一緒にコンビを組んでいるかのように、ふたりの返事が見事にぴったりとハモったのだった。
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　翌日の日中。

「それじゃあ、始めますね」

『うん。いつでも大丈夫』

　ワイヤレスのイヤホンを通して聞こえてくるメアリーさんの声に頷うなずいてから、僕は左手でコードを押さえ、アルペジオの美しい旋律を奏でた。

　専用ギターの内蔵アンプから響きだすクリーンで冬の景色を感じさせる物悲しいメロディーは、きっとメアリーさんの耳にも届いていることだろう。

　広大なフィールドをステージとした今度の戦いでは、歌姫カンタトリスと離れた状態で演奏をしなければならない状況になる可能性も十分に有り得る。

　ってことで、メアリーさんに協力してもらって、その訓練を始めてみたのだ。

　奏でるのはメアリーさんの代名詞とも言える電想劇場エレクトリカルシアターの幻創曲『ラ・ネージュ』。

　フランス語で雪を意味するその名の通り、この曲の音色は白く透き通っている。

　始めはしんしんと降り積もる雪のようにゆっくりとしたシンプルなアルペジオ。同じ旋律を幾度も繰り返す様は、降りしきる雪が大地を真っ白に染め上げていく景色を想像させる。

　そして、その音は徐々に速く、複雑に絡みあっていく。

　しんしんと降る雪に風が混じり、雪のひとつひとつが予測不可能で自由な動きをみせる。それはまるで風とダンスをするような優雅な姿だ。

　それがサビに入ると一転する。

　優雅な景色から激しく攻撃的な旋律へ。雪はただ美しいだけでなく、凶悪な牙きばを持った獣でもある。

　その冷たく無情な牙は容赦なく体温を、感覚を、そして命を奪う。

　メアリーさんの創つくり上げる白の世界。それは、美しくも過酷な世界なのだ。

『──La langue de commencer est de la neige.』

　僕の演奏にあわせて、イヤホンからメアリーさんの歌声ルーンが響いてきた。

　まるで天使のような──みたいな陳腐な表現しか僕には出来ないけど、まさにそんな歌声ルーンだ。

　高く澄んだウィスパーボイス。耳元で甘く囁ささやくようなその声は清せい楚そでありながらどこか官能的で、何度も繰り返す同じメロディーが生み出す酩めい酊てい感は、まるで麻薬のような中毒性を持っている。

　激しくではなく、一定のリズムで緩やかに揺れる身体からだ。その身体の揺れがそのまま脳の揺れに繫つながるような、メアリーさんならではの不思議な歌声ルーン。

　そしてそれを歌っているのが──本当に自分の語ご彙いの少なさに嫌になるけど──まさに天使のような姿のメアリーさんなのだ。

　淡雪のような色素の薄い髪と、それに負けないほどの白く清楚な肌。そして世界でもっとも美しいエメラルドと言っても過言ではない瞳ひとみ。

　目の前で歌っている姿が見れないのが本当に残念だ。

『──Un souhait de la seconde est seul.』

　けど、こうして聴いてみると、姉妹でもシルヴィさんとはまったく違うんだなって事を実感する。

　容姿は姉妹だけあってよく似ている。どっちも天使とか妖よう精せいとか、あるいは人形とか、そんな形容がよく似合う美少女だ。

　楽曲もよく似ている──まあ、シルヴィさんがメアリーさんに憧あこがれ、存在そのものを真ま似ねしたいと思っているくらいなのだから似るのは当然だけど。

　特にシルヴィさんの得意曲『スノーストーム』と、この『ラ・ネージュ』はアレンジ違いと言えるくらいによく似ている。

　でも、こうしてじっくり聴いてみると、似てはいるけどそれぞれにきちんと個性がある事がわかる。

　シルヴィさんの歌い方はメアリーさんを意識しているので、ウィスパーボイスのよく似た歌い方をする。

　けど、メアリーさんに比べれば無邪気で子供っぽい雰囲気がその端々に見え隠れしていた。

　洗練されていない荒削りな部分とも言えるけど、そこが逆にシルヴィさんの魅力とも言えるだろう。

　見ていて、そして聴いていて微笑ほほえましい気持ちになるのはシルヴィさんならではの特徴だからだ。

『────』

　そんな事を考えながら演奏していると、ふとイヤホンの向こうから聴こえていたメアリーさんの歌声ルーンが止まっていることに気づいた。

「あれ？　メアリーさん？」

　問いかけてみるけど、

『────』

　返事はやはりない。もしかして電波障害とか、機材トラブルとかか？

　遠距離演奏だと、やっぱりこういった問題が起こる可能性はあるよな。

「もしもし、メアリーさん、聞こえてませんか？」

　念のためもう一度声を掛けると、

『…………』

　イヤホンを通してメアリーさんのため息が聞こえた。

「あ、繫つながりました？」

『ううん、最初からずっと聞こえてる』

　少し拗すねてるような感じの声でメアリーさんが答えた。

「え？　じゃあ何で歌、止やめちゃったんですか？」

『それはタケルくんが自分の胸に手を当てて考えるべき』

　今度はわかる。なぜかメアリーさんは確実に拗ねていた。

「え、ええと、僕、何か失敗しましたかね？」

　演奏自体はちゃんと出来ていたはずだ。そりゃあ、フランスに居るメアリーさん担当の奏士トルヴエールに比べればいまいちな部分があるだろうけど、自分なりにはちゃんと弾けていたと思うし。

　もしかしたら、遠距離によるラグとかが発生しているとか？

『曲自体はちゃんと弾けていた。けど、気持ちが入ってなかったと思う』

「え？」

『正確には私の曲を演奏しながら、シルヴィのことを考えていたような気がする』

　責めるような口調。姿は見えないけど、ぷくっとほっぺを膨らませているメアリーさんの顔がすぐに脳裏に浮かんだ。

　って、確かにちょっと演奏に集中できてなかったっていうかシルヴィさんの事も考えていたけど、そんな事までわかるのか!?

『幻創曲の演奏をする時にはちゃんと相手の事だけを考えながら演奏しないとダメ。歌姫カンタトリスには奏士トルヴエールの気持ちが入ってないことくらい簡単にわかるから。それくらい、歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールの心は近いものなの』

「は、はい」

『それに今回は距離が離れていてお互いの姿が見えないのだから、なおさら演奏中は相手の事を考えないとダメ。相手の姿、動き、表情、呼吸まで全部想像して、心から相手の事を思いながら演奏しないと。そこで手を抜いたら絶対に良い演奏にはならない』

「そ、そうですね」

　確かに相手の姿が見えない分、しっかりとイメージをする事は大切そうだ。

　これは本番前の良い訓練になって──っていうか、せっかくメアリーさんに手伝って貰もらってるんだからちゃんと集中しないと！

『普段はシルヴィの事を考えていてもいい。むしろそうして欲しい。けど、私の幻創曲を演奏する時は私の事だけを考えないとダメ。他ほかの女の子の事を考えるなんて以もつての外ほか。わかった？』

「は、はい！」

　静かな迫力の篭こもった声に思わず背筋が伸びる。

『じゃあ、最初からもう一回。気を抜いてたタケルくんへの罰の意味も込めて、今日は私が満足するまで演奏して貰うから、覚悟しておいて』







　──それから、メアリーさんが満足したのは完全に日が落ちてからだった。

　体力的には大変だったけど、色々と良い経験になったし、最後のメアリーさんの顔がとても満足そうだったので良しとしよう。





　　◇◇◇






「ん、んん～」

　広い湯船に浸つかりながら大きく伸びをする。

　溜たまった一日分の疲れを癒いやすにはやっぱりお風ふ呂ろが最高だよな。

　さすが大きめの施設だけあってお風呂もちょっとした旅館くらいの広さがあり、しかも男は僕と暁あかつきさんしかいないので、ほぼ貸切状態だ。

「しっかし、これよりも大きなお風呂が自宅にあるってのはやっぱ異常だよな」

　明あ日す香かが権力と財力を駆使してマンションの隣室を丸ごと買い取った挙句、すべてをお風呂にリフォームするという離れ業をやってのけたのだ。

　風呂好きの僕としてはありがたいのだけど、この施設のお風呂を見て最初に思った感想が、ちょっと小さいかな？　だったのには衝撃を覚えた。

　──贅ぜい沢たくには慣れないようにしないと。

　なんてことを考えながら、全身を伸ばして目を閉じる。

「兄さん、湯加減の方はどう？」

「ああ、良い感じだよ」

「これで温泉だったらもっと良かったのにね」

「それはさすがに贅ぜい沢たくすぎってもんだろ。わざわざ湯船にお湯を張ってくれてるだけでもありがたいよ」

「んー、それもそうね。じゃあ、お邪魔して」

　ちゃぽん、と水音がして湯船の中の水かさが少し増えた。

　──ちゃぽん？

　あ、あれ？　慌てて目を開けると、

「やっほー、兄さん」

　明あ日す香かの満面の笑みがそこにあった。って、

「なんで明日香がここにいるんだよっ!?」

　一瞬、自分が女湯と間違えたかと思ったけど、タイルの色はちゃんと男湯の黒だ。

「なんでって兄さんと一緒にお風ふ呂ろに入りたかったからに決まってるじゃない？」

　もはや言い訳をするでも適当な理由をつけるでもなくストレートに願望を口にする。

「い、いや、入りたかったからって」

「三回」

「え？」

「約束したよね？　一週間の内、三回は一緒にお風呂に入るって」

　ピンク色の唇を軽く尖とがらせて明日香がそう言う。

「そ、それはそうだけど、でも、それは家でのことで」

「約束にそんな条項はありませんでしたー。一週間で三日は一緒にお風呂に入るって約束しかしてませんー」

　子供っぽく拗すねたような、少し甘えたような声。

　そういえば、この施設に来てからこんな風な明日香の声を聞くのは初めてだった。

　なんだかんだ言って忙しくて、あまり明日香と一緒に過ごす時間もなかったからな。

「その約束を兄さんは破るって言うの？」

　不満そうに言いながらも、明日香の瞳ひとみは懇願するような色だ。

　そんな目で見られたら約束を破るなんて当然言えるはずもなく。

「仕方ないな。約束は約束だもんな」

　とりあえず体面を保つように仕方ないなといった風に言うと、

「またまた～、本当は兄さんだって妹と一緒にお風呂入れて嬉うれしいくせにー」

　嬉しそうにふんにょりと柔らかいものを密着させてきた。

「どうだ？　久しぶりの妹の弾力は～」

「どうだ？　じゃねーよ！　っていうか、そんなにくっつくなって」

　視覚的にも感覚的にも色んな意味でヤバイから！

「んじゃ～、兄さんが離れればいいじゃない、わたしはこのまま動かないから」

　僕の二の腕のあたりを胸と胸の間に挟み込んで、肩に顎あごを乗せて上目遣いで覗のぞきこんでくる。

　ほんのりと朱に染まった顔と潤んだ瞳ひとみ。リリスのような妖よう艶えんさを持った薄桃色の唇はイタズラっぽい笑みを作っている。

　ドキドキと心臓があり得ないくらいの速度で早鐘を打つ。

　離れなきゃと思いつつも、この魅惑的な弾力と、視界に入る魅力的な裸体と、安心できる体温になかなか身体からだに力が入らない。さらに追い打ちをかけるように、

「でも、兄さんが離れちゃったら、わたしとしてはとっても寂しい気持ちになっちゃうけどさ」

　しょんぼりとした声でそんなことを言うのだ。

　僕としてはがっくりと頭こうべを垂れながら白旗をあげるしかなかった。

「あれあれ？　離れないのかな？　じゃあ、この体勢のままずっとお話しても良いよね？」

「とても会話に集中なんて出来ないけどな」

「あはは、それはそれでわたし的にはかなり満足だけど」

　そんなことを言いながら、ぎゅっと僕の身体を抱きしめてくる。

「お話するよりも、こうやって兄さん成分を吸収する方が重要だから。ああ、兄さんにくっついてると落ち着く～」

　その言葉通り、明あ日す香かが心からリラックスしたように息を漏らす。

　こっちはリラックスどころかいたる所がカチカチなんだけど！

　なんせこの施設に来てから夜も一緒に寝ていないからな。出先での特殊な環境にいると日常的な接触が出来ない分、免疫が切れかけているからより一層身体が反応してしまう──って、なんで一緒に寝たりする方に日常を感じているんだよ僕は！

　なんか、着々と明日香に調教されているような気がするぞ。

　この状況に流されまくりなのも良くないよな。とりあえず、まずはこの状況からなるべく早く脱しないと。

　こんな姿を暁あかつきさんに見られたりしたら、それはそれで気まずいし。っていうか、正直、明日香の裸を暁さんには見られたくない。

　なんて考えた瞬間、浴室のドアが開くのが見えた。

「明日香、ちょっと──」

　ヤバイかも！　暁さんが入ってきた、という僕の言葉は、

「し、失礼しますっ！」

　予想外の声音で遮られた。

　それは暁さんにしてみればかなり高い、っていうか確実に女の子の声で、混乱している僕の思考をさらに混乱させる映像が視界に飛び込んでくる。

　タオルを巻いているとは言え、その大部分は肌色。浴室に入ってきたのは花か穂ほだった。

「あ、明あ日す香かさん、こういう抜け駆けはいけないと思います！」

　羞しゆう恥ちはあるのだろう。全身はお湯に入る前からすでに真っ赤で、巻いているタオルの白とのコントラストがよく映えた。

　ってそうじゃなくて、

「な、な、なんで花穂まで男湯に入ってくるんだよっ！」

「あ、明日香さんが入ってるからです！」

「い、いや、明日香が入ってるからとかじゃなくて、こっちは男湯だから！」

「そんなのわかってますよ。ちゃんと確認しましたもん」

　そう言いつつ、ややぎこちない動きで洗い場を歩き、湯船に近づいてくる。

「いや、だったら」

「私が入ってきたらダメですか？」

「え、ええと、ダメって言うか、男湯は普通女子は禁止って言うか」

「でも明日香さんは入ってますよ？　明日香さんが良いのに私がダメな理由をきちんと納得できるよう説明してください」

　なんとかしてくれと明日香の方を向くと、明日香は困ったように視線を逸そらした。

　けど、このタイミングでお風ふ呂ろから上がるつもりは無いらしく、僕の身体からだを抱きしめる腕には力が入ったままだ。

　と言うより、さらに強く僕のことを引き寄せる。そんな明日香の仕草に、

「む」

　花穂の目が少し据わった。

「ふ～ん、明日香さんとはただ一緒にお風呂に入るだけじゃなくて、そんなに仲良くスキンシップしてると言うのに、私はダメだとか言いませんよね、タケルさん？」

　小さく首を傾かしげ、静かなのにやたらと迫力のある声で僕に問いかけながら、力強く湯船に向かって歩みを進めてくる。

　一歩、また一歩と普段よりもやや大きめの歩幅で。

　──そして、それが惨劇の始まりだった。

　湯船までの距離があと五歩くらいまで迫ったところで、

「ふにゃっ！」

　花穂の口から間の抜けた声が漏れた。

　力強く床に着地した踵かかとがツルンと滑り前方へ大きく跳ね上がる。結果、花穂の身体は後方へと流れ宙を舞う。

　たとえるならサッカーボールを思いっきり蹴けろうとして空振りし、そのまま豪快に背中から転ぶような恰かつ好こうだ。

　タオル一枚で。その下は当然全裸で。

　僕の目の前で、花か穂ほがあまりにも無防備に宙を舞った。身体からだに巻かれていたタオルも見事に舞った。そして、

「にゃんっ！」

　花穂は腰のあたりから床に落下し、猫のような声をあげた。

「あいたたたた……」

　そのままの体勢──床に仰向けのような恰好で大きく股またを開き、しかも膝ひざの立っている状態──で花穂が呻うめいた。

　僕も呻いた。僕の視線は花穂のとある一点に集中されていた。

　──ハナガサイタヨ、ハナガ、アマイミツデテカッタ、ダレモミタコトナイハナガサイテタ──

　頭の中に勝手に不気味な歌声ルーンが流れだす。そのくらい僕はパニックだった。

「って、こ、こら兄！　そ、そんなところを凝視してるんじゃない！　あとへなぽ娘！　痛みでわけがわからなくなってるんだと思うけど、今の自分の恰好をちゃんと認識しなさいやばいから！」

　明あ日す香かの声で止まっていた時間が動き出す。












「うわ、ご、ご、ごめん！」

　僕は慌てて花か穂ほから視線を逸そらし、

「ふぇ？　え？　あ、あ、あ、あ……」

　ようやく自分の恰かつ好こうを認識した花穂がすぐさま足を閉じ、その熱でなら湯船のお湯が一気に沸騰してしまうのではないかと思えるくらいに顔を真っ赤に染めると、

「ぎゃあああああああああああああああああああああ」

　まさに断末魔という叫び声を浴室に響かせたのだった。





　　◇◇◇






　──それからも特訓の日々は続き、いよいよ迎えた祭典前日の夜。

　僕たちは全員食堂に集まっていた。

「まあ、上う手まいこと事が運べるかどうかは置いておいて、明日のこちら側が理想とするマッチアップと大まかな作戦を伝えたいと思う」

　食後のコーヒーを一口飲んだ後、そのカップをテーブルに置き、暁あかつきさんが作戦会議の口火を切る。

「作戦、と言いますと？」

　リアーナさんがそう続いた。

「この前タケルくんとは話をしたんだが、今回はすべての戦いに勝つことを目的とせず、確実に三勝することを目指す形で祭典に挑みたいと思う」

「つまり、最初からふたりを捨すて駒ごまにするってことでしょ？」

「言い方が悪いな、明あ日す香かくん。捨て駒にするんじゃなくて、意図的なミスマッチを作り出して、敗北も戦略的布石として組み込むってことだよ」

「はいはい、そんな言葉遊びはどうでも良いから。ま、そういう作戦を取ることもあるってのは当然わたしたちも理解してるし」

　明日香の言葉に他ほかの五人の歌姫カンタトリスも頷うなずく。

　プライドの高そうなリアーナさんやクレアさんでさえ、そこに対する不満は無さそうだった。この辺の意識の高さはさすが国を代表する歌姫カンタトリスだ。

「で、その為ためのへなぽ娘＆ぺったん娘の特訓だったってわけか」

　さすが明日香、頭の回転が早い。すでにどんなマッチアップを考えているのか、予測がついているみたいだな。

「では、私が勝敗に影響を及ぼさない足止め役をすると言うことですね？」

　静かな口調でクレアさんがそう言うと、

「で、アタッカーがわたしと」

「私もだと思う」

「当然、私もですわね」

　明あ日す香か、メアリーさん、リアーナさんが続く。

　ほんと、宝石歌姫ビジユカンタトリスの皆さんは察しが良すぎてちょっと怖い。

「えっ？　えっ？　えっ？」

「ど、どういう事ですか？」

　取り乱している花か穂ほとシルヴィさんが居てくれて本当に良かったよ。僕も間違いなくそっち側の人間だから、ふたりを見ていると安心する。

「要するにあんた達へなぽ娘ぺったん娘コンビが捨すて駒ごまってわけ」

「「え、ええー！」」

　見事にシンクロして驚く花穂とシルヴィさん。息がピッタリだ。意外と特訓の成果が出ているのかもしれない。

「歌姫カンタトリスとしての実力を考えれば別に驚くような事じゃない」

「そ、それはそうかもしれないですけど、冷静な声で当然のように言われるとちょっと凹へこみます」

「そ、そうです！　お姉ちゃんももっと別の言い方があるはずです。可愛かわいい妹にかける言葉として冷たすぎます！」

　花穂とシルヴィさんがその言葉通り、ちょっとしょんぼりした表情を浮かべた。

　まあ、自分が最初から捨て駒要員だって言われたら、実力的に劣っているのが分かっていたとしても、がっかりして当然だもんな。

「なんだったらわたしがその役割、替わってあげようか？」

　落ち込むふたりに明日香が声をかける。

「良いんですか？」

「ええ、わたしは構わないわよ。必ず相手に勝利しなきゃならないってプレッシャーからも解放されるわけだし、何よりも──」

　ちらりと僕の方を見て、

「優先的に兄さんの演奏が受けられるわけだしね。思いっきりオイシイポジションじゃない」

「「ん？」」

　首を傾かしげるふたりに明日香はわざとらしくため息を吐ついてから言葉を続けた。

「作戦上、捨て駒とは言え、簡単に負けることは許されないの。最終的に負けてもいいけど、他ほかの決着がつくくらいまでは粘ってもらわないと、戦局的に圧倒的に不利になるからね。だから、一昨日辺りから兄さん、あんた達ふたりとの演奏時間を優先的に取ってたでしょ？　ミスマッチ狙ねらいなんだから通常に戦えばあんた達ふたりが不利になるのは当然。その不利な状態で簡単に負けないようにするにはどうすれば良いか。導き出される答えは奏士トルヴエールを優先的に付けるってこと。理解できた？」

「「お、おおぉ」」

　感嘆の声をあげる花か穂ほとシルヴィさん。ほんと、安心するなあ、ふたりの庶民的なリアクションは。

　シルヴィさん風にドラゴ○ボールでたとえるなら、ヤム○ャと○ャオズのコンビって感じだ。

「で、そんなオイシイ役どころが嫌だって言うんだったら、わたしが喜んで替わってあげるけど？　むしろ替わって欲しいくらいだわ」

　そして明あ日す香かのこのやり口は上う手まい。

　普通に考えればやっぱり捨すて駒ごま的ポジションは脇わき役やくだし不満が出ても当然の役割だ。

　けどそのメリットを語った上で、自分もそこに惹ひかれているとアピールする。

　ＩＣＣランキング三位であり宝石歌姫ビジユカンタトリスでもある明日香がそう言うのであれば、花穂とシルヴィさんのリアクションは予想出来たもので、

「わ、私、喜んで捨て駒やります！」

「私だってやってあげます！」

　ま、こうなるよな。

　むんっ、と気合いを入れるふたりに暁あかつきさんが苦笑しながら言葉を続けた。

「じゃ、配置に関してはこんな感じで良いかな。どのポジションも勝利のためには重要な役割なのは間違いないのだから、全力で取り組んでほしい。で、相手あっての事なんで、実際にどうなるかは当日を迎えてみるまでわからないけど、こちらの理想的なマッチアップを考えておこうと思う」

　歌姫カンタトリス同士の戦いには相性というものが大きな要素として絡んでくる。

　特に今回の宝石歌姫ビジユカンタトリス同士のような実力の拮きつ抗こうした相手との戦いでは、その重要性は非常に高いので、相性の良い相手とマッチング出来るように進められたら大きな効果を生むだろう。

「そうだな、まずはクレアから──」

「私はモニカを抑えます」

　暁さんの言葉が終わる前にクレアさんが即答した。

「モニカの攻撃能力は全宝石歌姫ビジユカンタトリスの中でも随一。特に今回は楽曲制限が無いので、同じ幻創曲を何度も使用することが出来ます。彼女の高速、高火力の魔法を防ぎきる事は私にしか出来ないでしょう」

　自負の篭こもった声でそう言う。

「確かに楽曲の連続使用制限ルールで一番割を食っているって言われてるのはモニカだからな。その制限が無くなった時の破壊力は侮れないものがあるよなあ」

　モニカさんの魔法の怖さは、飛び抜けた破壊力もそうだけど、一曲あたり六秒という発動までの時間の圧倒的短さにあると言っても過言ではないだろう。

　もちろん他ほかの歌姫カンタトリスも六秒で魔法を発現させることは可能だ。けど、それは不完全な状態での発現となり、魔法の精度は大きく低下してしまう。

　けど、モニカさんの魔法は六秒で完成するのだ。まともに撃ち合ったらまず勝ち目はない。

　楽曲制限のある大会であれば全部で十曲防ぎきれば良いのだが、今回はそれでは勝てない。モニカさんの体力切れまで粘るか、攻撃して倒すまでその魔法が途切れないのだ。

　確かに、これを防ぎきれるのは防御に関しては随一と呼ばれるクレアさんしかいないかもしれない。

「けど、クレアなら確実に最後まで防ぎきれると言えるのかな？　今回、クレアに課せられた使命は最後まで絶対に敗北しないことだ。その使命をやり遂げられると自信を持って言えるかな？」

「東雲しののめ暁あかつき、その言葉は私に対する侮辱として受け取りますがよろしいですか？　私は女王陛下を守るための盾。私の防御を貫けるものなどこの世界には存在しません」

　クレアさんは清流のごとく澄んだ声音でそう断言した後、

「いえ、神かん凪なぎタケルの剛直以外に存在しません」

　って、なぜ言い直したっ！　しかも意味がよくわからないしっ！

「おい、兄、どういうことだ？」

　すぐさま隣に座る明あ日す香かが反応する。光をなくしたジト目で僕を睨にらんできた。

「どういうことって僕の方が──って、い、痛っ！　あ、明日香、痛いから、足っ！　ぐりぐりしないで！」

「誤魔化さないで正直に答えなさい。どうして永遠の処女とか鉄壁の聖女とか言われているクレアが兄さんの剛直にだけは貫かれるみたいなことを言ったのかしら？」

「「「「…………」」」」

　他にも無言の圧力が四方八方から浴びせかけられる。

「い、いや、ほんと別に特別なことをした覚えは無いんだって。ただ、みんなと同じ様に毎日一緒に演奏しているだけで。ですよね、クレアさん？」

「はい、そうです。毎日、タケルの激しいもので私のお腹なかをずんずん突かれています」

　赤くなった頰ほおに手を当てて、もじもじしながらクレアさんがそう言った。少し夢心地のような表情だった。

「おい兄。お腹をずんずんってなんだ？　演奏ってどんな楽器を演奏してるんだ？　何を楽器にしてどんな声で鳴かせてるんだ？」

「ギ、ギターだよ！　いつもと同じギターだよ。ただ、クレアさんにとって僕の演奏はちょっと特別みたいで、他ほかの奏士トルヴエールと違ってなんか身体からだに響いてくるって」

「ふ～ん、演奏が特別、ねえ？」

「身体に響いてくる、ですかあ？」

「う、うん」

　みんなの視線が妙に痛いけど、本当の事なんだってば！

　一緒に演奏した後、クレアさんの顔がぽーっと火照って、熱い吐息を吐いているのを見ると、ちょっとイケナイ感じの気分になってしまうのは否定出来ないけど。

「ま、わかりました。今は作戦会議中なので、その件の追及と検証に関しては後ほどゆっくりやるとしましょう」

　明あ日す香かの言葉に花か穂ほやシルヴィさんたちがうんうんと頷うなずく。

　って、追及はともかく、検証って何をするつもりなんだよ！

　そんな僕達を見て暁あかつきさんは苦笑しながら、話題を元に戻した。

「で、次はアタッカー陣だけど」

　暁さんが明日香、メアリーさん、リアーナさんを見る。

「前の大会を見るに、明日香くんはアナスタシアとの相性が非常に良いみたいだが」

　ペガサスやドラゴンなどの幻想世界の動物だけでなく神までをも創つくり出すアナスタシアさんは紛れもなく強敵だ。

　けど、そのアナスタシアさんに対して明日香は絶対的な相性の良さを持っている。

　それを考慮すればアナスタシアさんには明日香を当てるのが定石だけど、

「わたしはお母かあさんと戦うわよ」

　明日香は何の迷いも無くそう言った。それが自分の権利だとばかりに。

「確かにアナスタシアとは二回戦っているし、やりやすい相手だと思う。けど、わたしは最初からお母さんと戦うことしか考えてないから」

「う～ん、となるとアナスタシアの相手を誰だれにしてもらうかって話になるわけだが。あいつは竜に乗ることで自由に空を行き来できるからな。なるべく早い段階で何とかしておきたいんだよな」

　暁さんの中ではアナスタシアさんの相手は明日香と決めていた部分があるのだろう。

　少し困った顔をして腕を組んだ。

「なら、私がアナスタシアを引き受けてあげてもよろしいわよ。今回は『ラ・カンタトリス』とどちらが上なのか決着をつけてさしあげようと思っていましたけど、『深雪の妖よう精せい』と手合わせしてみるのも面白そうですからね。私、あの子と一度も戦ったことがありませんから」

　リアーナさんが好戦的な笑みを浮かべながらそう言った。その表情にはどこまでも自信が溢あふれている。

　誰だれが相手だろうと自分が負けることなど決して無いと、みんなにそう思わせる自信が漲みなぎっていた。

「じゃあアナスタシアの相手はリアーナにお願いすることにしよう。これでモニカ、アナスタシア、そしてヒミコの相手が決定と。残りは貂ちよう蟬せん、ナスターシャ、そしてうちの妹か。単体で一番与くみし易やすいのはナスターシャだけど」

　勝ちにいくことを目指すのであればメアリーさんがナスターシャさんと対たい峙じするのが一番確率が高いと言うわけか。

「でも、シルヴィと山やまの辺べさんは極力コンビを組んで戦わせたい。タケルくんの同時演奏を最大限のメリットとして利用したいから。つまり、相手もコンビを組むような形に持ち込む必要がある。違う？」

「ああ、そうだ」

　メアリーさんの問いかけに暁あかつきさんが頷うなずく。

「であれば、東雲しののめ詩し乃のと貂蟬のコンビはタケルくんが付いているとは言えふたりには少し荷が重いと思う」

　ＩＣＣランキング一位の学院長はもちろんランク五位の貂蟬さんだってふたりにとっては格上の存在だ。

　唯一、ナスターシャさんが人形軍団を率いてなく、ひとりの状態であれば対等に渡り合える、がお互いの力関係だろう。

　であれば、メアリーさんの言うとおり学院長と貂蟬さんのコンビは非常に危険な組み合わせだった。

「かと言って、東雲詩乃の相手は私ではちょっと厳しい。だから、私は貂蟬を相手にしたいと思う」

「なるほど。でもうちの妹の相手がこのふたりで大丈夫か？」

　能力的に言えば相手側で一番の実力者は世界ランクが示す通り学院長だろう。その学院長の相手が宝石歌姫ビジユカンタトリスで無いふたりだとすると、確かに不安だ。けど、

「そこが逆にこっちに有利に働くと思う」

　メアリーさんはいつも通り淡々と、でも、微かに自信ありげに言った。

「東雲詩乃は何だかんだ言って身内に甘い。その優しさは美徳ではあるけれど、戦いの場においては大きなウィークポイントになる。そして山辺さんとシルヴィは彼女の生徒。表向きは気にしていないようでも、対峙すれば必ずどこかに迷いが出る」

「なるほどね。確かにうちのはその辺の割り切りは下手だからなあ。逆にこっちが山辺くんとシルヴィってのが武器になるわけか」

　暁さんは考えるように目を閉じて何回か頷いた後、

「よし。じゃあ、基本その形でいこう。ま、最初に言ったとおり相手あっての事だし、今回の来武ライブはフィールドを自由に動き回る形式だから中々思惑通りには進まないと思うけど、なるべくこのマッチアップになるように心がけてくれ。最終的な細かな調整は明日の来武ライブ開始三十分前に行う。それまでは各自、ゆっくり休んで明日の英気を養っておくように。以上、解散！」





　　◇◇◇






「神かん凪なぎタケル」

　お風ふ呂ろ上がり、廊下を歩いていると珍しい人から声を掛けられた。

「あ、クレアさん」

　クレアさんもお風呂上がりなのか、いつも結んである髪は解かれ、そしてしっとりと濡ぬれていた。

　肌もやや赤みがかっていて、普段とは違う色気があって思わず心臓が跳ねてしまう。

「少し時間を貰もらってもいいですか？」

　そう言ってクレアさんが小さく首を傾かしげる。

　クレアさんの方から誘ってくるなんて珍しいな。と言うか、多分初めてのことだと思う。僕は少し緊張しながら、

「え、ええ、大丈夫です」

　と答えると、クレアさんは小さく頷うなずいて、

「ではロビーラウンジへ行きましょう。私が誘ったのですから、何か飲み物をご馳ち走そうします」

　穏やかに微笑ほほえんだ。







「このお風呂の後に牛乳を飲むという文化はなかなか良いものですね」

　クレアさんが自販機になぜかラインナップされていた瓶の牛乳を一気に飲み干して、満足そうな表情を浮かべる。

　きっと明あ日す香かか花か穂ほあたりが教えたのだろう。日に本ほんではお風呂あがりに瓶の牛乳を飲むのが一般的な行為だと。

　クレアさん、素直というか、かなり世間知らずな部分があるから大抵のことはそのまま信じてしまいそうだし。

「そういえば、イギリスって牛乳飲んだりするんですか？」

「もちろんです。ミルクマンと呼ばれる方々が毎朝新鮮な牛乳を届けてくれますし、牛乳は紅茶を飲む上で欠かすことが出来ませんから」

「ああ、なるほど」

　さすがは紅茶の国だけある。

「日に本ほんの様々なところで食事をし、全体のクオリティの高さに驚きましたが紅茶だけはいまいちでしたね。紅茶はやはりイギリスで飲むのが最高です」

　そして誇らしげに胸を張り自慢顔をする。

　やっぱり自分の国の方が優れているってものがあると嬉うれしいんだろうな。

　僕もテレビで、日本製の道具とかが海外で絶賛されている番組とかを見ると妙に嬉しく誇らしい気持ちになるし。

「やっぱりイギリスの紅茶は違いますか？」

「ええ、もちろんです。今回の祭典が終わったら、イギリスに遊びに来てください。この前のお礼に今度は私が貴方あなたを案内してあげます」

「おお、それは楽しみですね」

　先々月に行われたビッグベントーナメントは参加してないからな。ちょうど花か穂ほとの特訓期間だったし。

　だから、今まで一度もイギリスに行ったことは無い。ので、ちょっと楽しみだ。

「本場の紅茶の味を貴方に堪たん能のうさせてあげます」

　やっぱり誇らしげに言うクレアさんが微笑ほほえましくて、少し頰ほおが緩んでしまう。

「じゃあ、そのためにも明日、絶対に勝たないとですね」

　何の憂いもなくイギリス観光を満喫するには、何よりも明日の祭典で勝利することが重要だ。

「当然です。私の辞書の中に敗北という文字はありませんから」

　フランスの偉人みたいなことを言った。

「それで明日、貴方と一緒に演奏する事はないでしょうから、激励だけでもしておこうと思いまして」

　どうやら、それが僕を誘った理由みたいだ。

「そうですね。クレアさんとは一緒に演奏は出来ないんですね」

　明日の来武ライブは前半では花穂とシルヴィさんが負けないようにふたりを、そして勝負どころでは明あ日す香か、メアリーさん、リアーナさんの三人の演奏をすることになる。

「それはちょっと残念です」

　せっかくクレアさんの楽譜スコアを読み込んで、セッションを重ねてきたのだ。

　今回を逃せば、日本所属の僕とイギリスの宝石歌姫ビジユカンタトリスであるクレアさんが一緒に演奏する機会が来ることは、ほぼあり得ないだろう。

　そう考えると、すごくもったいないような気がしてしまう。

「…………」

　そんな僕の顔を、クレアさんがじっと見つめていた。

「え、ええと、どうしました？」

　美しさと神聖さを身に纏まとうクレアさんにじっと見つめられると、なんとなく足元がふわふわした感じがしてしまう。

「神かん凪なぎタケルは私と一緒に演奏できなくて残念なのですね？」

　真剣みを帯びた視線のまま問いかけてくる。

「はい。クレアさんとの演奏は勉強になる事もたくさんありますし、楽しいですから」

　今回、色んな歌姫カンタトリスと一緒に練習してみて実感したけど、それぞれの歌姫カンタトリスにはそれぞれの特徴があり、スタンスがあり、癖があり、ただ一緒に演奏しているだけでもかなり楽しい。

　クレアさんみたいな完全に防御特化の歌姫カンタトリスは他ほかには居ないので、かなり新鮮で面白かった。

「そ、そうですか。貴方あなたも楽しいのですね」

　クレアさんが髪の先を右手の親指と人差し指で摘つまみながらそう言って、

「それならいいです」

　少しはにかんだように続けた。

「明日、頑張ってください。私も闘いながら応援しています」

「はい、ありがとうございます。クレアさんも頑張ってください。ある意味、一番大変な仕事をお願いしちゃってると思うので」

「私の方は問題ありません。相手がモニカ・フェリッリですから、手の内も全すべて把握しています」

「ただ、さっきの会議でもちょっと話題に出ましたけど今回のルール、モニカさんにとってはプラスに働くことが多いですから」

「それなら私もさっき言った事をもう一度言います。それは私に対する侮辱として受け取りますがよろしいですか？」

　クレアさんの瞳ひとみに強い色が浮かぶ。絶対的な防御力を持っている宝石歌姫ビジユカンタトリスであるという矜きよう持じの表れなのだろう。

「いえ、クレアさんの能力の高さは十分に理解してますから、侮辱なんて絶対にしません。ただ心配なだけで」

「心配、ですか」

　クレアさんはその言葉の意味を咀そ嚼しやくするように何回か反はん芻すうしてから、

「大丈夫です。私なりに何度も冷静に計算した上での判断ですから。時間内に私がモニカに敗北するという可能性は限りなくゼロに近いです」

　僕を安心させるような穏やかな声でそう言った。

「しかし、そうですね。では、仮に私がモニカに敗北しそうになったとして、その時貴方あなたが私の奏士トルヴエールだったとしたらどう立て直しますか？」

　そして、今度は少しいたずらっぽく、僕を試すような口調で訊きいてくる。ゲームとして楽しむように。

「そうですね」

　僕は少し考えてから言葉を続けた。

「僕だったら攻めてみますかね。クレアさんの楽曲と過去映像、全部見させてもらいましたけど、実戦で一度も使っていない攻撃系の魔法が結構あるじゃないですか。あれ、いきなり使ったらかなり効果的だと思いますよ。攻撃は最大の防御、なんて言ったりしますからね」

「なるほど、攻めるですか」

　クレアさんは視線を天井に向けて考えるような素振りをすると、

「では、もし、いつかそのような機会があったら試してみるとしましょう」

　一応、僕に気を遣うようにそう頷うなずいたのだった。





　　◇◇◇






　なんとなく予感があって、夜の屋上へとあがってみた。

　日に本ほんよりもかなり南に位置するこの島は十二月でも比較的暖かいが、夜になればそれなりに涼しく心地良い気温となる。

　淡い月明かりの下、そんな心地よい風に髪をなびかせて明あ日す香かが立っていた。

　ぼんやりと眼下に広がる海を眺めている。

「やっぱ兄妹きようだいだな。なんとなく明日香がいそうだなって思って来てみたら、本当にいたよ」

　その背中に声を掛けると、くるりと明日香が振り返る。そして嬉うれしさと不満さの混じった複雑な笑みを浮かべた。

「わたしのことを見つけてくれたことに関しては百点満点だけど、そこで兄妹って言っちゃうのは減点かな」

「兄妹じゃなかったらなんて言うんだよ」

「たとえば、恋人？」

　可愛かわいらしく首を傾かしげて、そんな風に言う。

　仕草から表情から声音から、我が妹ながら完かん璧ぺきで思わず頷いてしまいたくなる魅力がそこにあった。

「……恋人じゃないし」

「あー、今ちょっと間があったー」

「いきなりそんなこと言うからリアクションに迷ったんだよ」

「へ～ほ～ふ～ん、なるほどなるほど。リアクションに迷ったですか～」

　楽しそうにつかつかと僕の方へ近づいて来て、

「けど本当のところは、もうちょっとで明あ日す香かさんの魅力にメロメロになってしまいそうになったから、思わず反応に困ってしまったって事ですね？」

　その距離を限りなくゼロに近いところまで縮めて、明日香が笑みを浮かべて僕の顔を覗のぞきこんでくる。

　ったく、本当に反応に困っているのは今この瞬間だっての。

　悔しいことに、確かにもうちょっとでメロメロになってしまいそうなくらいに、明日香の笑顔は魅惑的だったから。

　僕は自分の気持ちを落ち着かせるようにひとつ息を吐いて、それから屋上の端にあるフェンス近くまで移動した。

　背中越しに明日香が付いて来る気配を感じながら。

　フェンスの向こうに見えるのは明日の来武ライブ会場になる広大な森林。明日、ここですべてが決まるのだと思うと、不安と興奮が入り混じったような感情がこみ上げてくる。

　どちらかと言えば不安の方が大きい。

　なんせ、明日の来武ライブに懸かっているのはまさに世界の運命とも呼べるような大きなものなのだから。

　この島に来てからは上の方針からか、意図的に外部の情報は遮断されていた。

　けど世界中のメディアで様々なニュースが流れ、記事が書かれ、ものすごく注目を集めているのは間違いない。

　プレッシャーを感じないわけなんて無かった。

　そして僕なんかよりも、実際にメインとなって戦う歌姫カンタトリスの方が確実に大きなプレッシャーを感じているだろう。

「ん？　なになに？　そんなに深刻な顔しちゃって、兄さん、もしかして緊張してる？」

　少し重くなりかけた空気を明日香が明るい声で茶化す。僕の緊張を解きほぐすように。

　けど、僕にはわかってしまう。なんせ、明日香と一緒に過ごした時間は世界中の誰だれよりも長いんだから。

「そうだな。明日香と同じくらいには緊張してるかな？」

　僕がそう返すと、明日香は一瞬驚いたように目を見開いてから、子供っぽく頰ほおを膨らませる。

「わたしは別に緊張なんてしてませんー。なんせ世界ランク三位の日に本ほんが誇る宝石歌姫ビジユカンタトリスですから。いちいち来武ライブの前日に緊張なんてしないよ」

　表向きはいつも通り、自信に溢あふれ余裕のある明あ日す香かだ。けど、やっぱりその口元はほんの少しだけぎこちない。

　とは言え、普通に言ったら絶対に認めないだろう。そこがまた明日香が明日香たる所以ゆえんだから。だから、こっちも茶化す。

「そっか、緊張していないのか。もし緊張してるようなら、僕がその緊張を和らげてあげるために何かしてあげたいなって思ったんだけど」

「や、和らげるって、な、何をしてくれるの!?」

　一瞬にして明日香が食いつく。

「何って、緊張してないんだから気にすることないだろ？」

「そ、それはそうだけど、兄さんにそういう事言われたら気になるじゃない」

　むー、と唸うなりながらじっと僕の顔を見つめてくる。

「そうだなあ、たとえば抱きしめながら頭を撫なでて──」

「じ、実はすっごく緊張してたの！　緊張で夜も眠れないくらい。だから、緊張を紛らわせるためにこんな時間にわざわざ夜風にあたりに来ちゃったりしちゃったし！」

　慌ててそう言いつつ、明日香が僕に向かって両腕を差し出してくる。さあ、今すぐ抱っこして！　みたいな感じで。

　現金というか素直というか。そんな明日香の仕草に思わず笑みが溢れる。

　そして、僕は明日香の身体からだをしっかりと抱きしめた。

「あっ……」

　胸の中で明日香の息が漏れて、それはすぐに「んふふ」というくすぐったい笑い声に変わった。

「やっぱ落ち着くなあ。兄さんとくっついてると。兄さんもそうでしょ？」

　悪戯いたずら心が半分、そして願望が半分くらい混じりあった声で明日香が訊きいてくる。

「まあ、否定はしないかな」

「なら肯定だね。じゃあ、もっと落ち着かせてあげる」

　明日香が僕の背中に手を回してぎゅっと引き寄せた。抱き合っていた身体同士がさらに密着される。

　って、ここまでくっつかれると落ち着くどころか逆に緊張するんだけど。

　そんな僕の心を読んでか、僕を見上げる明日香の笑みは少し小悪魔っぽい。わざと自分の身体の柔らかい部分を押し当てているのがよくわかる表情だ。

　そして、それがわかっていても、色んな意味で緊張してしまうのが男ってヤツなのである。

「で、次は頭をなでなでしてくれるんだっけ？」

　思いっきり甘えるように、そう言いながら僕の胸に頰ほおをくっつける。そして、早く撫でろとアピールするように後ろに回した手で僕の背中をさすってきた。

　僕は苦笑しながら明あ日す香かの頭に手のひらを乗せる。そして、ゆっくりと頭を撫なでた。

　柔らかな髪の毛が手のひらに擦れてちょっと気持ちいい。

　明日香も僕の胸に顔を埋うずめたまま、気持ち良さそうに鼻を鳴らした。こうしていると、なんか気まぐれな猫をあやしているみたいだ。

「で、明日、ちゃんとやれそうか？」

「当然。わたしは姫ひめ咲さき明日香なんだから、どんな事だってちゃんとやってみせるわよ。こんな世紀の一戦くらい、どうってことないし」

　言葉はどこまでも力強く、しかしその肩は小さく震えていて。

　明日香はどこまでいってもやっぱり明日香で──、

「そうだな。明日香だったらどんな事でも上う手まくやっちゃうよな。なんせ僕の自慢の妹なんだし」

　どこまでも自慢の妹だった。

「う～ん、自慢のって言ってくれたことに関しては百点満点だけど、その後に妹って続けちゃうところが減点かな」

「妹じゃなかったらなんて言うんだよ？」

「当然、恋人じゃない？」

　くすぐったいようなやり取りの繰り返し。

　この腕の中にいるしたたかで輝いていて、でもその身体からだは普通の女の子と何も変わらない小さくて華きや奢しやなもので、本当は結構強がっている大切な妹に素直な気持ちを告げる。

「そうだな。恋人は言い過ぎだけど、今の僕にとって明日香は一番大切な女の子かな」

「わっ」

　明日香にしては珍しく、素のままの声が漏れた。

　そしてその身体を小さく震わせ、僕の胸に思いっきり顔を押し付けた。「わわー」とか小さな声で言ってる。

「明日香？」

「す、少しの間、黙ってて。今、兄さんが言ってくれた言葉を一生忘れないように胸に焼きつけているところだから」

　よくよく見てみると、髪の隙すき間まから見えるうなじが月明かりの下でも真っ赤に染まっているのがわかった。

「それに、さすがに今の顔は緩みきってて兄さんにも見せられないから、そのまま動かないでわたしのことぎゅっとし続けてて」

「うん、わかった」

　それから僕と明日香は暫しばらくの間、お互いの体温を交換し続けた。

　明日の決戦に向けての準備は万端だった。






３章　─正義と悪と─









「ん、んんっ……」

　左腕にかかる程よい重みと耳元をくすぐる吐息で目が覚めた。

　ぼんやりと滲にじんだ視界が徐々にクリアになっていき、この一週間で少しだけ慣れた天井がはっきりと目に映る。

「こうやって朝一でこの天井を見るのも今日で最後か」

　あと六時間ほど経たてば祭典が開始される。

　祭典での結果がどうなるにしろ、僕達を取り巻く環境は大きく変化してしまうだろう。

　なんてことを考えていると、

「んん……」

　再び、僕の耳を悩ましい声と共に熱い息がくすぐった。

　そして、左の二の腕のあたりに、ふにょりと気持ちのよい感触があるのに気がつく。

　左側に身体からだを傾けると、そこには僕の左腕に密着するようにして無防備な寝顔を浮かべた明あ日す香かがいた。

　寝乱れてパジャマの胸元が大きく開き、発育の良い胸の谷間が覗のぞいている。張りがあるからノーブラで寝ていても形くずれしないんだなあ──じゃなくて、

「とりあえず起きろ」

　明日香の柔らかい頰ほおを指先でツンツンすると、何回か嫌がるように顔を動かした後、仕方なくといった感じでゆっくりまぶたを開いた。

「おはよ、兄さん」

「ああ、おはよ──ってそうじゃなくて、なんで明日香がここにいるんだよ？」

「なんでって、そんなの兄さんと一緒に寝たかったからに決まってるじゃない。こっちに来てからはずっとひとりだったし」

　明日香は拗すねたように唇を尖とがらしたまま続ける。

「それに、昨夜あんなことを言われて、ぎゅってされたら簡単に眠れるわけないじゃない。けど、大切な決戦に寝不足で挑むわけにはいかないって思って」

「僕の部屋にやってきたと」

「うん。兄さんと一緒だったらぐっすり眠れると思って。予想通りぐっすりだったよ」

　そう言って笑みを浮かべる明日香の顔色はすごく良い。きちんと睡眠をとれた結果なんだろうけど、

「そもそもどうやって僕の部屋に入ってきたんだ？　鍵かぎ、かかってたよね？」

「そ、それは、わたしの兄さんと一緒に寝たいって想おもいが鍵の持つ力を軽く上回ったっていうか」

　明あ日す香かが視線を逸そらしながら誤魔化すように言う。

「鍵の持つ力を上回ったって……」

　ドアの方に視線を向けてみると、ドアノブの周辺がサクッと破壊されていた。

「お前、魔法使ったな？」

「だ、だってー、わたしと兄さんを隔てようとする生意気な鍵が悪いんだもん」

　だもん、とか可愛かわいらしく言うし。けど、思いっきり甘えん坊モードになっている明日香はやっぱり可愛かった。

　思わず苦笑とため息が溢こぼれる。

「ったく、しょうがないな。あれ、あとで暁あかつきさんに謝っておけよ」

「うん。ちゃんと弁償もするし」

「っていうか、だったら最初から僕の事を起こせば良かったのに」

　そうすれば、わざわざドアを壊さなくても部屋に入れたのに。

「だって、一緒に寝てって言ったら兄さんダメって言うかもしんないし」

「まあ、基本的にはそう言うだろうな」

　僕の安眠と精神衛生上の安定のために。

「けど、これは本当に褒められた事じゃないけどさ、僕が明日香のお願いを断れた事があるか？」

　って口に出してみたら本当に褒められた事じゃないな。情けなさが大炸さく裂れつだ。

「う～ん、折衷案を出された事はたくさんあるけど、基本的には無いよね」

　嬉うれしそうに明日香が続ける。

「なんたって兄さんは実の妹が大好きなシスコンやろーだもんね。可愛い妹の頼みは基本的には断れないもんね」

「そういう事を心から嬉しそうに言う妹の方も相当アレだけどな」

「まあ、だって嬉しいし」

　そして明日香は仰向けに寝ている僕の身体からだに覆いかぶさって、僕の首筋に顔を埋うずめる。

「って、それはやりすぎだから！」

「いいじゃない、朝なんだし」

「朝なんだしの意味が全然わからないから！」

「朝は一日の始まり。今日一日頑張るぞってエネルギーを蓄える必要があるのです。そして、わたしの今日は相当に過酷な一日になることが予想されます。だから今日一日全力を出し続けられるように、いつもよりもさらに膨大なエネルギーを蓄える必要があるのはわかりますね？」

　何な故ぜかドヤ顔を浮かべながら、

「わたしにとっての一番のエネルギーは兄さんとのスキンシップから得られるのです。だから、この体勢も朝だから仕方ないよね？」

　まったく、無茶苦茶な理論展開だった。

　けど、さっきも言ったとおり、大抵の明あ日す香かのお願いを僕は断る事が出来ない。

　明日香は僕にとってとても大切な女の子で、最初から最後までいつだって僕の味方でいてくれる存在で、だから僕もどんな時だって明日香の味方でいたいと思う。

　僕が諦あきらめたように両手を軽く上げると、

「あーそうそう、そういえばさっきからずっと当たってるんだけど、兄さんのアレ、かなりアレだね。兄さんだってエネルギー蓄えてるんじゃん。ビンビンじゃん？」

　明日香はにんまりと笑いながら、そんな余計なことを言った。

　確かに僕の胸板に押し当てられ、大きく形を変えている胸の弾力とか、一体何を食べればそんなにいい香りになるんだろうと思ってしまう甘い匂においとか、時折唇を舐なめる綺き麗れいなピンク色の舌とか、めちゃめちゃ興奮する要因はたくさんあるけれど、けど、これの一番の要因は、

「こっちこそ朝なんだから仕方ないだろ！」












　僕はそう叫ぶことしか出来なかった。





　　◇◇◇






　そして祭典開始時間を間近に控え、僕達は最後の打ち合わせをするためにステージの両端に設置されたベースキャンプへと集合していた。

　ベースキャンプの机の上には一台のＰＣが設置されている。暁あかつきさんがそのＰＣを操作しながら呟つぶやいた。

「どうやらステージの様々なところに設置されたカメラからの映像がコイツに送られてくるらしい。こうして見ると、かなりのカメラが用意されているみたいだな」

　僕達も覗のぞきこんでみると、ディスプレイ中央の大きなウインドウにはステージ全体のマップ。その両端に一から六の数字が書かれた円形のマークがそれぞれ六つずつ集まっていた。

　これが歌姫カンタトリスたちの現在位置を表しているのだろう。

　画面右上には１：リアーナ・ライムス、２：姫ひめ咲さき明あ日す香かなど、左上には１：姫咲ヒミコ、２：東雲しののめ詩し乃のなどの両陣営の歌姫カンタトリスの名前とそれに対応した番号が表示されている。

　これでステージ上のどこに誰だれが居るってのがすぐに分かるってことだ。

　さらにたくさんの小さなウインドウが開いており、ステージの様々な場所の映像がリアルタイムで表示されている。

　ヘリからの空撮映像もあるので、テレビ放送もこのシステムを元に行われるってことかな。

「基本的にはこの画面を見つつ、俺がみんなにイヤホンを通して情報を伝え、指示を出していく事になると思う」

「これで、こっちの思い通りのマッチアップが出来るように動くって事ですね？」

　敵の歌姫カンタトリスの動きもリアルタイムでわかるため、上う手まいこと移動すれば望み通りのマッチアップが出来るってわけだ。

　まあ、こっちの情報が向こうにも流れているのだから、それとまったく逆のことも言えるのだけど。

「ああ。そこが上手くいってくれるといいんだが、敵にはウチの妹がいるからなあ。あいつ、こういう戦略とか考えるの好きだし。ヒミコさんだけだったら動きがわかりやすいんだけどなあ」

　暁さんがどこか懐かしげに呟いた。

「確かに母かあさんはわかりやすいですからね」

　それぞれがそのまま一直線に攻めてきてエンカウント次第バトル、みたいな猪ちよ突とつ猛進な作戦をたてる姿が簡単に思い浮かぶ。

　細かいことは良いんだよ、とにかく敵と遭ったらぶっとばせ、的な。

「ま、どうなるかは実際に始まってみるまでわからないから、臨機応変に対応していく以外無いわけだけどね。作戦担当としてこんな事しか言えないのは正直情けない以外の何ものでもないのだけど──」

　そう言って暁あかつきさんは苦笑を浮かべながら下した顎あごのあたりを撫なでて、

「キミたちの力を信じている。是非、勝利を勝ち取って欲しい」

　力強い言葉で締めくくった。





　　◇◇◇






「じゃあ、さっそく始めましょうか」

「「「「「…………」」」」」

　明あ日す香かの声に他ほかの五人の歌姫カンタトリスの表情も引き締まる。凄すごい緊張感がその場を支配していた。

　祭典開始まであと十分。それに向けて緊張感が高まっているのだったら凄く当たり前の事なんだけど、

「じゃーんけーん！」

「「「「「ぽんっ！」」」」」

　彼女たち六人の緊張感の矛先はそれ以前の問題だった。

「また相子か」

　かれこれ十三回目の相子だった。

「あのさ、もうあまり時間も無いし、ちゃっちゃと済ませちゃおうよ。順番とか別に適当で──」

　という僕の言葉は十二の鋭い視線に射貫かれて停止した。

「へ、へえ？　わたしたちとの調律は兄さんにとってはちゃっちゃと済ませちゃうようなものなんだ？」

「あ、い、いや、その……」

「順番とか適当に決めちゃっていいもんなんですね、タケルさんにとって」

「そ、そうじゃなくて、でも、ほら、さっきからもうずっと相子ばっかりだし、時間もあまりないから」

「なら私からひとつ提案がある」

　メアリーさんが手を挙げながら、

「どの順番で調律したいか、タケルくんに決めてもらえばいい」

　静かな声でそう言った。

　その瞬間、場の空気が固まった。そしてお互いに探るような視線を交わし合う歌姫カンタトリスたち。

　僕の動きも固まっていた。そして思考は大パニックだ。

　それ、一番アカンやつだから！　それを僕が選ぶ事によって、きっと色んなマズイ事が発生しちゃうから！　っていうか、この空気感でそれを選べないから！　その選択だけは勘弁して欲しい！

　という僕の願いはあっさりと打ち砕かれる。

「そ、そうね。兄さんに決めてもらうのが一番早いわよね。ま、わざわざ訊きくまでもなく、兄さんが誰だれを一番に指名するかはわかっているけど」

「そうですわね。当然、神かん凪なぎタケルはこのリアーナ・ライムスを一番のパートナーに指名するでしょう！」

「はあ？　なに自信満々に見当はずれなこと言ってくれちゃってるわけこの勘違いドリル女は。大体あんた自己評価高すぎだから」

「そうです、リアーナさんは自己評価高すぎです。タケルさんは私を一番に選ぶはずです」

「「「「「黙れムッツリ」」」」」

「ふええ─────！！！！！」

　間髪容いれず五人に一斉に攻撃されてタジタジになる花か穂ほ。

「うぅ、せっかく勇気を出して自己主張してみたのに……」

　涙目になっていた。

「それならば、多分、今日は一緒に演奏をする機会が無いという損な役回りをあえて引き受けたこの私が、その分の貢献とかも考えて一番手になるというのが、すべてが丸く収まるアイディアだと思います」

　クレアさんが自信を持ってそう提案する。

「いやいや、一緒に演奏しないんだったらそもそも調律する必要も無いし」

「多分と言っているでしょう、多分と！　多分は百パーセントではありません。もし一緒に演奏する状況になった時に調律できていなかったら大問題です。その程度のこともわからないのですか、姫ひめ咲さき明あ日す香か」

「だったら、損な役回りとかその分の貢献とか変な主張しない方がいいんじゃないかしら、クレア・ワイズ」

　がるる、と睨にらみ合う明日香とクレアさん。

「はいはい、みんな子供じゃないんだから感情的にならない。ここは落ち着きのある精神的に大人な順で良いと思う。つまり最初の調律相手は一番大人な私」

「だから、子供っぽい身体からだをしているあんたにその提案は無理があるって」

「私の身体は子供っぽくない。ちゃんと出るとこ出てる。こう見えてナイスバディー。子供っぽいのはシルヴィの方」

「だ、だから私をオチに使わないでください、お姉ちゃんっ！」

　世紀の決戦を前にしてのこの緊張感の無さは果たして良いものなのか？

　いや、別の意味ではめちゃくちゃ緊張感が漂っているんだけど。

「って、わたし達がごちゃごちゃ言ってても仕方ないことよね。兄さんが決めることだもんね。他ほかの皆も兄さんが決めた順番なら文句ないわよね？」

　こくりと全員が頷うなずく。

「さあ、兄さん、どの順番で調律したいか、兄さんの素直な気持ちをはっきり言ってちょうだい」

　その目が、誰だれの名前を最初にあげれば良いのかわかってるわよね、と雄弁に語っている。

　ぐるりと見回すと、他の五人の瞳ひとみにも同じような強い色が浮かんでいた。

　──調律の順番とか、そこまで拘こだわらなくても良いじゃないか、とはとても言えない雰囲気だ。

　どの選択肢を選んでも、その後にあるのは確実に騒動で、かと言って調律をしないわけにもいかないから選択肢を選ばざるを得ない。

　よし、覚悟を決めよう。

「ええと、まずは花か穂ほ──」

「マ、マジですかっ！」

　僕の言葉の途中で花穂が目をキラキラさせて叫んだ。んだけど、

「──は一番最後確定で……」

「マ、マジですか……」

　さっきとまったく同じ言葉なのに、天と地ほどの差のあるテンションで花穂が呟つぶやく。

「確かにこの前タケルさんとのコンビは解消しましたよ。それにこの中で言えば間違い無く私の実力は下から数えて一番目か二番目です。タケルさんの中で優先順位が低くなってしまうのも仕方ないのかもしれません。けど、タケルさんとのコンビ歴で言えば一番長いのは間違いなく私です。この世界、実力主義なのは私もわかっていますし、自分からコンビ解散ですねとかカッコつけて言っちゃった手前、今更こんな事を言うのは情けないのですが、少しくらいそのコンビの長さ的なものを考慮してくれても良いんじゃないかなあって。いきなり最初に一番最後宣言されるなんて思ってもいなかったので正直ショックです。かなりショックです」

　そのまま死んだ魚のように濁った目でぶつぶつと何かを呟いている。

「いや、別に花穂の優先順位が低いとかそういう事じゃなくて、花穂の場合、トランスモードに入らないといけないだろ？　だからこの場で調律するよりも戦いに入る直前にした方が良いんじゃないかって。移動中にトランスモードが切れちゃう可能性もあるし」

「あ、あー、なるほど、それは確かにそうですね！」

　一転、花か穂ほの表情が明るくなる。

「私とタケルさんの調律はちょっと特別ですからね～」

　そして、勝ち誇ったように胸を張る。

「そ、それなら私もあとが良いです」

「シルヴィさんもですか？」

「はい。せっかく最初はタケルと一緒に行動するのですから、戦いの直前で調律した方が勢いそのままで戦えると思います！」

　両手を胸の前でぎゅーっと握りしめて、眉まゆをきりりとさせながらそう言う。

　確かに調律って今から戦うぞって気合いを入れるための儀式的な部分もあるから、その気持ちもわからなくはない。

「じゃあ、花穂とシルヴィさんは後で調律するってことで、後の四人ですけど名前のアルファベット順にしましょう」

「「「「は？」」」」

　そう提案した瞬間、宝石歌姫ビジユカンタトリス四人の声が見事にシンクロした。

「ア、アルファベット順って何よ、アルファベット順って！　そんな適当な！」

「だってどの順番にしたって絶対誰だれかに角が立つだろ？　大切な決戦を前にそんなんで揉もめてもしょうがないし、僕の提案した順番なら従うんだろ？」

「そ、それはそうだけど、でも、アルファベット順って──ん？　アルファベット順？」

　明あ日す香かが顎あごに人差し指を当てて少し考える素振りをした後、

「ええ、そうね。じゃあ兄さんの言うとおりアルファベット順で調律をしましょう」

　素晴らしいまでの手のひら返しで明日香がにっこりと笑った。

　一方、他ほかの三人は渋い顔をして唸うなる。けど、僕が決めた順番なら文句は無いと頷うなずいた手前、表立って反対は出来ないようだ。

　とりあえず、これで調律の順番に関しては解決かな。

「んもう、兄さんったらホント回りくどいやり方するんだから～。わざわざアルファベット順なんて苗みよう字じでも名前でもわたしが一番になるような方法を選んじゃって。別に素直にわたしと一番にちゅ～したかったって言えばいいのに♪」

　満面の笑みで僕に近づき、そしてピタッと身体からだを寄せてくる。

「ちゅーじゃなくて調律な。あと調律なんだから別に抱き合わなくても」

「んもう、照れなくていいってば。じゃあ、さっそく心を通わせましょう」

　そして明日香は背伸びをして僕の顔に顔を近づけると瞳ひとみを閉じ、

「んっ……」

　明日香の熱い吐息が漏れ、唇と唇が重なった。

　ぷるんとした柔らかくて弾力のある明あ日す香かの唇の感触。ほんのりと甘みがあるのはリップを付けているためか。

　その柔らかな明日香の唇が「はむ」と僕の下唇を挟み込む。そしてマッサージをするようにふにふにと動かす。

「んっ、ふ……」

　熱を帯びた明日香の息が頰ほおのあたりをくすぐり、明日香が僕の唇を自分の口内に吸い込むように断続的に力を入れる。その度にちゅっ、ちゅっ、と官能的な水音を立てた。

「ん、んんっ……」

　そして混じりあってひとつになろうとするように、より強く明日香が唇を押し当ててくる。

　少し開いた唇の間から熱くて甘い舌が入り込んで、僕の口内を舐なめた。

　意識が少しふんわりとし、けど後頭部のあたりがかぁっと熱くなる。

　今までの明日香とのどの調律よりも強く、深く、そして甘い調律。

　明日香の存在そのものが僕の核に深く刻まれるくらいに強烈で耽たん美びな儀式だった。

　その間、時間は一分ほどだろうか。

　僕の口内を弄もてあそんだ明日香のこそばゆい感触が離れ、

「ふう……」

　明日香は満足したような吐息をこぼした唇に人差し指を当て、はにかんだように微笑ほほえみながら上目遣いで僕を見つめた。

　──って、いきなりこの調律はハードすぎるから！　花か穂ほのトランスモードもびっくりの濃密チューニングすぎるから！

　明日香の後ろにはじとっとした瞳ひとみが十個。まったく逸そらされること無く、じっと僕の顔を見ているのがわかる。

　これから起こることがなんとなく予想出来てしまって、

　──調律の順番、思いっきり失敗したかも。僕は心の中で頭を抱えたのだった。





　　◇◇◇






『そのまま五十メートルほど進むと木々の開けたちょっと広めの場所があるんで、とりあえずそこで待機していてくれるかな』

「了解です」

　祭典の来武ライブが開始され、イヤホンから聞こえてくる暁あかつきさんの指示に従いながら僕と花穂、シルヴィさんは来武ライブステージである島の中を歩く。

　明日香、メアリーさん、リアーナさん、クレアさんも同じ様に暁さんの指示を受けながらこの島中を移動していることだろう。けど、

「結構、険しいですね」

「油断すると迷子になりそうです」

　ふたりの言うとおり、この島の大部分は自然豊かで人が歩く事を前提に整備されていたりしない。

　山ではないけどそれなりに高低差があったり、地面には背の高い草が生い茂っていたりと、ただ歩くのにもそれなりの体力と神経をつかう。

　視界も開けているとは言えないので、この環境で戦うのはかなり苦労しそうだ。

　特に僕も含めて、花か穂ほ、シルヴィさんの三人は来武ライブの実戦経験も少ないからな。出来るだけフラットな環境で戦えるのが理想だろう。

　木々で身を隠しながら、みたいな地形を利用した戦い方を考えるよりも、まずは自分たちの力を百パーセント出せる環境を作る方が、今の僕達のレベルでは重要だ。

　暁あかつきさんもその辺りを考えての誘導だと思う。

「大丈夫、ですかね？」

　花穂が不安そうな目で僕を見上げる。その隣を歩くシルヴィさんも無言のまま僕の方を見ていた。

　その表情にはやっぱり不安が浮かんでいる。

　さっきまでは明あ日す香かをはじめとした四人の宝石歌姫ビジユカンタトリスが側そばにいてくれた。それは非常に心強いものだった。

　それがこうして三人だけになると、やっぱり不安は出てくる。なんせ、ほんの少し前までは学生だった三人なんだから。

　けど、ここで僕が不安を表に出したら絶対にダメだよな。実際に戦うのは花穂とシルヴィさんのふたりで、僕はそれをサポートするために居るんだから。

「大丈夫だよ。僕と花穂のコンビが十分に戦えるってこの前のフィフスジャッジメントで証明してみせただろ？　シルヴィさんだってあのモニカさん相手に善戦した。僕たちは確実にレベルアップしているんだ。暁さんや明日香たちだってそれを認めているからこそ、今僕たちがこの場にいるわけで。だから、自信を持っていこう」

「そう、ですね。それに負けなければタケルさんのご褒美が待ってるんですもんね」

「あ、それ、覚えてたんだ」

「当然です！　それを目当てに今日まで頑張ってきたんですから」

「今更無かった事には出来ません！」

　花穂とシルヴィさんが息ぴったりに言う。

　うん、コンビネーションはなかなか良い感じに仕上がっているみたいだ。

「もちろん無かった事なんかにしませんよ。だから、全力で頑張りましょう」

　そんな会話をしながら歩いていると、やがて視界に溢あふれていた木々が途切れ、ちょっとした広場に出た。

　どうやらここが目的地みたいだな。

「暁あかつきさん、着きました」

　胸に付けたピンマイクに向かって話すとすぐさま『うん、こっちのモニタでも確認したよ』と返事が返ってくる。

『じゃあ、その場で少しの間待機していてくれ。ちょうどこっちの思惑通り、詩し乃のとナスターシャのふたりがその場所に向かって移動しているみたいだから』

「え？　本当ですか？」

　戦略的に一番苦労しそうな部分であったマッチアップが何の苦労もなく上う手まく行きそうってことなのか？

『ああ、他ほかの歌姫カンタトリスたちも上手いこと動いてるから、マッチアップに関してはこっちの思惑通りに進んでくれそうな感じだ』

「なんか、上手くいきすぎな気もしますけど」

『確かに、それは俺も思わなくもないけど、でも、こっちの思惑通りに進んでくれるんだったら、その裏に何があろうともありがたい事だろ？　仮に向こうもこのマッチアップが有利だと思っていたとしてもね』

「ま、そうですね。となると、あとは純粋に僕達が頑張るだけですね」

　作戦通り、それぞれがそれぞれの役割をきちんとこなせれば、祭典に勝利することが出来る。

『ああ。君たち若者に重いものを背負わせ過ぎているのは心苦しいけど、今、俺に言えるのはこれだけだ。君たちの健闘を祈る』

　暁さんの気持ちの入ったその言葉に、

「はい、全力を尽くします！」

　僕は背筋を伸ばしてそう答えた。





　　◇◇◇






（Rihanna's view）




「まったく、イライラしますわね。爬はち虫ゆう類の分際でこの光帝の頭上を生意気にも飛び回るなんて」

　リアーナは不愉快そうに眉まゆを顰ひそめながら、空を見上げる。

　そこには漆黒の鱗うろこを持つ巨大な竜に跨またがったアナスタシア・カーチナの姿があった。竜の体長は二十メートルをかるく超えているだろうか。

　かなり上空を旋回しているというのに、その姿は空を覆い隠すようでとてつもない威圧感を放っていた。

　リアーナですら思わず圧倒されてしまうくらいに。

　その事実がまた、リアーナをイライラさせる。

「なにが幻創動物。なにが伝説の生き物。あんなもの、ただの羽の生えた巨大なトカゲに過ぎません。とっとと空から引きずり下ろして、この光帝の前に跪ひざまずかせてあげますわ！」

　たとえ相手がどれほど強大な化け物であろうとも、光帝である自分が怖おじ気けづくなんてことは絶対に許されないのだ。

　リアーナはパンッ、と自分の手のひらで両の頰ほおを叩たたき、気合いを入れた。

　そして厚く魅惑的な唇が旋律を口ずさむ。

　スイング感のあるリズムとビートに乗せて歌い上げるその幻創曲レチタテイーヴオから、弾はじけんばかりの強烈なパワーを生み出していく。

　数多くの歌姫カンタトリスの中で、唯一リアーナだけが持つ特殊属性──光。

　その根源にあるのは、圧倒的なまでに凝縮された純粋で強烈なエネルギーだ。

　そのエネルギーを無尽蔵に生み出し、圧縮し、さらに生み出す。

　それはさながら核分裂反応を繰り返し熱エネルギーを創つくり出す原子炉のように。

　こうして体内に蓄えられたエネルギーはやがて外へと溢あふれだし、リアーナの身体からだは光を帯びる。

　とりわけ、普段から発光しているかのように見える鮮やかなブロンドの髪は、目が眩くらまんばかりの眩まばゆい光を放っていた。

　その姿は、まさに光帝という名に相応ふさわしい程に神こう々ごうしい。

「空想上の伝説の生き物など、今現在の伝説たる私の前ではただの畜生に過ぎないってことを、身を以てわからせてあげますわっ！」

　膝ひざを曲げて、身体を捻りながらぐっと沈み込ませる。

　発光し黄金色に輝く瞳ひとみは、その真逆たる深しん淵えんなる闇やみ色の鱗うろこを持つ竜を鋭く射貫く。

「──I said Shine and be. I order Evaporate！！！！！！！！！！！」

　咆ほう哮こうすると同時に突き上げた右腕から放たれた光の奔流は、空を斬きり裂かんばかりの一筋の光の剣となって、一直線に天駆ける竜へと伸びていく。

　放たれた光剣の持つ強烈なエネルギーにより周囲の木々は一瞬にして吹き飛び、耳をつんざく爆音が島全体を震わす。

　そして広がる静寂。

　あまりにも強烈な光の強さに、世界の色彩がすべて白で塗りつぶされていた。

「一撃で終わってしまっては興ざめですので、これくらいは耐えてくださいね、伝説の魔物さん」

　そんな自分の作り出した白の世界の中で、リアーナは傲ごう慢まんに上空を見下す。

　その姿はまさに光帝だった。





　　◇◇◇






（Claire's view）




「ったく、最後の最後までオレの相手はテメーかよ」

　轟炎──その二つ名の通り、燃え盛る火炎のような真紅の衣装に身を包み、最も激しく燃え盛るルビー色の瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせながらイタリアの宝石歌姫ビジユカンタトリス、モニカ・フェリッリは獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

　それだけで、並の人間であれば後ずさりしてしまいそうなくらいの威圧感。

　しかし、それを一身に受けるクレア・ワイズはそのサファイア色の瞳によく似合う涼しげな表情のまま小さく肩をすくめてみせた。

「この乱戦の中、私がわざわざあなたの相手役を務めにきた。それは私達があなたの攻撃力を最大限に評価している証拠。リアーナ・ライムスでは無いですが、この私が相手を務めるという事を誇りに思うと良いです」

「ふ～ん？　何の考えも無しにオレの相手がテメーになったってわけでも無さそうだな。ま、今回のルールがオレにとって有利に働くってのは、ちょっと考えれば誰だれにでもわかる事だからなあ」

　獰猛な笑みを浮かべたまま、モニカが顔の前で拳こぶしを握り締める。

「けど、計算がアメーよ、テメーも、テメーらの作戦担当もよ！」

　真紅の瞳が更に苛か烈れつに燃え上がる。そこに明確な怒りを宿して。

「純潔の獅し子し姫さまよお。確かにテメーは歌姫カンタトリスの中で随一の防衛能力を持っている。それはオレも認めてやんよ。けど、そいつはＩＣＣルールなんてクソみてーな鎖で守られた世界の中での話なんだぜ？　そのルールという足あし枷かせから解放されたオレを本気で止めてーんだったら、奏士トルヴエールくらい連れてこいや！」

　それはまさに咆ほう哮こう。

　獰猛な肉食動物がその叫びひとつで獲物を恐慌状態に陥らせるような、凄すさまじいまでの咆哮だった。

　そして、それが戦いの開始を知らせる銅ど鑼らの音の代わりだ。

　猛たけ々だけしいシャウトと共に突き出したモニカの右腕から高速で火球が放たれる。高熱のあまり青みを帯びたその炎は一直線にクレアめがけて飛ひ翔しようした。

「──I am a sanctuary which is not invaded at all.」

　空気を焦がしながら迫る火球を前に、クレアは静かに幻創曲を詠う。

　今まで何度も目の当たりにしてきたモニカの魔法だ。思考するよりも早く身体からだがその対応に動く。

　穏やかな清流を思わせる旋律を口ずさむと、クレアの目の前にはキラキラと輝く水のヴェールが現れた。

「相変わらずワンパターンなヤツだぜ」

「それはこちらのセリフです」

　ふたりの視線が交差し、ふたりの魔法が衝突する。

　モニカの放った火球は、クレアの創つくりだした水のヴェールに包まれ、ジュッ、と水を蒸発させる音を残して消え去った。

「ったく、ウゼーったらありゃしねーな。んでも、今日は何の制限も無しだ！　どっちが先に音を上げるか、根こん競くらべといきますかねえ！」

「望むところです。あなたがどれだけの魔法を撃ち続けようと、私の処女を貫くことは決して出来ませんけど」

「はんっ！　そのスカした如い何かにも聖女ですって面を、すぐにアヘアヘのだらしねー雌豚面に変えてやっからよ。楽しみだぜ、テメーがどんなよがり方をするのかよぉ！」

　モニカが激しくシャウトし、左右の拳こぶしを交互に突き出す。ひとつ突き出す度に放射される拳大の火球。

「ウラウラウラウラウラウラウラウラァァァァァ！！！！！！！！！！！！！！」

　それが休む間もなく、まるでマシンガンのように続けざまに放出され、クレアに襲いかかった。

「そんなものを何発放ったところで無駄だと言っているんです」

　いかに歌姫カンタトリスとは言え、高速で連射され、しかもそのひとつひとつが致命的なまでの威力を誇っているモニカの火球を目の前にすれば、多少の動揺はするものである。

　ただ、クレアはモニカとの戦いに慣れていた。

　ある意味、慣れすぎていたと言っても良いかもしれない。

　何十回と繰り返し拳を交えてきたモニカへの対応はどんな状況になっても冷静にできる。

　なんせ、モニカの持つすべての魔法を把握しきっているのだから。

　こっちは、ただそれを防ぎ続ければいい。その対処法もすべて用意してある。

　お互いの手の内がすべてバレている以上、相手を攻め倒す側よりも、ただ最後まで防ぎきれば良い側の方が圧倒的に有利だ。

　しかも、それはいつもやっている仕事の延長線上にあるものでしかない。

　同一曲の使用制限が外されたところで、何の関係もないのだ。

　何発、何十発、何百発、何千発の火球をモニカが放とうが、そのすべてをまさしく水泡に帰してやれば良いだけなのだから。

　この勝負、最初からクレアにとっては負けるはずのない余裕のある戦いだった。

　──だからこそ、そこに最大の誤算があった。





　　◇◇◇






「久しぶりね、元気だった？」

　僅わずか五メートルほど先で、学院長が昔と変わらない笑みを浮かべていた。

　敵だと認識している。覚悟も決めた。けど、こうして本人を目の前にしてしまうと、揺れる心があった。

「学院長の方こそ、元気でしたか？」

　母かあさんからは元気だって話は聞いていたけど、やっぱり心配だった。母さんとの戦いに負けて、半ば拉ら致ちされるようにして連れて行かれたのだから。

「ええ、見ての通り元気元気。学院長やってた時みたいに堅苦しい仕事も無いし、何より──」

　そして学院長は満面の笑みを浮かべて、

「お姉さまと毎晩思いっきりオタトーク出来るのが楽しくてね！　昨日も日付変わるまで私と名な波なみくんとののろけ話をね──」

「決戦前日に夜中まで何やってんだよ、お前は！」

　シリアスな雰囲気なんて一瞬にして吹き飛んだ。っていうか、そうだったよ。学院長ってこういう人だったよ！

　空気とか読まないし、すぐにふざけるし、自分の欲望に素直だし、ガチのオタだし、そして何よりも、

「そのくらい余裕だってことよ。あなた達の相手をすることなんて」

　どんなにふざけていても、色んな意味でとてつもない人なんだ。

「で、そっちは覚悟できてる？　私たちと戦う。私たちと殺し合いをする、その覚悟が」

　表情は穏やかなまま、けど視線は鋭く僕の心臓を射貫くように。

「キミには前に言っておいたよね？　もし戦争にでもなったら殺し合いをしないといけない状況になってしまうかもしれないって。その覚悟は出来た？」

　確か、シルヴィさんが魔法を暴走させた時だっただろうか。温泉の中で学院長は僕に尋ねた。キミにその覚悟はあるのかと。

「それとも、私の素晴らしい裸体に心を奪われて全部忘れちゃったかしら？」

「「「なっ！」」」

　学院長の言葉にリアクションがみっつ。ひとつはもちろん僕のもので、僕以上に大きなリアクションがふたつ、背後から聞こえてきた。

　当然、花か穂ほとシルヴィさんだ。

「が、学院長の裸体って、ど、ど、どういう事ですか！」

「どういうってそのままの意味よ。私と神かん凪なぎタケルくんはお互いに裸を見せ合った関係なの」

「って、敢あえて誤解するような事を言うな！」

「でも事実でしょ？」

「そ、それはそうですけど」

　なんか、背中に感じるふたつの視線がとっても痛いような気がする。

「そして、大人の色気漂う抜群のプロポーションな私の裸体に、彼の視線と気持ちは釘くぎ付づけにされてしまったのよ。当然の結果だけど」

「そ、そんなことないですっ！　タケルはプロポーションとか気にしませんから！　むしろちっちゃい方が好みです！」

　い、いや、そんなことは無いですから、シルヴィさん。

「そうですよー。タケルさんはそんな年増の身体からだに釘付けになったりしません！」

　って、花穂、それは禁句──と言おうとした僕の言葉はとてつもないプレッシャーによって封じられた。

「おい山やまの辺べ花穂お前今なんて言った？　私の聞き間違えでなければお前は今決して口にしてはいけないことを口にしたわよ？　教え子だからってどんな時でも私が手を抜くと思っていたら大きな間違いよ？　そんなふざけたことを抜かす口は二度と開けないようにしてあげる必要があるわね、火と水と風と土と闇どれがお好み？　なんだったら全部まとめて食らわせてあげるけど？」

「ひぃ！」

　花穂が涙目で後ずさる。学院長の目は本気だった。初めて学院長が本気で怒っていた。

　って、こんな展開で花穂を敗北させるわけにはいかない。とりあえず話題を変えないと。

「え、ええと、それにしても、随分と懐いてるんですね？」

　僕は学院長の横に視線を移す。そこには学院長の上着の裾すそをぎゅっと握って寄り添うナスターシャさんの姿があった。

　今は味方同士とは言え、ナスターシャさんには音楽祭を襲撃されたりと学院長にとっても因縁がある。それにナスターシャさんのイメージからしても、あまり人に懐くような雰囲気は無かったので、すごく意外だった。

「ああ、この子はある意味、私の子供だからね」

「子供って学院長、子供産んでたんですか!?」

「違うわよ！　ある意味って言ったでしょ？」

「けど子供みたいなものなんですよね。それって──」

「やっぱり年増──」

「エレメントフルバースト！」

　ぼそっと呟つぶやいた花か穂ほの近くで火柱が立ち昇り、氷柱が降りしきり、竜巻が巻き起こり、地面がヒビ割れた。

「ひぃぃ……」

　花穂が青い顔でぺたんと尻しり餅もちをつく。

「山やまの辺べさん、おいたもその辺にしておかないと本当にその口を二度ときけないようにしちゃうわよ？」

「は、はい！　学院長は超若いです！　ピチピチです！　リアルＪＫレベルです！」

「うんうん、最初からそうやって素直に本当のことを言っておけば、怖い目に遭わなくて済んだのに」

　学院長が満足そうに頷うなずく。ほんとシリアスが続かないなあ。けど、この雰囲気が懐かしくて、嬉うれしくて、だから胸が痛かった。

「ま、この子にも私にも色々とあるのよ。ってことで、そろそろ始めましょうか」

　学院長はひとつ区切りをつけるようにそう言う。












「あの、どうしても戦わないといけないんですか？　学院長は自分たちのしている事が正しいと思っているんですか？」

　今更だけど、僕の口から思わずこぼれ落ちた言葉に、

「ええ、そうね」

　学院長は険しい眼まな差ざしで空を見上げながら、

「正しいことをしているわ、絶対的にね。だから、私はこの場に立っている。で、キミもそうでしょ？　神かん凪なぎタケルくん」

　はっきりとそう言葉にした。

　──それが戦闘開始の合図だった。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




「やっぱりあんたが来ちゃったか、明あ日す香か」

　この島の中でも最も小高くなっている丘の上で、明日香は自分の母親と対たい峙じしていた。

「予想していたとはいえ、やっぱりちょっとヘコむわね」

　ヒミコが肩を竦すくめながら、小さく息を吐く。

「わたしは別に何とも思ってないけど。お母かあさんと戦って、お母さんをぶっ飛ばす。その覚悟はもう出来てるから」

　一方、明日香は堂々と胸を張り、決意の篭こもった瞳ひとみでそう言った。

　そんな明日香の言葉に再びヒミコはため息を吐つく。

「はあ、ますますヘコむわ。まさか実の娘からそんな切ない言葉を聞く事になるとは」

　そしてギロリと明日香を睨にらんで、

「んな覚悟なんて出来てて当然。あたしがヘコむって言ってるのは、あんたと戦わなきゃいけない事に対してなんかじゃなくて、実の娘があまりにも馬ば鹿かだった事に対してよ」

「なっ！」

　明日香が啞あ然ぜんとして口を開けた。ヒミコの言葉がまったく予想していなかったものだったからだ。

「あんた達なりに色々と考えて今回の作戦を立てたんでしょうけど、まあ、下策だらけね。まず、あんたがここに来ただけでも三つの失態を犯している。それが何だかわかる？」

　ヒミコはしっかりと明日香の顔を見つつ、指を一本立てた。

「まず一つ目。あんたはアナスタシアの相手をするべきだった。相性的なことを考えればアナスタシアの相手はあんたにしか務まらない。今いま頃ごろ、リアーナは苦戦してると思うわよ。下手したらそろそろ決着ついちゃうんじゃないかしら？」

　ヒミコが西の空の方を見る。明あ日す香かもそれにつられて視線を移した。

　そこには巨大な漆黒の竜の姿があった。遠く離れたこの場所からでも、その竜の圧倒的な威圧感を感じる事ができる。相当に強力な怪物であることは間違いなさそうだ。

「あの竜、リアーナにとっては天敵中の天敵だから、まず勝ち目は無いでしょう。あんたが相手をすれば楽勝とはいかないまでも、勝利は揺るぎないものだったのにね。あーあ、まったく勿もつ体たい無い」

　呆あきれたような苦笑を浮かべながら肩を竦すくめて、ヒミコは続けた。

「そして二つ目。あんたはあたしとだけは戦うべきではなかった。あんたの反転幻想アンチスペル。あれはあらゆる歌姫カンタトリスに対して優位に立てるチート属性だけど、あたしにとっては何の効果も成さない。あたしには不利になる属性なんてもんは無いからね」

　自分の武器はこの拳こぶしひとつだとヒミコは顔の前でそれをぎゅっと握り締める。

　確かに、他ほかの歌姫カンタトリスの魔法と違って自分の肉体を強化するだけのヒミコには、明日香の反転幻想アンチスペルは意味を成さないだろう。

「んで、三つ目。これが一番の失態で、そもそもの話なんだけどさー。なんであんた、あたしに勝てる気でいんの？」

　軽い口調だった。けど、その奥にあるのは強烈な怒りだ。

　思わず明日香が半歩後ずさってしまうくらいの、強烈な怒りがそこにあった。

「ったく、ちょっと目を離してた隙すきに調子に乗りすぎ。あたしは悲しいわ。愛まな娘むすめがこんな世間知らずになってたなんて」

「それはこっちのセリフよ。お母かあさんが吞のん気きに死んでた間も世の中には時間が流れてたの。世代交代って言葉知ってる？　つまりお母さんはもう過去の人ってわけ」

　ここで引いたら負けだと明日香も言い返す。

「ふ～ん、なかなか言うようになったじゃない。ならその力、見せてもらいましょうか」

「最初からそのつもりだっての！」

　二人の唇が動き、同時に幻創曲を歌い出す。そして、またもや同時に地面を蹴けった。

　ふたりの詠うたう魔法は自分自身の肉体を強化するというもの。

　──音速を超えて飛ひ翔しようするふたりの身体からだが、強烈な衝撃波を巻き起こして交錯した。





　　◇◇◇






（Claire's view）




（──どうして、私が押されているのです？）

　負けるはずが無いと確信していた戦いだった。

　今までの経験則上、モニカの魔法を何時間受け続けたところで、その全すべてを防ぎきれると、そう確信していた戦いだった。のに、

「くっ！」

　絶え間なく繰り出されるモニカの火炎の圧力の前に、クレアがじりじりと後退する。

　その額にはうっすらと汗が滲にじみ、表情に少しだけ焦りの色が見えていた。

　同一曲の使用制限を外されたモニカの魔法使用速度の上昇率は想定の範囲内だ。

　単純だからこそ高威力の攻撃魔法を、短い詠唱時間で連続的に高速展開する。モニカ自身の体力が続く限りに。

　その戦い方をするのは簡単に予想でき、事実、モニカはその通りの戦い方をしている。

　そして、それを防ぎきれるという考えがあったからこそ、この役目を引き受けた。

　防衛特化の歌姫カンタトリスならではの計算と、その計算に裏打ちされた絶対的自信があったのだ。

　けど、ただひとつだけ計算から抜けていた事実があった。

「オラオラオラオラオラオラオラオラ！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　モニカが繰り出すひとつひとつの魔法。その威力が通常のＩＣＣ大会の時とほとんど変わらない。

　つまり、奏士トルヴエールの演奏が無いこの状況でも魔法としての精度があまり落ちていないのだ。

「だから計算が甘えって言ったろ？　オレの幻創曲がシンプルで短いメリットは何も歌唱速度だけじゃないんだぜ？　シンプルで短いほどその再現度を高めるのも簡単なんだよ！」

　魔法の威力はその幻創曲の精度──歌姫カンタトリスが創つくりだした幻想世界の展開精度が大きく影響する。

　魔法として複雑な現象を起こす幻創曲ほど、どうしたって楽譜スコアとしてはテクニカルに、歌唱時間も長いものとなってしまう。

　それは、簡単で短い楽曲に比べれば精度が落ちやすいと言えるだろう。

　完かん璧ぺきに再現し魔法を発現させれば凄すさまじい威力を持つ魔法となる分、発現させるだけでも難しい、いわばハイリスク・ハイリターンの魔法なのだ。

　だからこそ、幻創曲の再現率にプラスの効果を与える奏士トルヴエールのフォローの有無が大きな影響を与えてしまう。

　一方、モニカのような単純明快で短い幻創曲は単純な事しか出来ない分、その発現自体も容易。

　お互いに奏士トルヴエールのフォローがある状態なら互角でも、お互いに奏士トルヴエールのフォローがない状態であればシンプルな魔法の方がその精度は高く強くなる。

「んくっ！」

　次から次へと絶え間なく続く火球に、ついにクレアの創り出した防壁が砕け散る。

「おらよっ！！！！！！！！！！！！」

　狂喜の表情を浮かべながら振るったモニカの右腕から放たれた火球がクレアの腹に直撃し、

「んぐぅっ！」

　苦く悶もんの声をあげ、クレアの身体からだが後方に大きく吹き飛ばされた。

　そのまま受け身をとることも出来ずに地面に叩たたきつけられ、大の字に転がる。

「くっ！」

　さすがに一秒たりとも無防備な姿を晒さらしたままにはしておけないと、クレアもすぐさま身体を起こそうとするが、

「つぅ！」

　激痛が全身を駆け巡り、片かた膝ひざをついた体勢のまま停止してしまう。

　表情には苦痛が浮かび、瞳ひとみには屈辱が浮かんでいる。

「ヒャッハ─────────────！　いいねいいねえ！　お高くとまった獅し子し姫さまが土にまみれ地べたに這はいつくばる姿はよお！　ほれ、その自慢の髪も泥まみれになってんぞ？」

　──屈辱だった。

　宝石歌姫ビジユカンタトリスになってから、ただ一度たりとも戦いの最中で膝をついたことがない。

　自分は偉大なる女王陛下を守る最強の盾。だから、たとえどんな時であろうとも、その身は決して沈まず、誇り高く立ち続ける。

　それがクレアの信念であり誇りだった。

　それを完膚なきまでに叩き潰つぶされた。

「いいねいいね、その顔！　屈辱と憎悪で歪ゆがんだその表情、ほんと堪んねえな！　おっ？　もしかしてちょっと恐怖も混じってるか？　初めてぶっ飛ばされて、ビビっちまったか獅子姫さまよお？」

「──っ！」

　モニカのその言葉に、クレアの頭に一気に血が昇る。

　挑発されたからではない。もちろんそれもあるが──それ以上に、その言葉が真実だったからだ。

　自分でも認識していなかった。けど、モニカにそう指摘されクレアは自覚してしまった。

　今の自分が恐怖を感じていることに。

　その事実に腹が立ち、それを悟られたことに腹が立ち、何よりもその事実に気づいた今でさえも恐怖を感じていることに腹が立った。

　だって、それは気持ちの強さだけでは打ち消せないほどの恐怖を感じてしまっているという事だから。

　ぎゅっと唇をかみしめて、何とか立ち上がる。全身に走る痛みはキツイ。けど、戦えないほどダメージを負ったわけではない。

　それよりも一度芽生えてしまった恐怖の感情の方が問題だった。恐怖は心に余裕をなくし、思考をいたずらに空転させる。

　どうすればいい？　このままでは防ぎきれない。かと言って、魔法の強度を上げるほどの詠唱時間をモニカは決して与えてくれないだろう。

　モニカの言うとおり、計算が甘かった。その甘さは絶対に負けないという自分の心の甘さが生んだ甘さだ。

　そして、それは致命傷だった。

（本当に、どうすればいいのです？　ここで、絶対に負けるわけにはいかないのに）

　思考すればするほど焦りは大きくなり、身体からだは縮こまる。

「いよいよテメーの鉄壁の処女も散らされる時がきたみたいだな？　テメーのそのガッチガチの身体、このオレが熱くトロトロにしてやんよ。ま、オレのは激しすぎてトロトロどころじゃなく燃え尽きちまうけどな！」

　炎そのものの様な鮮やかな赤い舌で舌なめずりをするモニカ。表情には絶対的余裕が浮かんでいる。

　勝者と敗者。この構図は非情なまでにその姿を浮き彫りにしていた。

（いくら考えたところで策はありません。であれば自分に出来る事を限界までするだけです）

　絶対的自信を持っていた防御力。それが今回は通用しないことを理解した。

　けど、自分は防御力に特化した歌姫カンタトリスだ。そして、そんな自分だからこそ、ある程度はモニカを相手にしても耐え抜けるという自負がある。

　当初の、最後までモニカを足止めするという目的は果たせそうにないけど、それに近いまでの結果は絶対に出してみせる。

　たとえ、この生命を燃やしきっても。

　そう決意してぎゅっと拳こぶしを握りしめたクレアの脳裏に、ふとひとつの言葉が浮かんだ。

　それは昨夜のタケルとの会話だ。

『そうですね、僕だったら攻めてみますかね。クレアさんの楽曲と過去映像、全部見させてもらいましたけど、実戦で一度も使っていない攻撃系の魔法が結構あるじゃないですか。あれ、いきなり使ったらかなり効果的だと思いますよ。攻撃は最大の防御、なんて言ったりしますからね』

　絶対を期する戦いでそんな博ばく打ち的なマネはしない。そもそも負けなければ良い戦いで攻める必要なんてどこにもないと昨日は笑い飛ばした。

　けど、どうして今、その言葉が脳裏に浮かんだのか？

　そんなことは分かりきっていた。

　どんなにカッコつけたところで、どんなに悲壮な決意で戦ったところで、三分としてモニカの攻撃に耐えられない事を。

　悔しいけど、それが現実だという事が経験則上わかってしまっていた。

　なら、それに賭かけてみるのも面白いのかもしれない。

　攻撃は最大の防御──今まで一番嫌いだった言葉だけど、神かん凪なぎタケルの口から出たその言葉は不思議と嫌悪感が無かった。

「もし失敗したら、その時は責任を取ってもらいますからね、神凪タケル」

　そしてクレアは前方へと駆ける。覚悟を決めてからの行動は早い。

　歌姫カンタトリスになってから初めてと言ってもいい、自分から仕掛ける戦闘スタイル。

　もちろん不安はある。けど、胸の中で流れている旋律がある。この一週間、何度も聴いてきたギターの音色が脳裏に刻まれている。それが力強く背中を後押ししてくれる。

　──盾を捨て、矛となった獅し子し姫の表情には笑みが浮かんでいた。





　　◇◇◇






（Mary's view）




「メアリーちゃん、やっほー」

　暁あかつきの指示に従い、ちょっとした丘の上に着くと同時に、貂ちよう蟬せんから脳天気に声を掛けられてメアリーはやや拍子抜けした。

　貂蟬は丘の上の大きな切り株に腰を掛け、子供みたいに大きく手を振っている。

　そこからはまったく敵意は感じない。むしろ愛らしさの方を大きく感じてしまうので困ったものだった。

　歌姫カンタトリスの中でもかなり身長が低い部類になるメアリーやシルヴィよりもさらに小さい、１３０センチ代の小柄な体たい軀く。

　洗いざらしのナチュラルなショートカットに無邪気な瞳ひとみ、化粧っけのまったくない容よう貌ぼうは天然素材ならではの瑞みず々みずしい美しさを持っている。

　その対戦相手でさえ毒を抜かれてしまう愛くるしさが、貂蟬の一番の武器と言っても良いのかもしれなかった。

　これから戦う相手としては、やり辛づらい事この上ないのだから。

「ねえねえメアリーちゃん、せっかくだからお話しようよ」

　貂蟬はそう言ってポンポン、と自分の隣のスペースを叩たたく。

「これから戦うというのに？」

「うん。って言うかー、それに関してもボクからひとつ提案があるんだ」

　貂ちよう蟬せんはにこにこと笑顔のままそう言う。

「だから、とりあえずちょっとお話しよー」

　貂蟬が一体何を企たくらんでいるのか──無邪気な幼子に見えても彼女は中ちゆう国ごくの宝石歌姫ビジユカンタトリスだ。

　一筋縄ではいかないのはメアリーも理解しているし、メアリーが警戒してくる事自体を貂蟬も理解しているだろう。

　その上での提案となれば、何か巧妙に罠わなが仕掛けられていると考えるのが妥当だ。

　突っぱねた方が安全かもしれない。けど、

「そうね。なら少しお邪魔する」

　メアリーは敢あえて提案にのって、貂蟬の隣へと腰を下ろした。

　貂蟬が何を企んでいるのか純粋に気になったし、時間が稼げるのは自分にとってもマイナスでは無いから。

「んと、単刀直入に言うね。ボクたち、戦うの止やめておかない？」

「止めておく？」

「うん。ボク、あんまり戦うの好きじゃないしね。正直な話、今回はどっちが勝っても良いと思ってるし、かと言ってわざと負けるわけにもいかないから、ここは最後まで戦わないで引き分けってのでどうかなって」

　貂蟬が子供みたいに無邪気に足をぶらぶらさせながらそう提案してくる。

「そうね。それも悪くないかも」

　もちろん、メアリーの役割はアタッカーなので、その提案に乗ることは出来ない。けど、とりあえずは話を合わせておく。

「でも、私たち以外のところが二勝二敗一引き分けになったらどうする？」

「う～ん、その時は諦あきらめて戦うよー。けど、メアリーちゃん強いから、あんまり戦いたくないんだよね」

　そして、にぱっとヒマワリのような笑顔。あまりにも無防備で無邪気な表情に、本当にやり辛づらいなとメアリーは思った。

　どうしたって子供相手には警戒心が薄れてしまうから。

「そうね。じゃあ、私たちが戦わなくて済むように祈りながらお話をしましょう」

「うん♪」

　貂蟬は元気よく頷うなずくと、体ごとメアリーの方を向く。

「それでね、ボク、ずっと訊ききたかったことがあるんだ。そっちの奏士トルヴエールさん、すごい人なんだよね？　神かん凪なぎタケルくんって言ったっけ？」

　目をキラキラと輝かせて訊いてくる。もちろん、この会話をそのままの意味で捉とらえることは無いし、そのままの意味で言葉を返すこともしない。

　この会話は、いわば戦闘準備なのだから。

『うん、タケルくん』

「同時演奏できるんだよね？　そっちが今回のたくさんの歌姫カンタトリスに対して奏士トルヴエールをひとりだけ付けるルールを提案してきたのは、そのタケルくんが全員同時演奏を出来るからだってこっちの偉い人が言ってたんだけど、本当にそんなこと出来るの？」

「そうね。不可能ではなかった。けど、思惑通りでもなかった。だから、全員同時演奏はしないと思う」

　さすがに全員同時演奏はマイナスの影響も大きくて、魔法の発現はしたけど、効果的だったかと言われると首を傾かしげざるを得ない。

「ふ～ん、やっぱり全員は難しかったんだね。けど、いいの？　そんなこと、敵のボクに話しちゃって。メアリーちゃんには奏士トルヴエールの演奏が無いってことをボクにばらしちゃってることになると思うけど？」

　貂ちよう蟬せんがちょっと意味ありげな笑みを作る。

「うん、特に問題ない。どうせすぐに分かることだし、あなたは私と戦わないことを選んだんだから」

「うん、それもそうだねー」

　そして、あははと笑う。本当に戦う意思がないように。

『けど、私はタケルくんに今すぐに幻創曲を演奏してほしい』

「ふ～ん、クールなメアリーちゃんがそこまで言うなんて本当にすごい奏士トルヴエールさんなのかな？」

『ええ。イントロだけでもいい。それくらい、今の私はタケルくんの音を欲している』

「うわあ、情熱的なセリフ。そこまで言われるとボクも本気で興味わいてきちゃうなー。今まで色んな奏士トルヴエールと組んだことあるけど、そんな風に思ったことって一回もなかったし」

　そして貂蟬は座ったまま「んんーっ！」と大きく伸びをすると、

「じゃあ、この戦いが終わったらボクが貰もらっちゃおうかなー。勝者にはそれくらいの権利があるもんね。うん、そうしよう」

　笑顔のままで、けどその瞳ひとみには危険な色が混じっていた。

　貂蟬の無邪気さを信じていたとしたら、その瞬間、悪寒が走っていただろう。

　けど、それもメアリーの想定の範囲内だ。

「さっきどっちが勝っても良いって言ったのに、勝者？」

「あーうん、そうだね。さっき、どっちが勝っても良いって言ったのに勝者の権利とか言っちゃうのはちょっとおかしいよね」

　そう言って貂蟬は「よっ！」と切り株から跳ねるようにして飛び降りると、くるりと回ってメアリーの正面に立つ。

「おかしいんだけど、でもごめんね。メアリーちゃん、ボク噓うそをついていたよ」

　その声はメアリーの背後から聞こえてきた。

　メアリーが振り返ると、そこにも貂ちよう蟬せんが立っていた。さっきまでメアリーの隣で話していた貂蟬とまったく同じ姿で。

「あなたが本物の貂蟬？」

「うん、そうだよ。ずっとね、そこの陰で歌ってたんだ。なかなかよく出来てるでしょ？　ボクの魔法の兵隊さん。本物と見分けがつかないくらいに」

　にゃはは、と楽しそうに笑う貂蟬。

「そう。さっきまでの会話はあなたの魔法が完成するまでの時間稼ぎだったってことね」

「うん。メアリーちゃんもボクと同じタイプだからわかってくれると思うけど、ボクの魔法ってどうしても準備に時間がかかっちゃうからね。少し悪いなって思ったけど、勝つためには仕方ないよね？　まあ、ちょっとだけね、本当に引き分け狙ねらいの気持ちもあったんだよ？　メアリーちゃんに奏士トルヴエールが付いていた場合、相性的に戦ったら分が悪いかなって思ったんだけど、どうやらその心配も無さそうだし。だから、あっさりとボクに負けちゃってよ、メアリーちゃん」

　そう言って貂蟬が右手を高く突き上げる。と同時に、

　──オオオオオオオオォォォォォォォ！！！！！！！！！！！！！！！！！

　四方八方から雄々しい鬨ときの声があがる。

　そして地面がボコボコと盛り上がり土が人の形を作っていく。それは魚ぎよ鱗りん甲こうに身を包んだ屈強な男たちだ。

　その数、十、二十、三十、五十、百──次々と増えていき、メアリーを何重にも囲っていく。

「さあ、ボク自慢の『屍しかばねの飛将軍団』、思いっきり味わってね♪」

　メアリーの逃げ場はどこにも無かった。





　　◇◇◇






（Rihanna's view）




「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　たった一撃で終わるはずは無いとは思っていた。むしろ終わってしまっては退屈すぎてこっちが困るとさえ思っていた。

　しかし、こんな状況に陥る可能性なんてものは微み塵じんも想定していなかった。

「まったく、こっちの情報が筒抜けなんじゃないですの？」

　リアーナは肩で息をしつつ毒づく。

　さっきから絶え間なく放ち続けたリアーナの魔法。そのすべてが一撃必殺と言えるほどの威力を誇っている。

　しかし、そのすべてがアナスタシアの竜の前では無意味だったのだ。

　竜の漆黒の鱗うろこがブラックホールのようにリアーナの放つ眩まばゆい光のすべてを飲み込んでしまう。

　相性が悪いどころの話ではない。自信を持って放ったありとあらゆる攻撃がまったく手て応ごたえが無いのだから。

　それどころか、逆にそのエネルギーを吸収しているのではないかとも思われる。

　漆黒の鱗はより深い黒に、巨大な体たい軀くはさらに大きくなったようにリアーナの視界には映った。

「最悪の相手ですわね」

　アナスタシアの魔法で創つくり出せる幻創動物の種類は複数ある。

　明あ日す香かと戦っただけでも、ゲオルギオス伝説に出てくる毒竜にポセイドンの血を引きし生きつ粋すいの狩人かりゆうどと、今、上空でこちらを見下ろしている竜とは違う生き物を召喚してみせた。

　つまり今回、リアーナにとってこれほどまでに天敵と呼べるような竜を召喚しているという現状は、奇跡的な偶然か、もしくは必然でしかない。

　暁あかつきから現在の状況を聞く限り、各局地戦でのマッチアップはこちら側の思惑通りに事が運んだらしい。すべての対戦相手が、こちらが望んだ通りになったのだ。

　それだけでも偶然とは思えない上に、この相性の悪さである。

「明らかに意図的としか思えませんわね」

　ぎりりと歯ぎしりをして、鋭い視線で上空を睨にらむ。射殺さんばかりの怒りを込めて。

　リアーナの苛立ちはとっくの昔に頂点を突き抜けている。

　こちらの情報が敵側にだだ漏れなことに多少の怒りを感じないことも無いが、そんなことは正直どうでも良い。

　敵が指定してきた戦場に赴いているのだ。その程度の不利は最初から覚悟していた。

　それよりも腸が煮えくり返るくらいに腹立たしいのは、こちらの目もく論ろ見みが筒抜けな上で、あえて敵がこちらの望み通りのマッチアップをしてきたってことだ。

　それはつまり、アナスタシアにとってリアーナは与くみし易し相手と思われている事に他ほかならず、そして事実その通りの展開になってしまっている自分自身に対して更に激しい苛いら立だちを覚える。

　ここまでの屈辱を受けたのは、エリートとしての道を歩み続けてきたリアーナにとって生まれて初めての事だった。

「まったく、こんなんじゃ姫ひめ咲さき明日香に舐なめられても仕方ないですわね」

　アナスタシア相手に明あ日す香かは二度戦い、二度とも完勝に近い結果を出している。

　そこがまた腹立たしい。

　アナスタシアの駆る竜は、悠然と空を泳ぎ、いつでも獲お物前を狩れるんだぞ、とばかりの余裕すら感じさせる。

　対するリアーナは為なす術すべもなく、ただ荒い呼吸を繰り返し空を睨にらみつけるのみ。

　持てる魔法はすべて試し、そのすべてが闇やみへと消えた。

　勝者と敗者が明確に浮き彫りになった構図だった。

　どんな魔法に対しても必ず有利な立ち位置に立てる反転幻想アンチスペルの姫ひめ咲さき明日香や、四大元素をすべて高レベルで操れる上に闇属性を持つ東雲しののめ詩し乃のが特殊チートなのであって、普通、歌姫カンタトリス同士の戦いである以上、それぞれの歌姫カンタトリスが持つ魔法属性の有利不利は戦局に大きな影響を及ぼす。

　そして、その有利不利を覆すことは相当な実力差が無い限り難しい事なのだ。

　──打つ手は、無しか。

　あの竜はきっと光属性に対して最高の抵抗値を持っているのだろう。

　自分の魔法はすべて効かない。かと言って、対人間ならまだしも、あの化け物相手に肉弾戦で勝てる見込みが有るはずもなく。

「屈辱ですわ」

　怒りのあまり、頰ほおが痙けい攣れんするのを止めることが出来ない。

　そんなリアーナの頭上に静かな声が降ってくる。

「光の帝を名乗っていても所しよ詮せんは人の子。竜の息子の名を司つかさどる闇の帝王の前では赤子のようなものですね」

　勝利を確信したのか、ここに来て初めてアナスタシアが口を開いた。

　かなりの高度を保っていた竜が徐々に降下してくる。とどめを刺そうと言うのだろう。

　徐々に姿を大きくする竜は、なるほど闇の帝王と呼ぶに相応ふさわしい見事な体たい軀くをしていた。

「竜の息子にして闇の帝王ね。ならその能力はエナジードレインってところかしら？」

　それならば、リアーナの魔法が効かなかったことも、さらにそれを吸収しているように見えたことも理解が出来る。

　リアーナの持つ光属性の魔法は、すべての属性の中でもっとも純然たるエネルギーの放出なのだから。

「はあ、本当に屈辱ですわ……」

　リアーナは大きくため息を吐ついた。

　屈辱に屈辱を重ねられ、これからさらに屈辱の上塗りをしようと言うのだ。ため息だって自然と溢こぼれる。

　──まったく、光帝が自らこんな言葉を口にしないといけないなんて。

　そうぼやきながらも、口端は自然とつり上がった。

　屈辱なのは間違いないけれど、その言葉を発するのは割と嫌な気分でも無い。

　だって、その言葉の先には微かすかながらも光が見えるのだから。

　リアーナはひとつ息を吐いてから、ピンマイクに向かって声を発する。

『──神かん凪なぎタケル。私に力を貸しなさい！』





　　◇◇◇






「ほら、もっと頑張らないとあっという間に片がついちゃうわよ」

　余裕のある学院長の声とは正反対に、僕達に襲いかかる攻撃は激しいものだった。

　剣、槍やり、矢、斧おの、棍こん、鎌かま、槌つち、刀、ありとあらゆる形状の暗黒色の武器が宙に浮かびその切っ先を向けて襲い掛かってくる。

　さらには火炎弾、氷の槍、鎌かま鼬いたち、石つぶてと四大元素で創つくられた魔法まで飛び交っているのだ。その数、百以上はあるだろう。

　対する僕たちも、花か穂ほの創りだしたラフレシアの花糸と花冠から発射される粘液で遠距離から撃ち落としつつ、それをくぐり抜けてきた攻撃をシルヴィさんの臨機応変に対応できる二次創作フエイク魔法で迎え撃つ形でなんとか対応しているけど、

「シルヴィさん、魔法の発現速度が落ちてます。もっと集中してください！」

「花穂の方こそ撃ち漏らしが増えてます。私の負担が増えすぎです！」

「もともとのシルヴィさんの負担が少ないんですよ。もっと私のフォローをしてください」

「私は最後の砦とりで。だからある程度余裕を持って対応するくらいが丁度良いんです。それくらい理解してください」

　敵側はまだまだ余裕を持ちながら攻撃しているのに対し、こっちは限界が近い。

　その焦りからか、花穂とシルヴィさんの連係も今ひとつの状態に陥っていた。

　ここまで戦況に差が出たのは、学院長の能力が飛び抜けているっていうのもあるけど、

「そっちの奏士トルヴエール、ずるいですよ！」

　もうひとつ、僕達の予想外の武器を相手は用意していたのだ。

「そうかしら？　別にルールブックには書いてなかったわよ？　歌姫を奏士トルヴエールにするのはダメだなんて」

「そりゃそうですよ！」

　だって奏士トルヴエールは基本的には男しかなれないものなのだから。けど、何にだって例外がある。

　学院長側の用意した奏士トルヴエール。それは、ナスターシャさんとまったく同じ姿をしていた。ナスターシャさん専用の奏士トルヴエールであり、ナスターシャさんの人形コピーなのだ。

　音楽祭、そして学院祭の襲撃の時と同じように、その声によってナスターシャさんの幻創曲をフォローしている。

　対等に渡り合える前提条件としての、ひとりの状態であればの部分があっさりと崩れたのだ。

　ナスターシャさんの魔法は空気中に発生させた霧を様々な武器に変化させて攻撃を行う武器生成魔法だ。その威力は武器を生成するための霧の量と、霧から武器に変化させる速度で決定される。

　ナスターシャさんひとりの力ではその数も速度も限りがある。けど、それをもうひとりが補佐することで霧の量は倍に、変換速度は半分にすることが出来るのだ。

　合計十二体の人形を用意していた学院祭の時に比べれば襲いかかる武器の量は少ないけど、それでも攻撃はかなりの激しさだし──、

「ルール上問題ないんだからズルでもなんでもないでしょ？　それよりも、ほら、もっと集中しないと。ちゃんと私に成長の証あかしを見せてちょうだい」

　学院長の攻撃が半端ない。人形十二体分の不足を軽く埋めるだけの攻撃をさっきから繰り出しているのだから。

　正直、甘く見すぎていた。学院長なら教え子だった僕たち相手に手を抜いてくれるだろうと。実際、学院長はまだまだ手を抜いているのだろう。

　けど、その状態ですら僕達はまったく相手になっていないのだ。

（このままではジリ貧だ。どうすればいい？　どうすれば僕達の目的が果たせる？）

　気持ちばかりが焦ってしまって、思考はまったく纏まとまらない。

　けど、なんとかして時間を稼がないと。明あ日す香か、メアリーさん、リアーナさんが勝利できるまでの時間を。

　──その瞬間、僕の脳裏に声が響いた。

　それは僕達にとってピンチを知らせる声であり、だからこそ逆に覚悟を決めさせる声だった。救いを求める、救いの声だ。

　僕は一度深呼吸して気持ちを落ち着けてから、心の中で声を掛ける。

（花か穂ほ、シルヴィさん、聞こえる？）

（はいです、聞こえます）（なんですか？）

　花穂とシルヴィさんに対しては無情とも言える言葉を。

（これから僕は攻撃に転じようと思う。この意味、わかるな？）

　やや時間があって、ふたりから「わかります」と返事が戻ってきた。そして、

（それなら、私たちはタケルのことを絶対に守らないといけませんね）

（はいです。責任を押し付けあってる場合じゃないです）

　そしてふたりが背中合わせに立つ。表情が一気にキリリと引き締まった。

　通常、来武ライブで奏士トルヴエールが直接狙ねらわれることは無い。それはいわゆる紳士協定のようなものだ。けど、ルール上禁止されているわけでもないし、偶然攻撃がヒットする可能性だってある。

　そして、今の僕たちにとって一番やってはいけない事は僕の演奏が途切れてしまう事だ。

（さあ、タケルさん。いつでも準備ＯＫです。攻撃に転じる曲を奏でてください！）

　さらに激しくなる学院長とナスターシャさんの攻撃。頭上から襲い来る暗黒武器の勢いはまるでスコールのようだ。

　剣が、槍やりが、矢が、斧おのが、棍こんが、鎌かまが、槌つちが、刀が、火炎弾が、氷槍が、鎌かま鼬いたちが、石つぶてが、息をつく間も無い勢いで、四方八方から花か穂ほたちに降り注ぐ。

　今ここで演奏を攻撃的なものに切り替えたら、あの武器たちは確実に花穂たちの身体からだを傷つけることになるだろう。けど、

「タケル、はやくっ！」

「タケルさん！」

　ふたりの声に僕は覚悟を決め、そして奏でた。

　──この戦いに勝利するための、メアリーさんの、リアーナさんの、そして明あ日す香かの幻創曲を。
















　　◇◇◇






（Mary's view）




「ちなみに降参は受け付けるよメアリーちゃん。ボク、あんまり人をいたぶるの好きじゃないし」

　百以上の屈強な兵士を従えて、時折、幻創曲のフレーズを口ずさみながら貂ちよう蟬せんが可愛かわいらしくぴょこぴょこと飛び跳ねる。

　対するメアリーはただひとり。圧倒的多勢に無勢。誰だれの目から見てもメアリーに勝ち目はなく、だからこそ貂蟬の表情には余裕が浮かんでいた。

「…………」

　そんな貂蟬を目の前にして、メアリーは何かを小さく呟つぶやく。

「ん？　なに？　そんな小さな声じゃ聞こえないよ？　参ったって言ったのかな？」

　さらにぴょこんと飛び跳ねて、メアリーとの距離を一歩詰める。

「ほら、参ったなら参ったってちゃんと聞こえるように大きな声で言ってくれないと。ボクにも、そしてテレビを見ている世界中の人たちにもちゃんと聞こえるようにね。メアリーちゃんが負けましたって」

　楽しそうに言う貂蟬の言葉が癪しやくに障ったのか、メアリーが顔をあげ貂蟬を睨にらみつけた。

　ブツブツと呟くその言葉は貂蟬の耳には届かないけれど恨み言だろうか？

「もう、そんな顔したって状況はひっくり返らないんだから諦あきらめようよ。この魔法が完成した時点でもうボクの勝ちなんだから。メアリーちゃんは最初から油断しちゃダメだったんだよ」

　パンパンと手を打ち鳴らし、歌詞スペルを紡ぐ。その度に地面の土が盛り上がり、新たな兵士が作られる。

「一応、謝っておくね。噓うそついてごめんなさい。でも、これは勝負事なんだから、あんな噓に騙だまされちゃう方がちょっと危機感足りないよね。今回はいい勉強になったと思って諦めてね」

「そうね、勝負の世界では油断してる方が悪い。騙された方がバカなだけ」

「そーゆーこと。で、降参する？　それとも、一応戦ってみる？」

　多分、戦っても無駄だと思うけどね、と無邪気に言い放つ貂蟬の身体からだを、創つくりだした兵士の中で最も巨大な体たい軀くの男が抱きかかえ、そして肩に乗せた。

「このボク自慢の飛将軍の前じゃ生半可な攻撃は通用しないから」

「うん、そうみたいね」

　他ほかの兵士ならともかく（それでも数が多すぎるが）この目の前の男には並大抵の攻撃では通用しそうになかった。

「降参するなら早めにした方が良いと思うよ。ボクの兵隊まほう、一度号令をかけちゃうとなかなか止められないから。細かな制御が出来ないってのも弱点のひとつなんだよね。あんまり使い勝手が良くなくて。その分、とっても強力なんだけど」

　歌唱時間の長さに細かい制御の難しさ、さらにこれだけの兵士を作り出すとなると地形の制限もあるだろう。

　確かに使い勝手は悪そうだ。

「じゃあ、その決断をする前に、私からも貂ちよう蟬せんに謝っておいてもいい？」

「メアリーちゃんがボクに謝る？　なにを？」

　貂蟬の瞳ひとみが楽しそうに輝く。これだけ不利な状況でメアリーが何を言い出すのか興味津々って表情だった。

　それが貂蟬にとっての最大の悪手だった。

「私も貂蟬に噓うそをついていた。タケルくんの全員同時演奏は望むような効果は得られなかったけど、複数演奏自体がダメだったわけじゃない」

　しっかりと貂蟬の顔を見つめながら、メアリーが続ける。

「そして、私にタケルくんの演奏が無いってさっき言ったけど、それは噓。タケルくんの演奏はさっきからずっと私の耳に届いているの。さっき、貂蟬と会話をしながらタケルくんに私の要望は全部伝えたから」

『うん、タケルくん』『けど、私はタケルくんに今すぐに幻創曲を演奏してほしい』『ええ。イントロだけでもいい。それくらい、今の私はタケルくんの音を欲している』

　貂蟬と会話をしながら、タケルへのメッセージは無線を使ってちゃんと送っていた。

　そしてタケルもそのリクエストにちゃんと応こたえてくれた。

　イヤホンからはずっとメアリーの幻創曲である『ラ・ネージュ』の音が鳴り続けているし、メアリーもそれを口ずさんでいた。

　この状況において、ブツブツと恨み言なんて呟つぶやくはずがない。歌姫カンタトリスがさえずるのはいつだって自分の幻創曲だけだ。

「──そして、ここはもう私の世界」

　メアリーが魔法の完成を告げる一フレーズを歌い上げる。

　瞬間、世界から色彩が消え失うせたように白一色に彩られた。

「えっ!?」

　貂蟬が驚きの声をあげる。

　吹きすさぶ寒風。降りしきる豪雪。

　気温は一気に氷点下まで下がり、その冷気が肌に突き刺さる。

　何が起きたか理解できないまま、貂蟬は大きく目を見開いていた。

「そして私が一番謝りたい事。私は最初からあなたに勝つ気まんまんだったの。だからごめん、あなたの噓うそに騙だまされたフリをして」

　その言葉は絶対零度の世界を創つくりあげる氷の刃だ。

「でも、悪く思わないで。勝負の世界では油断している方が悪い。騙される方がバカなんだから」

　冷たく、冷たく、貂ちよう蟬せんの心に突き刺す。

「せ、世界を書き換えたところで、ボクには何百という兵士がいるんだっ！」

「けど、何百、何千いても、動けなければそれはただの木で偶く」

「え……？」

　貂蟬は周囲を見回す。さっきまであんなにも頼もしかった自慢の軍勢は氷に覆われ、その動きを停止させていた。

　それはさながら氷の棺ひつぎに閉じ込められたように。

「こ、こんな……」

　もう貂蟬に残された手勢は自分を肩に乗せている飛将軍ひとりしかいない。

　百パーセント勝てる戦いだったのに。圧倒的有利な状況だったのに。混乱と後悔が貂蟬の脳裏をグルグルと回る。

「それでどうする？　降参する？　それとも、一応戦ってみる？」

　さっき貂蟬に言われた言葉をそのまま返すメアリー。

「多分、戦っても無駄だと思うけど」

　かっ、と貂蟬の頭に血がのぼった。

　最後までずっと冷静だったメアリーと、最後までずっと感情的だった貂蟬。

　勝負は最初からついていたのだ。

「やっちゃって、呂りよ布ふっ！！！　生意気な目の前の敵をぶっ飛ばしちゃって！！！」

「ウオォォォォォォォォオオオオオオオオオオオ！！！！！！！！！！！」

　貂蟬が叫び、主人の命に応こたえようと大男が腕を振り上げる。その手には長さ三メートルはあろうかという方ほう天てん画が戟げき。

　それを力のままに振り下ろせば小柄なメアリーはひとたまりもないだろう。けど、

「──残念。もう、この世界は私がすべて掌握してるから」

　電でん子しの翠すい玉ぎよくの澄んだ声が白色の世界に響き、天下に名を馳はせる飛将軍は方天画戟を振り上げた体勢のまま氷の彫刻となった。

　世界は静寂に包まれていた。





　　◇◇◇






（Rihanna's view）




　メアリーの創つくり出す世界が冷たく透き通った白の世界であれば、リアーナの創り出す世界は厚く塗り重ねられた白の世界である。

　白に白を重ね白以外を排除する、他ほかの色には絶対に染まらない強烈なまでの自己主張を持った白。

「果たして私とあなた、どちらの器が大きいか結果が出るのが楽しみですわね！」

　リアーナが絶え間なく放ち続ける魔法の光球。それは凝縮された高エネルギーの集合体。

　その一撃一撃が軽くビル一棟を吹き飛ばすくらいの威力がありながら、それを受け続ける竜の息子ドラキユラの名を冠するアナスタシアの黒竜はビクともしない。

　平然と受け続けるどころか、そのエネルギーを体内に取り込み、一層力を蓄える。

　その体長は戦闘開始時よりも一回りほど大きくなったように見えた。

「いくら攻撃しても無駄だと言いますのに」

　竜の背にまたがるアナスタシアも余裕の涼しい顔だ。この竜の持つエナジードレインはリアーナにとっては天敵とも言えるものなのだから。

　リアーナ自身それを悟り、一時は諦あきらめたような表情を浮かべていた。

　それが何な故ぜか再び活力を取り戻し、怒ど涛とうの攻撃を繰り出してくる。

　無駄な行為だとわかっているのにどうしてそのような事をするのか──アナスタシアは不思議に思っていた。

　一方、リアーナの表情に余裕はない。必死だ。多分、リアーナが今まで戦ってきた中で一番必死な戦いを強いられているだろう。

　けど、悲観は無かった。

　絶体絶命的状況だとはわかっている。まともに戦っては勝ち目がゼロなことも。

　だから、その竜の名から勝利に辿たどり着くための一いち縷るの望みを導き出した。しかし、それだって憶測でしか無い。

　その憶測が間違っていればいたずらに敵の力を増大させるだけになる。もし憶測が当たっていたとしても、そこまで辿り着ける可能性がどれほどあるのかはわからない。相当に分の悪い賭かけなのだ。

　けど、それでもやっぱり悲観は無かった。

　むしろ、その必死の形相の中に笑みさえ浮かんでいる。事実、リアーナは楽しかった。快感だった。

　このギリギリの戦いが、圧倒的不利な状況が、そして、耳を通り全身に浸透していくギターの音色が、突き抜けるような興奮と快感を与えてくれる。

（こんな風に体中を弄いじり回されたら、興奮しないわけないじゃありませんか！）

　より強く、より速く、より激しく、息をつく間も無いくらいに幻創曲を歌い上げ、魔法を発現させ、それを叩たたきつける！

　身体からだを芯しんから揺さぶるような音色に身を委ゆだね、湧わき上がる衝動をそのままに発散し、感情の赴くままに表現する。

　リアーナの身体は溢あふれんばかりの強烈なエネルギーで発光し、打ち出される光球もよりまばゆく、より大きくなっていく。

　それを受け続ける竜に変化はなく、ひとつのダメージも受けていないことは明らかだ。けど、

「だから、無駄だと言っているでしょう！」

　いつまで経たっても途切れないリアーナの攻撃に焦じれたのか、初めてアナスタシアが声を荒らげた。

　それは、もしかしたら本能的な行為だったのかもしれない。

　状況を見れば圧倒的有利。追い込んでいるのは自分の方で、相手は為なす術すべもない。

　にも拘かかわらず、ざわりとした不快な感覚がほんの一ひと欠片かけらだけ、アナスタシアの中に芽生えたのだ。

　最初は誰だれも気にしないような小さなヒビ。けど、それを放っておくと、いつの間にかヒビは大きくなっていく。

　アナスタシアが竜の変化に気づいたのは、リアーナの攻撃を受け続け五分ほどが経過した頃ころだった。

　リアーナの放つエネルギーを吸収し続け、竜の体たい軀くは巨大に膨れ上がり、漆黒の鱗うろこは艶あでやかに光を帯びている。

　──そう、すべての光を飲み込む漆黒の鱗が内側から発光していたのだ。

　そして、ついに竜が苦しそうに呻うめく。

「一体、どうしたというの？」

　鱗には傷ひとつついていない。ダメージを受けている様子はまるで無い。のに、竜の様子が明らかに変わってきていた。

「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　リアーナは荒い息を吐きながらも、ニヤリと笑みを浮かべる。

「やっと効果が出てきたみたいね」

「……効果って？」

「どんなに大食いな人でも、延々と食べ続けていれば必ず満腹になるってことですわ。そして、私の魔法はとっても高カロリーなのよねっ！」

　叫び、続けざまに光球を何発も、何発も、何発も撃ちこむ。さっきまでよりもさらに激しく。

　体力も精神力もとうに尽きかけている。けど、自分に寄り添い、支え続けてくれるこの音楽が有る限り、リアーナの魔法は止まらない。

　そして、リアーナの魔法を受ける度に黒竜は明らかに苦しそうに呻うめき、その身体からだはまるで白竜と見間違えるばかりに発光していた。

「たかが爬はち虫ゆう類の分際で、この光帝と器の大きさを競い合うこと自体、図に乗ってるって言うのよ！」

　先にリアーナの体力と精神力が尽きるか、それとも黒竜のエネルギー許容が限界を超えるかの勝負。それは即すなわち、器の大きさの勝負。

「私の勝ちですわ！　敗者の分際で頭ずが高い！　私の前に跪ひざまずきなさい！」

　リアーナの放った最後の一撃が竜に衝突した瞬間、

　──ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！！！！

　空を震わせるような絶叫が響き、竜の体内で爆発が起こった。

「──っ！」

　アナスタシアのコントロールもままならないまま、竜は螺ら旋せんを描きながら地面へと墜落する。

　隕いん石せきが落下したような巨大な音と地響きが鳴り、砂すな埃ぼこりが十メートルも舞い上がる。

「ふんっ、これで正しい構図になりましたね。敗者はそうやって勝者の前に跪くのがお似合いよ。よく覚えておきなさい！」

　砂埃舞い散る中、リアーナは颯さつ爽そうと髪をなびかせた。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




「随分といきがってたわりにはそんなもんなの、明あ日す香か？」

　明日香の腹部を豪快に殴り飛ばして、ヒミコは挑発するように笑った。

　明日香は殴られた腹を押さえながら苦く悶もんの表情を浮かべる。

　まったく、愛まな娘むすめ相手だっていうのに、いっさいの手加減が無いんだから、と思わず愚痴っぽいことを考えてしまうくらいに、明日香は追い込まれていた。

　いくらヒミコとはいえ、相手は五年ものブランクがある。その間に歌姫カンタトリス全体のレベルは上がっているし、自分はその中でもトップクラスの実力者だという自負がある。

　さらにヒミコは詩し乃のとの戦いの代償として片腕を失っている。肉体強化魔法を使用しつつの近接戦闘であれば、どう考えたって明日香に有利な状況だ。

　どの程度、手加減してあげればいいのかしら、なんてことまで明日香は考えていたのだ。

　けど、現実はどうだ。繰り出す攻撃のすべてがヒミコの右腕一本にいなされて、動くスピードは完全にヒミコに上回られ、未いまだ一撃も攻撃を当てることが出来ないでいる。

「どうして太刀打ちできないの？」

　苛いら立だちがそのまま言葉となった。

「ま、経験の差ってやつだね。あんたとあたしとでは踏んできた場数が違う。命のやり取りをしてきた回数が違う。あんたの考えてることなんて十手先まで簡単に読めるわよ」

　純粋な身体能力の高さで言えば若さの部分も含めて明あ日す香かの方が上だろう。片腕を失っていることは大きすぎるハンディキャップだ。

　しかし、ヒミコには明日香よりも豊富な経験がある。明日香の攻撃の流れが、思考が手に取るようにわかる。

　次に相手が何をしてくるのかがわかれば、多少の身体能力の差なんて何の意味もなさない。

　相手が攻撃を繰り出す前に避よけているのだから。

「だから言ったでしょ？　なんであたしに勝てる気でいるんだって。調子に乗りすぎだって。せっかくの機会だから、もう一度ちゃんと躾しつけしなおしてあげるよ」

　ヒミコの身体が少し屈かがんだと思うと、一瞬のうちに明日香の懐の中に潜り込む。

「──っ！」

　慌てて後方に飛び退のこうとする明日香の足を蹴けりで払い、体勢が崩れたところに右拳こぶしを突き出す。

「んぐぅ！」

　強烈な右拳が腹部に突き刺さり、明日香の身体がくの字に折れた。

「ほらほら、女の子がそんなはしたない声を出すんじゃないよ。女の子はどんな時でも自分を可愛かわいく見せる余裕を持たないと。でないと、男に嫌われちゃうわよ、っと！」

　そのまま、前のめりになっている明日香の頰ほおに裏拳をぶち込む。

「あうっ！」

　高速で打ち込まれた裏拳の威力に明日香の身体は浮き上がり、五メートルほど吹っ飛んだ。

「かはっ！」

　そして地面に叩たたきつけられ、土つち埃ぼこりを巻き上げながら明日香の身体が地面を転がる。

「ほら、吞のん気きに寝転がってないで立ち上がりなさい。まだまだ躾は済んでないんだから」

　腰に手を当てて地べたに這はいずる明日香を見下ろすヒミコ。

　明日香が苦痛と屈辱の顔を歪ゆがめながら、どうにか上半身だけ起こして立たて膝ひざの状態でヒミコを見上げた。

「はぁはぁ……はぁはぁ」

　荒い呼吸を繰り返しながら、明日香は考える。どうすればヒミコに勝てるのかと。

　ヒミコの言うとおり、この経験の差はかなり大きい。数時間前の余裕綽しやく々しやくでいた自分をぶっ飛ばしてやりたいと思うほどにヒミコは強かった。

　こうなったら遠距離系の魔法で撹かく乱らんしながら攻撃するタイミングを見計らって──って、そんな消極的な戦い方、お母かあさんに通用するはずがない。かと言って近接系の攻撃はことごとく跳ね返されている。

　明あ日す香かの思考に迷いが生じ、それが表情となって表れる。

　そんな明日香の姿を見て、ヒミコが小さく肩をすくめた。

「ま、これが現実ってヤツだ。これは別にあんたが弱いってことじゃないよ。接近戦ってヤツはそれだけ経験の差が出やすいのさ。だから、あんたは近接系のスタイルを選ぶべきじゃなかった。せっかく反転幻想アンチスペルなんて反則じみた能力を持ってるんだ。それを生かした遠距離系のスタイルがあんたの適性だって、あたしに言われなくてもわかってるだろ？」

　もちろん、そんなことは言われなくてもわかっている。けど、それでも憧あこがれたのだ。いつだって強くて凛り々りしい母の姿に。その背中に、憧れたのだ。

　正直に言えばちょっと嫉しつ妬ともあった。兄さんがお母さんのことを誇らしそうな顔でいつも見ていたことに。

　だから越えてやるって。そのスタイルでもわたしの方が上だって見せつけてやるって。

　そう決めてここまで頑張ってきた。

　もう詠う幻創曲も無い。何が通用するかわからない。けど、勝ちたい。勝って、お母さんを越えたい。

　──勝ちたいよ、兄さん！

　そんな強い気持ちに呼応するかのように、明日香の耳みみ朶たぶをギターの旋律が打った。

　疾走感のあるギターのイントロ。その音色に篭こもったタケルの想おもいを感じて、明日香の心が震えた。

（まったく、ほんといつだって最高のタイミングで駆けつけてくれるんだから。そんなんだから、兄妹きようだいだって言うのに好きになっちゃうんじゃない）

　心の中で兄に向けて言葉を投げる。返事は戻ってこなかったけど、兄がどんな表情をしているのかがその音色からわかって、思わず頰ほおが緩んだ。

（にしても、よりによってこの曲を選ぶなんて）

　タケルの奏でる音楽に身を委ゆだねながら──けど、この状況で詠うたうには確かに一番合ってる曲かもしれないね、と明日香は思う。

　そういえば、兄さんと初めて一緒に演奏したのもこの曲だったっけ。

　言ってしまえばわたしと兄さんの原点で、わたしの大好きな人が作った曲で、わたしが心から尊敬する人が創つくった曲で、わたしの目の前に立ちふさがる敵かべが創った曲だ。

　だから、この曲でその壁を乗り越える！

　──この『EVERFREE EVERGREEN』で！

「おっ？」

　明あ日す香かの口から紡がれたメロディを聴いて、ヒミコが面白そうに笑った。まさか、明日香がここにきて自分の曲を歌うなんて思ってもいなかったのだ。

「それにその顔、急にイキイキしだしたけどいったい何が──って、そうか。タケルが演奏してんのね？　ってことはこれで対等って感じかな。面白い、ならあたしもその流れに乗ってあげようじゃないか！」

　明日香と同じメロディーで、同じテンポで、同じ歌詞スペルを歌い上げるヒミコ。

　ふたりの身体からだが発光し、その背中に大きな二枚の光の翼が生えた。

　交錯する視線。絡み合う歌声ルーン。それはまるで寄り添うように美しいコーラスを生み出す。

　もしこの場に観客が居たとしたら、いつまでも聴いていたいような極上のハーモニー。

「「──っ」」

　そして勝負は一瞬だった。

　四枚の翼が羽ばたいたかと思った瞬間、ふたりの間にあった五メートルの距離は一瞬でゼロになり、再び五メートル開く。

　互いに右の拳こぶしを突き出した姿勢のまま背を向け合う形で硬直する。

　わずか一秒にも満たない時間だ。たったそれだけの時間で、勝負の決着はついていた。












　数秒の間の後、ふらりと明あ日す香かの身体が揺れて片かた膝ひざをつく。大きく喘あえぐように息を吐き出し、そして背後を振り返った。

　そこには地面に倒れたヒミコの姿があった。仰向けに転がり、空を見上げながら、

「まいった、あたしの負けだ。強くなったね、明日香」

　心から嬉うれしそうにヒミコは敗北宣言したのだった。





　　◇◇◇






（Claire's view）




「ったくよ、テメーが攻撃してくるとは想定外だぜ」

　モニカがもう降参だとばかりに両手をあげた。

　ふたりの耳には来武ライブ終了を知らせる合図が届いている。つまり、もうふたりが戦う意味は無くなったのだ。

「大体よ、テメーがあんなに攻撃用の幻創曲を持ってるなんて聞いてねえぞ？」

「ええ、言ってませんから」

「ちっ。相変わらずムカツクな、テメーのその反応はよ」

「それはお互い様です」

　お互いに毒づきながら、精も根も尽き果てたといった感じでしゃがみ込む。

　それだけ過酷な戦いを繰り広げていたのだ。

「にしてもひでえもんだな、テメーの攻撃はよ。リズムはめちゃくちゃ、隙すきだらけだし威力も安定しねえ上にたまにミスる。普通だったら間違いなく負けてんぞ」

　今までの来武ライブの中でクレアが自ら攻撃を仕掛けるということは一度も無かった。攻める時でも、それは常に後の先。

　相手からの動きがあってこそのクレアの攻撃。だから、自ら動き敵を攻めるというのは今日が初めての経験だったのだ。

「うるさいです。それよりもあなたの守りの方が見ていて滑こつ稽けいでした。先読みしない、逃げ道が単純、すぐ無理な反撃をしようとする、挙句の果てにひとつも防御用の幻創曲を用意していないなんて」

「うっせーな。しょうがないだろ、オレが誰だれかに攻められるなんて考えたこともなかったんだから」

　速攻と高火力がウリのモニカの戦いは常に自分が先手を取り勝負を決める。そして最後まで防がれたら自分の負け、という特殊なシステムが成り立ってしまっていた。

　故に誰かから攻められるという経験が圧倒的に不足していたのだ。

　結果、お互いがお互いに苦手な分野で勝負するという状況は一進一退の攻防を繰り返し、タイムアップという結末を迎えたのだった。

「ま、しょうがねえ。今日のところはオレの負けってことにしておいてやるよ。けどまあ、次はこうはいかねえからな。次こそはテメーをぶっ飛ばして、その処女膜を散らしてやっからよ」

「何度やってもあなたでは私は倒せないってことを教えてあげます。それと、私が処女膜を捧ささげる方はすでに決めていますから」

「お、なんだ？　お前、好きな男でも出来たのか？」

「す、好きな男って、そ、そういう訳じゃ」

　冷静沈着なクレアの表情が大きく緩み、顔を真っ赤にする。

「おお、その反応、マジじゃねえか！　ついに獅し子し姫さまにも春がきたってか？　そいつ、どんな男なんだよ？　オレに紹介しろよ」

「そ、そんな紹介しろだなんて、まだ恋人でも無いのに恥ずかしいですっ」

「──って、あ、危ねえな！　いきなり剣をぶんまわすなよ！」

　いやん、いやん、と片手を頰ほおに当てて身体からだをもじもじさせながら、豪快に剣を振り回すクレアにモニカはため息をつく。

「ほんと乙女だな、テメーって。けど、あれだぞ？　初めての時は結構痛いから覚悟しておけよ？」

「や、やっぱり痛いのですか？　そもそも、どういった行為を行うのでしょうか？」

　下手をしたら来武ライブの時以上に真剣な顔のクレアに、

「しょうがねえな。んじゃ、特別にこのオレの経験談を語ってやっからよ。ま、処女のテメーにはちょっと刺激が強すぎるかもしんねえけどな」

「お、お願いします！」

　何だかんだで仲の良いふたりだった。





　　◇◇◇






「僕たちの勝ちですね」

「ええそうね。残念ながら、と一応言っておこうかしら。山やまの辺べさんもシルヴィさんも見事だったわ」

　学院長が地面に大の字に倒れている花か穂ほとシルヴィさんに声を掛ける。

　ふたりとも衣装はボロボロになり、身体の至る所に傷がある。呼吸も荒く、とても学院長に返事ができる状態じゃなかった。

　一方、学院長とナスターシャさんはほぼ無傷と言っても良い。

　ナスターシャさんなんて、学院長にべったりくっついて「褒めてー、褒めてー」と甘えているくらいだし。

　まだまだ余裕がありすぎるって言うか、ここだけの勝敗で言えば圧倒的に学院長側の勝利だよな。けど、これはチーム戦だ。

　明あ日す香か、メアリーさん、リアーナさんが勝利を勝ち取るまで学院長、ナスターシャさんと言うふたりの宝石歌姫ビジユカンタトリスの足止めをきちんとこなしたのだ。

　学院長の言うとおり、花か穂ほもシルヴィさんも十二分に見事な活躍だった。

「君たちがどんどん成長してくれて私は嬉うれしいわ。私があの戦争の後にしてきたことが間違いじゃなかったってことだから」

　そう言って僕達を見る学院長の目は優しい。まるで母親のように──って言うと学院長は怒りそうだから、お姉さんのように。

　その優しい眼まな差ざしは決して噓うそではなく、本当に心からそう思っている証拠。

　だからこそ、わからなくなる。

　なぜ今まで学院長がハンドリングをしてきていたと言っても過言ではない現ＩＣＣの体制を崩してまで、急激な革新を行おうとしていたのか。

　僕の表情からそんな思考を読み取ったのか、学院長は軽く苦笑する。

「あと少しでわかるわよ。私が、そしてお姉さまが何をしようとしているのか。そして今回の一連の流れの本当の目的は何なのか」

「本当の目的？」

「ええ。私たちのって言うよりも、黒幕連中のって言ったほうが正解だけどね」

　そして学院長は厳しい瞳ひとみで海の方を見やりながら、

「さあみんな、立ちなさい。本番はこれからよ」

　学院長として僕たちにそう言ったのだった。





　　◇◇◇






「──時は満ちた」

　薄暗い会議室、モニタ上にリアルタイムで送られてくる映像を見ていた七人の内、上座に座る男がそう口にした。

　モニタに映るのは激しく戦い、消耗している歌姫カンタトリスたちの姿。

　祭典の結果は敵である反ＣＳＵ側の勝利となったが、七人会議にしてみればそんな勝敗などどうでも良い。

　七人会議が今後の歌姫カンタトリス産業における権力を一手に握るために、現ＩＣＣも、そして強烈な個性と力を持った歌姫カンタトリスたちも排除する対象でしかないのだから。

「これよりあらゆるテレビ中継はカット。これからのことはすべて極秘裏に進める。一秒たりとも映像を外に出すな。愚かな大衆には後から結果とその後のことだけを知らせてやればよい」

　計画が完遂すれば、大衆が後から何を言おうが覆すことは不可能。それほどまでに今回の計画を成功させれば七人会議は絶対的な力を得ることが出来るのだ。

　本当に重要な事と言うのは、いつだって極秘裏に行われるもの。

「人形の配備の方はどうなっておる？」

「すべては手て筈はず通りに」

　そう言って七人の中では若い方に位置する男が端末を操作すると、モニタには島を上空から撮影した映像が映し出される。

　島の全方位を囲うように配置された船舶の数々。そのデッキには黒衣を身にまとった少女たちが立ち並んでいた。

「用意した人形の数、五百。我々が持つ現戦力の九十パーセントを今回の作戦に投入しております」

「いくら宝石歌姫ビジユカンタトリスたちとはいえ激しく消耗している今、我々の最新型五百体の前では為なす術すべもないでしょうね」

　歌姫カンタトリス連中が全員協力しあっても五百対十。単純な計算でも一人頭五十体を相手する必要がある。万全な状態であってもその戦いは不利である上に、今は体力も精神力も大きく消耗している。

　勝った側はその解放感と安あん堵ど感で、負けた側は疲労感と喪失感で、とても戦いに適した精神状態ではない。

　さらに、先程まで命をかけて戦っていた相手だ。目の前に共通の敵と思われる戦力が現れた所で、いきなり手をとって共に戦えるわけもない。

　どう考えても七人会議側の勝利は揺るぎないものに見えた。

「それでは、只ただ今いまの時刻を以もつて作戦を決行。皆の更なる働きを期待するぞ。全すべては我々七人会議の手の内に」

「──全ては我々七人会議の手の内に」





　　◇◇◇






「これで文句は無いわね。お母かあさんたちの提案は全部却下してあげるから」

「ええ。あんた達が勝ったんだから、あんた達の望むように未来を作っていきなさい」

　ヒミコは穏やかな笑みを浮かべながら明あ日す香かにそう言った後、表情を引き締めた。

「けど、あんたらに未来を託す前に、一個片付けておかないといけない事があんのよ。ん、しょっと」

　ヒミコはネックスプリングで勢い良く跳ね起きると「あいたたた」と顔をしかめた。

「お、お母かあさん、無理しないの。今、まともに動けるような状態じゃないんだから！」

　明あ日す香かの渾こん身しんの一撃はヒミコの腹に深く突き刺さった。そのダメージは間違いなく内臓にまで到達しているだろう。

　顔色は青白く、額には脂汗が浮かんでいる。けど、

「少しくらい無理しないといけない状況だからね。どうやらアイツらが動き出したみたいだし」

　ヒミコは真剣な眼まな差ざしで明日香を見つめる。

「あいつら？」

「そ、今回の黒幕。で、あたし達の敵。そいつらを片付けないと、あんた達に未来を託せないってわけよ」

「え、えっと、どういう事よ？　黒幕？　わたし達の敵って？」

「詳しい話はみんなと合流してから話すわ。とりあえず、タケルたちと合流しましょう」







「──で、今あたしたちは七人会議が用意したおよそ五百体の人形たちに完全に包囲されているってわけ」

　母さんと学院長の話を聞いて、僕達は思わず呻うめいた。

　学院祭襲撃から母さんの宣戦布告、そして今回の祭典での最終決戦。そのすべては『龍尾』や『薔ば薇ら十字』など秘密結社と呼ばれる組織が集まり構成された七人会議という委員会が糸を引いていたということ。

　その目的は現行ＩＣＣの解体と歌姫カンタトリス産業における利権の独占で、そのために七人会議が大きな影響力を持つドイツ、イタリア、ロシア、中ちゆう国ごくの政府と共謀し、あるいは脅し、コントロールし、今回の一連の計画を進めてきたということ。

　そして、その総仕上げとして行われるのが、ここに居る宝石歌姫ビジユカンタトリスたちの一掃であること。

　現ＩＣＣの象徴的存在であり、個人で強大な力を持ち、自己主張の強い宝石歌姫ビジユカンタトリスは自分たちにとって害をなす存在になる可能性が大きい。

　だからそれを排除してしまうことで反抗の憂いを無くすと同時に、残る歌姫カンタトリスたちに対して宝石歌姫ビジユカンタトリスをまとめて葬ったという事実で自分たちの力を誇示し従わせる。それが七人会議の計画だと言うのだ。

「なるほど。そのために私たちを本気で戦わせ消耗したところで」

「自慢の人形軍団の投入ってことね」

　メアリーさん、明日香の言葉に母さんは頷うなずく。

「で、母かあさんは事前にその計画を知り、その計画に賛同したふりをして、逆にそいつらを一網打尽にする機会を覗うかがっていたと」

「ええ。この計画を実行するには宝石歌姫ビジユカンタトリス同士を二分し対立させる必要があった。そのためには表立って行動し、その行動に説得力をもたせられるフラグシップとなる存在が必要だったからね」

「その白羽の矢がお母さんに立ったのね」

　伝説的な歌姫カンタトリスであり実力に関しては言うまでも無い。そして現在どこの国にも所属していない、というよりも死んだはずの歌姫カンタトリスが舞い戻り、世界に対して現状への不満を問い、革命を宣言する。

　これほど効果的な存在はいないだろう。

　モニカさんやアナスタシアさんたちがＣＳＵ側に付いたのも、もちろん国の意向に従ってってのが一番大きな動機だとは思うけど、母さんがフラグシップを担っているから参加したって部分もあると思う。

「ま、多分順序が逆ね。あたしに白羽の矢を立てたって言うよりも、あたしの遺体をアイツらが手に入れた時、この計画が練られたんだと思うわ」

「それだったら先に言ってくれれば良いのに」

　明あ日す香かが不満そうに唇を尖とがらせると、母さんは苦笑しながら、

「そうしちゃったら、みんな全力で戦えなかったでしょ？　連中は慎重に慎重を重ねて行動するような奴やつらだからね。あたしたちはお互いに全力で潰つぶし合いボロボロになる必要があった。でないと、アイツらは出てこないから」

　そして母さんの目もく論ろ見み通り、敵は自分たちの持つ戦力のほとんどを出してきたってわけか。

　大きな流れは理解できたけど、そもそも僕が気になっていた質問をぶつけてみる。

「ええと、母さん、一個質問あるんだけど。母さんはどうやって生き返ったの？」

　今まで誰だれも訊きかなかった、けどある意味一番興味のある質問に皆の目が好奇心で輝く。

「あれ、言ってなかったっけ？　簡単に言えばあの時点であたしは完全には死んで無かったのよ。仮死状態ってヤツ？　ま、ほぼ死んでたのは間違いないけどね。で、それを七人会議の連中が引き取って無理やり延命処置を行った。当時から研究していた自慢の人形技術を利用して、体中を弄いじり回してね。ほれ」

　そう言って母さんは上着をはだけてみせた。顕あらわになった母さんの胸部。そこには物々しい機械の数々が埋め込まれていた。

　痛々しくもどこかおぞましささえ感じるその姿に明日香が思わず息を飲む。他ほかの歌姫カンタトリスたちも険しい表情を浮かべた。

　けど、母さんは笑いながらその機械を撫なでる。

「んで、時期が来るまで世間的には死んだってことにしておいたってわけ。まあ勝手に身体からだ中じゆうを弄いじり回された上に延命されて、叩たたき起こされたと思ったらろくでもない計画に参加させようとしている。そりゃあ、そんな計画、ぶっ潰つぶしてやろうって思うわよね」

　思わずゾクっとしてしまう程の凄すご味みのある笑みを母かあさんが浮かべる。

「大体、自分たちは決して表舞台に上がらず、歌姫カンタトリスの力を自分たちの利益のためだけに独占しようとかさ、事もあろうに人形程度で宝石歌姫ビジユカンタトリスをどうこう出来ると思ってるとかさ、歌姫カンタトリスを舐なめすぎてると思わない？　んな奴やつら、徹底的にぶっ潰してやろうと思わない？」

　そんな母さんの言葉に歌姫カンタトリス全員が首肯する。その瞳ひとみには激しい怒りが宿っていた。

　そりゃそうだろう。そこまでコケにされれば怒りだって湧わく。しかもここにいるのは歌姫カンタトリスの中でも最上位に位置する人ばかりだ。

　その胸中には言葉では言い表せないほどの激しい怒りの炎が渦巻いているはずだ。

　それも含めて、多分母さんの思惑通りなんだろうなと考えると、やっぱり敵かなわないなと思う。そして誇らしいとも。

　やっぱり母さんのやることは間違っていなかったんだ。明あ日す香かも僕と同じようなことを考えたんだろう。

　ぎゅっと僕の手を握りながら、眩まぶしそうに母さんの方を見ていた。

「ま、そんなクソッタレな連中だけど、こうしてもう一度息子たちに会わせてくれたことに関してだけは感謝してるんだけどね」












　そして母かあさんが僕たちの方へと歩み寄る。

「タケル、明あ日す香か、あたしがあんたらに親らしい姿を見せてあげられるのは、きっとこれで最後だから」

　母さんらしい、清すが々すがしい顔でそう言った。隣で明日香が小さく息を飲む。

　──これで最後。その言葉が意味することは、きっとそのまんまの意味で、本当は今、母さんが動けていること自体が奇跡なんだと思う。

「ま、そういう事だからさ、しっかりと母さんの背中を見ておきなさい。あたしが最後にあんたらに残せるのは、そんくらいしかないからさ」

　思わず溢あふれ出そうになる涙を堪こらえながら、僕と明日香はしっかりと頷うなずいた。

　母さんがそんな僕達を見て、ニカっと、気持ちよく笑った。






outro　─妹と未来─









「はあ、なんか大変なことになっちゃったわね」

　神楽かぐら特とつ区くにあるカンタトリス音楽院の屋外演習場控え通路で、隣に立つ明日香が苦笑いを浮かべている。

「そうだな」

　結局、七人会議による襲撃は大失敗に終わった。いかに一戦終えた後で心身ともにボロボロであろうとも、さすがは宝石歌姫ビジユカンタトリス。人形相手に遅れを取るはずもなく、しかも怒りから闘志に火が付いていた。

　その奮闘ぶりは凄すさまじいもので、五百体の人形は全滅、島の半分ほどが研究施設と共に宝石歌姫ビジユカンタトリスの魔法によって破壊されるという苛か烈れつを極める有り様だった。

　戦力をあらかた失った七人会議は事実上解散でめでたしめでたし──とは残念ながらならず、七人会議の襲撃事件のことは表に出ることはなかった。

　その情報を公表するのは世に大きな混乱を招くだけだという判断をＩＣＣを中心に各国の上層部がしたからだ。

　結果、事実として残ったのは、僕達反ＣＳＵチームは母かあさんたちＣＳＵに勝利し、世界の秩序を守ったという事だけだった。

　反ＣＳＵチームとして祭典に出場した僕達は英雄扱い、逆に母さんたちＣＳＵ側の宝石歌姫ビジユカンタトリスの名声は一気に地に墜おちた。真実は、むしろ母さんたちの方が英雄なのに。

　そのことを知っている各国上層部はモニカさん、アナスタシアさん、貂ちよう蟬せんさん、ナスターシャさんを守り、今でも宝石歌姫ビジユカンタトリスとして擁立している。

　昔のような国民の憧あこがれの対象としての地位に返り咲くのはすぐには難しいだろうけど、いずれはそれを取り戻すだろう。だって、彼女たちの実力は本物なのだから。

　しかし今回の騒動の首謀者と見なされている母さん、そしてその協力者としての印象を強く残した学院長は表面上は罪人として扱われ、歌姫カンタトリスの資格を剝はく奪だつされる事となった。

　納得のいかない気持ちは当然ある。けど、本人たちにそれが一番丸く治まる形だからと諭されてしまえば、僕たちに言える事は何もなく、

『ひとつだけお願いしてもいいかな、神かん凪なぎタケルくんに姫ひめ咲さき明あ日す香かさん。今回の件はね、きっとこれからも起こり得る可能性のある事件のほんの一端だと思うの。歌姫カンタトリスの存在が特別である限り歌姫カンタトリスを利用しようとするものは現れる。そして歌姫カンタトリス自身が増長する可能性だって否定できない。事実、今回の歌姫カンタトリスに特権を持たせるという事に対し賛成をしていた歌姫カンタトリスの数は少なくはないのだから。だから私は神楽かぐら特とつ区く、そしてカンタトリス音楽院が今後も必要だと思っている。歌姫カンタトリスを導き、歌姫カンタトリスを守るために。歌姫カンタトリスがそうでない人たちと共により良い未来を目指していくために。だから、お願い出来ないかしら。神楽特区を、そしてカンタトリス音楽院を』

　そんな学院長の意思を継ぐことくらいしか出来ないわけで。

「やるしかないよな。託されちゃったからな」

　もう二度と表舞台にあがることは無い学院長の想おもいと、最後の最後まで自分の信じる道を正しく進めとその背中で語ってくれた、もう二度と会えない母さんの想い。

　その想いに応こたえられないようじゃ男失格だ。

「あー、けど、なんかすごく緊張してきちゃった。わたし、こういうのってあんまり得意じゃないんだよなあ」

　これから明日香はこのカンタトリス音楽院のステージ上で、新学院長及び神楽特区の宝石歌姫ビジユカンタトリスとしての就任の挨あい拶さつを行う。

　参列者は各国の首脳に宝石歌姫ビジユカンタトリスたち、他ほかにもテレビやネットで全世界一斉中継がされていたりとかなりの大事だ。

　それだけ今回の一連の事件が世界に与えた影響が大きく、それ以上に明日香に掛かる期待も大きいってことだ。

　だから、明あ日す香かの表情にも不安が浮かんでいる。

「大丈夫だよ、明日香なら。いつも通りやればばっちりだって」

「そうは言うけどぉ」

　不安から甘えるような明日香の声を途中で遮る。

「大丈夫だって。明日香の側そばには僕がいるんだから。僕が側にいるのに不安か？」

　そして明日香の小さな手をぎゅっと握りしめた。少し汗ばんだその手がしっかりと握り返してくる。

「そりゃあ兄さんが側にいてくれれば心強いし、なんでも出来るけど」

「明日香が僕を必要としている限り、僕はずっと明日香の隣にいるよ。何があっても明日香の味方だ。だから安心して思いっきり挨あい拶さつかましてやれ」

「いいの、そんなこと言っちゃって。わたし、本気にしちゃうよ？」

「ああ、いくらでも本気にしてくれ」

　明日香が僕にそうしてくれたように、僕はいつだって明日香の一番の味方でいてあげる。それが僕の本心だから。

「そっか、じゃあ安心だ。なんてったって兄さんが一生わたしの隣にいてくれるって事だもんね」

　明日香がにこっと笑って僕の手を引き寄せる。

「よし、じゃあ思い切って挨拶してきちゃいますか。あ、そうだ！　どうせだったらこの場を借りてわたしと兄さんの婚約を発表するってどう？」

「どう？　じゃねーから！　却下だ却下！　いきなりそんな宣言したら世の中が大パニックな上に新学院長としての信頼をいきなり失うから！　そもそも婚約はしないし」

「む～」

「む～じゃない。余計なことは言わないで、素直に新学院長兼宝石歌姫ビジユカンタトリスとしての所信表明をしてこい」

「兄さんのケチー。けどまあ、これくらいは良いよね？」

　明日香の顔が僕の顔に近づいて来て、

「──ん、ちゅっ」

　唇が触れ合った。そして、微かすかに桜のような香りを残して唇が離れる。

「んふふ。では、姫ひめ咲さき明日香、行ってまいります！」

　少し照れたような表情で敬礼すると、明日香はステージに向かって駆けて行った。

「ったく、いきなりなんだからな」

　という僕の呟つぶやきはステージの方から聞こえてくる大声援にかき消された。

　明日香は背筋をピンと伸ばして会場に向かって語りかける。その背中はまだ小さいかもしれない。

　けど、きっと大丈夫。僕達はいつだって進むべき道を示してくれた大きな背中を見て育ってきたのだから。

　いつかその背中に追いついて、そして追い越してみせる。

　だから、僕と明あ日す香かがこれから歩んでいく世界をしっかりと見守っていてくれよな、母かあさん。

　僕は空を見上げそう呟つぶやいたのだった。












あとがき




　皆さん、高貴で傲ごう慢まんな美少女の足を舐なめるのは好きですか？　僕は好き──っていうか、舐めたことねえし！　そんな機会ねえし！　雨あめ野の智ち晴はれです。

　はい、ということで『詠う少女の創楽譜フルスコア７』無事発売することが出来ました。

　今回はリアーナさん、クレアさんも本格参戦しての宝石歌姫ビジユカンタトリス（別称：変態）が勢せい揃ぞろい。

　楽しんでいただけたでしょうか？　僕は新キャラを書けば書くほど自分の性へ──好みがわからなくなっていき困惑気味の毎日です。てへ。

　まあ人生何事も経験が一番ですからね！　新しい性へ──紳士の嗜たしなみにチャレンジする機会を得ることが出来たら、どんどんチャレンジしていきたいと思う次第でございます。

　まずは足をｐｒｐｒさせてくれる美少女を探す所からくぁｗせdrftgyふじこlp




　そして今回は終盤にバトルが多めの展開になっているのですが、もし良かったら超！　アニメロで配信中の桜さくら川がわめぐさんが歌う『EVERFREE EVERGREEN』を聴きながら読んでくれたりするとすごく嬉うれしいなあと思ったりします。本気でいい歌なのですよ！




　ってなわけで、『詠う少女の創楽譜』ですが、今巻で区切りとなります。

　初めてのライトノベル挑戦ってことで試行錯誤の毎日でしたが、合計七冊、二年以上の期間続けられた事をとても嬉しく思います。

　これも毎回ステキなイラストを描かいてくださったたにはらなつき先生をはじめ、初代担当編集の庄しよう司じさま、現担当の神かみ長ながさま、編集部の皆様、その他この作品に関かかわってくださったたくさんの方々、そしてなりよりこの作品をここまで読んでくださった読者の皆様のお陰です。本当にありがとうございます。

　創楽譜のキャラクターたちは本当に書いていて楽しくて大好きな子達なので、またいつか書く機会があると嬉しいなあと思いつつ、そろそろ〆の挨あい拶さつとさせていただきます。

　繰り返しになってしまいますが、今までこの作品にお付き合いいただき本当にありがとうございました！　心より感謝感謝です！

　そして『詠う少女の創楽譜』は今回で区切りとなりますが、物語は可能な限りどんどん書いていきたいと思っていますので、また新しい作品を出させていただく機会があった時には是非是非よろしくお願いします。僕のことを忘れないでください（切実）

　それでは、二年間、本当にありがとうございました！
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